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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　１　ドーリィ─Dolly─







　時々、ウェストエンドに来たばかりの頃ころを思い出す。

　何もかも新しくて、洗練された大都会は、ロージーには酷ひどく居い心ごこ地ちが悪い場所だったし、連れていかれた屋や敷しきにもロージーの居場所はなかった。

　ロージーに求められていたのは、ただ異能の血を引く子を産むことだけで、三人の従兄いとこの誰だれかと結けつ婚こんしろと言われて、狼狽うろたえて、震ふるえていた。

　あれから半年も経たっていない。

　でも、ロージーはもう狼狽えて震えているだけの少女ではなくなっていたし、不慣れな都会生活にも、恐おそろしい力を持つ従兄たちにも、随ずい分ぶん慣れていた。

　今も、暗色のドレスに身を包み、エミリオの隣となりで高級車の後部座席にもたれている。蜂はち蜜みつ色の髪かみの先まで鏝こてを当て、薄うす化げ粧しようをし、高いヒールの靴くつを履はいて。

　緊きん張ちようはしていても、震えてはいないし、恐れてもいない。

（不思議）

　車の振しん動どうを感じながらそう思う。

　本当に不思議なことだ──こんなに怖こわがりで、今だって人の目を見るのは大の苦手なのに、ウェストエンドを支配する一大犯罪組織のボスの隣で、怯おびえてもいないなんて。

　いや、それどころか、ロージーはその組織の構成員なのだ。

　構成員になったのは、自分を守るためだった。

　でも今は、組織を変えられるだけの地位を勝ち取り、組織そのものを変えることを望んでいる。仲間うちで裏切り、殺し合うのはもう嫌いやだったから。

「悩なやみごとかな？」

　エミリオが、柔にゆう和わそうな、でも作り物の笑えみをロージーに向けた。

　ロージーは頭かぶりを振ふる。

「いいえ。ただ、不思議な感じがして。私が……今ここにいることが」

「そうかな？　何も不思議なことはないさ。君は自分で自分の道を選んだんだ。──まあ、ウェストエンドに君がいるということ自体は、我々が望んだことだけれどね」

「…………」

　この半年間で、自分も、周りの人も、少しは変わったと思う。それは努力の結果なのだ。

　でも、エミリオの言葉も事実だ。ロージーは、与あたえられた選せん択たく肢しの中で生きてきた。

（もしも、まったく自由に選ぶなら、私はどうするんだろう。組織を変えて、私自身の自由を得たら……）

　俯うつむいて、足あし下もとばかりを見てきたからわからなかったけれど、今は少しだけ顔を上げられる。前を向くことができる。

　そうした時、目の前には広大な未知の世界が広がっている。

　その茫ぼう漠ばくと広がる世界を、怖い、と強く思う反面、胸がほんの僅わずか、躍おどった。

　すべてが終わったら──そんな未来が本当にやってくるのかどうかというのは置いておいて──その世界で、自分はどう生きるのだろう。

（……その時も、そばにいて欲しいな）

　車の窓越ごしに見える空には雲がかかっている。

　雲の一部は落日に照らされてオレンジ色に燃え上がり、隙すき間まからはターコイズブルーの空が覗のぞく。徐じよ々じよに暗くなるその色の変化が、胸に浮うかんだ人の目によく似ていた。大好きな、大切な、ロージーの──

　その時、車が停とまった。

　夢のような未来を空想する時間は終わり、ロージーの思考は現実に引き戻もどされる。

　エミリオの車が停まったのは、一いつ軒けんのレストランの前だった。店の奥では、組織の幹部がオフィスを構えている。

　ここ最近、ロージーは、朝から晩まで、エミリオのそばで彼の仕事を見ている。

　エミリオの仕事は多た岐きに亘わたり、ロージーが想像していた以上にタフさが求められた。

　今日も午前中に会議が二つ、その間に分刻みで来客が三人、ランチは役所のお偉えら方がたと一いつ緒しよ。かと思えば、午後には明らかに素す性じようのよくない荒あらくれ者のたむろするもぐり酒場で密談──

　そして今度は、組織の幹部との会合のためにここまで来たのだ。

　エミリオは身体からだをロージーの方に向けて言った。

「車を降りる前に一つ言っておくことがある。店内では、口を噤つぐんでいること。挨あい拶さつの他ほかは、質問されたことだけに答えていればいい。余計な口を挟はさんではいけない」

　勿もち論ろんそのつもりだ。余計なことを言って、エミリオに恥はじをかかせるような真ま似ねはできない。

「わかった」

「よろしい」

　エミリオが微笑ほほえむ。ロージーがエミリオの口からダリオのことを聞いたあの夜以来、彼がロージーに向ける笑みは少し変わった気がする。

（前よりも、気さくに笑ってくれてる気がする……気のせいかもしれないけれど）

　冷れい徹てつなエミリオのことだから、ロージーに容易たやすく心を許したわけではないと思う。

　でも、どんなに小さなものでも、あのエミリオがロージーへの態度を変えているのだ。屋敷に来た当初は、ロージーを物扱あつかいして、閉じ込めておこうとした彼が。

（だから、いつか、きっと）

　未来に向かうために、ロージーは顔を上げて夕暮れの街角に降り立った。
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　男たちが吸う葉巻の煙けむりで、部屋は霞かすみがかかったようだった。

　ロージーにはきつすぎるその匂においを、エミリオはまったく頓とん着ちやくしていない様子だった。颯さつ爽そうと大おお股またで歩く彼の後ろを、ロージーは呼吸を浅くして、控ひかえめについていく。

　部屋には複数の男たちがたむろしている。その真ん中でソファに座る、腹の突つき出た大おお柄がらな男が、エミリオを見るなり顔を真っ赤にして突とつ進しんしてきた。

「ドン・エミリオ、ありゃいったいどういうことだ！」

　エミリオは彼の怒いかりに気付いていないかのように、親しみやすそうな笑顔を見せる。

「やあ、マルコ。問題だって？」

　マルコ・バウドは、デ・コスタ・ファミリーの重じゆう鎮ちんだ。大食漢で、朝食会では人一倍食べる。沈ちん黙もくが尊ばれる朝食会の中でも遠えん慮りよなく喋しやべるし、声も大きい。

　そして先代からの重鎮なだけに、エミリオに対して、遠慮がないところもある。

「問題どころじゃない、ビリーの店が取引量を減らしやがったんだ。あそことの商売は、あんたが保証してくれてたはずだぞ」

「ああ、知っているよ。話はつける」

「事と次し第だいによっちゃあ──なんだって？」

　エミリオは大男の背中を叩たたいた。

「私が彼と話をつけるよ」

「…………本当か？　あの頑がん固こジジイ、殺してもうんとは言わないように見えたぞ」

「大だい丈じよう夫ぶ、手はある。それとも、君が直接彼を殴なぐりつける方がお好みかい？」

　ようやく怒りが薄うすれてきたらしく、バウドはふんと鼻を鳴らした。

「俺はどっちだっていいがね、金が入るなら。だが、話はそれだけじゃあないぞ」

　そう言って、ソファにどっかりと腰こしを下ろす。

　挨拶のタイミングを失って立ち尽つくしていたロージーは、今がチャンスと見定めて、一歩前へ出た。

　けれど、そのロージーの横手から、誰かが声をかけてきた。

「ドンナ・ロザベラ？」

　驚おどろいて、ロージーは振り返る。部屋の壁かべにもたれて、細身の男が立っていた。三十手前くらいの銀ぎん髪ぱつの男で、理知的な、柔やわらかい雰ふん囲い気きを纏まとっている。

　ハロルド・ブラック。一族の男以外では、デ・コスタで最年少の幹部だ。

「ドンナ、どうしてあなたがここへ？」

　ロージーはブラックに尋たずねられて我に返り、軽く膝ひざを折ってそつなく挨拶した。

「ドン・エミリオのそばで勉強させていただいています」

　バウドはロージーの全身を、つま先から頭のてっぺんまで、彫ちよう像ぞうでも鑑かん賞しようするように見て、唸うなるような声を出した。

「お人形を侍はべらせて仕事か、ドン・エミリオ？」

（お人形……）

　投げつけられた言葉に、たぶんロージーへの侮ぶ蔑べつの意図はない。侮蔑するほどの対象とも見られていないのは、彼の視線からよくわかった。

　無視されることも、ろくに顧かえりみられないことも、悲しくは思っても悔くやしいとまでは思えない。

　ロージーはただ黙だまって目を伏ふせていた。目立たないように、自分からは何も言わないように──それがエミリオの望みだ。

　昔からの重鎮とはいえバウドの態度はさすがに行きすぎているらしく、周囲の部下たちの中にも緊きん張ちようが走はしる。

（マルコ・バウドは先代からの幹部だ。エミリオの支配を快く思っていないのかも）

　お人形と呼ばれた通りにおとなしく振る舞まいながら、頭の片かた隅すみでそう考える。

　エミリオは組織の仲間にも目を光らせろと忠告している。

　最大の味方である市長を失ったデ・コスタ・ファミリーは、危機的状じよう況きように置かれている。いつ離り反はん者や裏切り者が現れてもおかしくないのだ。

「彼女も我々の組織の一員だよ。毎朝顔を合わせているんだから、勿論わかっていると思うが」

　エミリオが笑えみを含ふくんだ声でそう返した。ロージーは顔を伏せていたけれど、エミリオが薄っぺらで冷徹なあの笑みを浮かべているだろうことは想像がついた。

「レディを立たせておくものではありませんよ、マルコ。座っていただきましょう」

　柔らかな声こわ音ねで、ブラックがそう口を挟む。

「おまえみたいな若造に指図されることじゃない、黙ってろ！」

　バウドは悪態をつきながらも、ロージーに一人掛がけのソファを勧すすめてくれた。

　葉巻に火をつけ、ゆっくりと煙を吸い込み、バウドは彼の抱かかえる問題について語り始めた。




（結局、お金と面子メンツの話なのね……）

　ロージーはバウドの話を聞きながらそう思った。

　エミリオに付き従った数日で、この手の話は耳にたこができるほど聞いた。

　バウドが不満をぶちまけ、それをブラックが宥なだめることの繰くり返しで話は進んだ。

「ブツは俺たちの目の前を素す通どおりしていくだけだ。おかしな話さ。俺たちならもっと上手うまく捌さばけるってのに！」

「市長の件が響ひびいているんですよ。わかってるでしょう、マルコ」

　バウドの不満は明快だ。今まで自分たちのものだった仕事が、他所よそに回されているからだ。

　その理由はブラックが指し摘てきしている通りで、これまで味方だった市長が代だい替がわりし、デ・コスタへの取り締しまりが厳しくなって、仕事のやり方を変える必要があったからだ。

　真っ赤な顔をしたバウドが、ブラックを睨にらみつけたところで、エミリオが口を開いた。

「苦しいのは我々も一緒だよ。皆みな一緒だ。だが、これは一時的なものだ」

「次の市長選は四年後だぞ。四年間もこそこそしてなきゃならんのか。いっそのことあの新市長を──」

　際きわどい言葉を吐はこうとしていたバウドを、エミリオが軽く手を上げて押しとどめる。

「何も危険な賭かけに出る必要はない。新しい収入の当てがあればいいんだ。考えはある。無論、その時はあなたにも協力してもらいたい。充じゆう分ぶんな取り分を保証するよ」

（『新しい収入の当て』？）

　今のデ・コスタの主な収入源は、酒の密造と密輸、賭と博ばく、違い法ほうな商取引といったところだ。

　エミリオがこう言ったからには、それ以外の、何か新しい犯罪に手を染める気なのだろう。

　エミリオの言葉に、バウドの顔から赤みが幾いく分ぶん引いた。まだ疑わしそうな顔をしているが、椅い子すの上から身体を乗り出し、興きよう味み津しん々しんといった様子だ。

「なんだ？　どんな仕事だ？」

「まだ秘密だよ。来週末のパーティでお披ひ露ろ目めするつもりなんでね」

「俺にくらい教えろ！　仕事のパートナーにするつもりなんだろう？　他に誰だれが絡からんでる？」

　くく、とエミリオが喉のどの奥から笑い声を漏もらす。肘ひじ掛かけに頰ほお杖づえをついて、自信に溢あふれた魅み力りよく的な笑顔をバウドに向ける。

「まだダメだ、マルコ。だが、君も必ず満足するよ」

　バウドは荒あら々あらしく鼻から息を吐き出した。

「わかった。あんたがそう言うんだ、待ってみよう」

「そうしてもらえるとありがたいね。ところで、最近はどうだい？」

「良くねえな」

　バウドはそう言って、葉巻の端はしを嚙かみ潰つぶした。

「街に制服警官が増えてる。馴な染じみの警官も、何かと『値上げ』して、その癖くせ肝かん心じんな時にこっちの要求を断りやがる。おかげでうちの若いやつがぶち切れちまってな、危あやうく大だい惨さん事じよ。警察の上の方にも話してみたが、内部調査が厳しくて俺たちまで庇かばいきれねえんだとよ」

『値上げ』というのは賄わい賂ろの値上げのことだろう。

　犯罪に目を瞑つぶり、あるいは片棒を担かつぐことで小こ銭ぜにを稼かせいできた者たちも、デ・コスタから離はなれ始めている。

　新しい市長が、組織犯罪の撲ぼく滅めつを掲かかげてデ・コスタを叩いているのだ。

（犯罪で生きているんだ。捕つかまるのも、罰ばつせられるのも避さけられないのはわかってる……）

　でも、厳しさを増す取り締まりの中、逮たい捕ほ、裁判という危険が今までよりもずっと肌はだ身みに迫せまっているのを感じる。

「ハロルド、君の方は？」

「似たようなものですよ」

　壁かべ際ぎわの椅子に腰を下ろしたブラックがそう答えた。

「警察内部の人事異動もかなりあったようです。新市長は組織犯罪対策に本ほん腰ごしを入れています。市長の交代は痛手でしたね」

　市長の交代劇が話題に出るたび、ロージーはどきりとする。

　エミリオは、弟のダリオを取るか、前市長を取るかの二に択たくを迫られ、弟を取り、有力な協力者だった前市長を抹まつ殺さつした。

　その決断を快く思っていない人間は、組織内に幾いくらでもいるだろう。

（ブラックさんも不満なのかな。エミリオを責めるような口調ではないけど……）

　ロージーはどきどきと不安が募つのっていったけれど、エミリオは平然と言い放つ。

「ベイカー市長に対たい抗こうする手は幾つかある。ただ少し時間が必要だから、今は耐たえるしかない。たとえば、もし君らのところの若い者がそれをできないというのなら、切り捨てるべきだろうね。我々に火の粉がかかる前に」

　首の後ろ辺りがひやっとする言葉だった。

　ブラックは顔色を変えたし、バウドは気色ばんで怒ど鳴なった。

「俺が手下を抑おさえておけねえってのか！　侮あなどるなよ、若造め！」

「以前とは違ちがうんだよ。待つべき時節というものがある。今は、小さなことが命取りになりかねない。ただ、誰であれ、私はその人間の行動に相応ふさわしい見返りを用意する──忠誠には富を、裏切りには罰を」

　エミリオの目が妖あやしく輝かがやく。

　彼が一族の異能を持たないことは誰もが知っていたけれど、今の彼はまるでその場にいる全員の胸の内を暴あばく力でもあるかのように見えた。彼の眼まな差ざしには、自分に逆らうことは許さないという強い意思が宿っていた。

　その意思を、ロージーだけではなく他ほかの人間も感じていた。ブラックは青ざめたまま黙り込み、バウドはまだ怒いかりをもてあましているように鼻息が荒あらかった。

　有力者たちの緊張状態を、当然部下たちも固かた唾ずを吞のんで見守った。

　その時──

　店に通じる扉とびらの外が、突とつ然ぜん騒さわがしくなった。

　かと思うと、扉がばんと音を立てて開かれて、室内に笑顔の男が入ってきた。

「よお、マルコ！　うまい飯食いに来たぜ！　って──あれ？」

　彼自身の性格同様、自由奔ほん放ぽうに撥はねた赤みがかったブロンド、三白眼気味の灰色の目。

　今日もじゃらじゃらと手首や首に金の鎖くさりをつけたデ・コスタ家三男ダリオは、静まり返った室内の様子に小首を傾かしげた。

「なんだなんだ、むさい顔並べて……ロザベラ！」

　怪け訝げんそうに細められていた目が、ロージーの姿を認めた途と端たん、喜びに輝いた。

　彼は他の者への挨あい拶さつもそこそこに、松まつ葉ば杖づえを突いて部屋を横切ると、ロージーが座っているソファの肘掛けに腰こしを下ろし、彼女の手を取った。

「よお、顔色悪いぜ、大だい丈じよう夫ぶか？」

「だ、大丈、夫」

　いきなりダリオが間近に迫って、ロージーはどぎまぎしてしまった。

　彼の登場は部屋の空気をがらりと変えていた。

　バウドは毒気を抜ぬかれたようにソファの背にもたれ、エミリオも呆あきれ顔だ。

「ダリオ、ここには彼女以外にもおまえの知り合いがいるんだけどね」

「あ？　なんだ、エミリオいたのかよ」

　ロージーの艶つや々つやした髪かみに触ふれて上じよう機き嫌げんだったダリオは、横手からの声に、どうでもよさそうに答えた。

　エミリオは薄うすい笑いを浮うかべて眼鏡めがねを指で押し上げる。

「いたよ、勿もち論ろん。話し合いの途と中ちゆうだったんだ。おまえに緊きん急きゆうの用がないのなら、さっさと部屋を出てレストランで望み通り『うまい飯』でも食べてきたらどうだい？」

「俺をのけ者にすんなよ。どうせ警察の目が厳しいとか縄なわ張ばりがどうだとかいう話だろ？　話し合ってたって解決しねーよ」

「じゃあどうしろと言うんだ？」

　尋たずねるバウドに、ダリオはにやりと笑ってみせた。

「俺がなんとかしてやるよ。だからさっさとロザベラを解放して俺と遊ばせろよ」

　それを聞いたバウドは、呆あつ気けに取られた様子で、腕うでを組んでソファにもたれた姿勢のまま固まった。ぽかんと開いていた口が、ダリオの顔を見つめるうちに、笑えみの形を描えがく。

　はっ、と笑い声が漏れた。

「ははっ、なんとかする？　本気か？　本気なんだろうな、おまえのことだ。なんてこと言いやがるんだ、このガキめ──」

　笑いながら、バウドは手を伸のばしてダリオの背中を叩たたいた。ダリオは痛そうに顔をしかめる。

「痛いってえよ。あんた歳とし食っても馬ば鹿か力ぢからだな」

「抜かせ。よし、今日のところはもういい。ドン・エミリオ、話し合えて良かった」

　エミリオは咎とがめるような目でちらっとダリオを見たが、それ以上は何も言わず、朗ほがらかな笑みを浮かべてバウドと握あく手しゆを交かわした。

「俺はあんたの計画を待とう」

「ご理解いただけて嬉うれしいよ。また何かあったらいつでも連れん絡らくしてくれ」

　ブラックもそれ以上の文句はないらしく、同じようにエミリオと握手をし、挨拶を交わした。

　エミリオは、ロージーに声をかけた。

「それから、ロザベラ──」

「ロザベラは俺と一いつ緒しよに晩飯！」

　ロージーはダリオに勝手に予定を組まれて焦あせった。

「ま、待って。私、今日はエミリオの仕事を……」

「今日はもういいよ。私は一度オフィスに戻もどるが、あまり遅おそくならずに上がるつもりだ。ダリオ、ロザベラを頼たのむよ」

「言われるまでもねーよ！」

　ダリオは茶ちや目めっ気たっぷりに、人差し指と中指を目の上辺りで立ててみせる。

「あっ、あのっ……」

　ロージーが止めた声は聞こえていたと思うが、エミリオは部屋を出ていってしまった。

　ダリオはソファの肘ひじ掛かけからひらりと降りると、ロージーの手を改めて取り、身を屈かがめてウインクした。

「それじゃ、ディナーだ。とびきりの飯を食わせてやるぜ」

「当然だ。俺の店だからな」

　脇わきからそう言ったのはバウドだった。

　ロージーは観念し、まだ身体からだが治っていないダリオに負担をかけないよう気を付けながら、彼の手を取って立ち上がった。




　付け合わせのマッシュポテトをフォークで一口分掬すくっては口に運ぶ。ロージーの小さな口に見合った量を、少しずつ。

　肉にく汁じゆう溢あふれるステーキを味わい飲み込んだダリオは、ロージーの様子を見て呆れていた。

「なんで芋いもばっか食ってんだよ」

「お、美味おいしいんだもの……」

　実際ポテトはただのポテトなのに美味しかった。たぶんバターやクリームの質が違うのだろう。ステーキをなかなか食べ進められないのは、ポテトにかまけていたせいもある。

　が、そもそもあまり良いものを食べ慣れていなかったロージーは、ウェストエンドに来てからも脂あぶらっこいものを食べ過ぎると胸焼けがしてしまう。

（ダリオに無む理り矢や理りステーキ頼まれたけど、せめてロブスターとかにしておけば良かったかな……ううん、確かにこれもすっごく美味しいんだけど）

　調子に乗って食べ過ぎて、体調を崩くずせばダリオにも迷めい惑わくをかけてしまう。

　ちらっと上うわ目め遣づかいで様子を窺うかがうと、ダリオと目が合う。

　ダリオはワインのグラスを傾かたむけながら言った。

「まあ、美味うまいならいいけどよ。好きなもん食えよ、な？」

「ありがとう……」

　ロージーは見つめられているのが恥はずかしくなって、すぐに目を伏ふせた。

　店内ではピアノの生演奏が行われ、テーブルはほぼ満席だ。

　バウドの店は人気店らしく、予約のない者が満席を理由に断られたりもしている。食事も美味しく、ムードもある、良い店だろうと思う。

　けれどロージーは、いつになく緊きん張ちようしていた。

　ダリオがロージーに構うのは今に始まったことではない。

　好こう奇き心しんからか、それともこの世のすべては自分のものだという無む尽じん蔵ぞうの自信からか、ダリオは初めて会った時からロージーを自分のものだと認にん識しきしてきた。

　ロージーしか異能を持つ子が産めない以上、ロージーを娶めとった人間はデ・コスタで大きな力を得ることになる。ダリオは、ロージーを得て力を得るのは、当然自分だと考えてきたのだ。

　だから最初は言うことを聞かないロージーを襲おそったりもした。

　さすがにそれは行きすぎだと彼も理解したのか、それ以降は少しおとなしくなって、ロージーが嫌いやがることはしないようになったし、彼なりに気き遣づかってもくれるようになった。

　でも、最近のダリオの態度は、少し違ちがう。

　別に以前のようなこちらを人とも思わない傲ごう慢まんな態度に戻ったわけではない。相変わらずロージーを思いやって、色々なところへ連れていったり、気分転てん換かんに付き合ってくれたりする。

　ただ、こちらを見つめる視線が──違う。

（熱、が、籠こもってるみたいな目で見てくるんだもん）
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　フォークに小さな肉にく片へんを刺さしながら、ロージーは今も彼の視線を感じている。

　気を紛まぎらわすために、ロージーは自分から話題を振ふった。

「身体、大丈夫？」

「あ？　あったり前だろー。もうあれからまるっと二ヶ月経たつんだぜ！」

「まだ一ヶ月半くらいだよ……」

　つい一ヶ月半前に死にかけていた人間のいい加減な回答に、ロージーは思わず突つっ込んだ。

　そうだっけか、とダリオはとぼけてしまう。

「そうだよ。ひと月前なんか、まだ入院してるのに抜け出してきたし」

「まあ、ありゃなあ……」

　照れくさそうに頭を搔かく。今照れる理性があるのなら、あの時思いとどまって欲しかった、とロージーは思ってしまう。

　一ヶ月ほど前、松まつ葉ば杖づえを突いて病院を抜け出した彼は、屋や敷しきのロージーの部屋を夜中に訪おとずれたのだ。びっくりしたロージーはホットミルクのカップを落として割ってしまうし、騒さわぎを聞いたノアまでやってきて、ダリオが夜よ這ばいしようとしていたと勘かん違ちがいしてしまうし……真夜中に、とんでもない騒ぎになってしまった。

（無理して欲しくないのに）

　下手へたをすれば死んでいたのに、彼からはそういう危機感はまったく伝わってこない。

　他人に対して怒おこることなんて滅めつ多たにないロージーでも、あの時は本当に怒った。

「居ても立ってもいられなくなっちまってさ」

　ダリオは視線を外すと、少し遠くを見てそう呟つぶやく。憂うれえるような表情を彼が浮うかべるのは珍めずらしくて、ロージーは思わず見入った。

　けれどロージーが見ていることに気付いたダリオは、意地の悪い笑みを浮かべてロージーの顔を覗のぞき込む。

「見とれるほど俺って恰かつ好こ良いい？」

　ロージーは顔を赤くして、それでももごもごと口の中で言い返した。

「黙だまっていれば、恰好良いと思うことも、あるよ」

「常つね日ひ頃ごろ思っておけよ。こんないい男、そうそうお目にかかれないぜ」

　別に美男子というわけではないけれど、ダリオは愛あい嬌きようがあって、人を引きつける魅み力りよくがある。

　たとえば、こんなふうに自信たっぷりに言うところとか。

　でも、そうだね、なんて言うのも癪しやくだったので、ロージーはあえて彼の言葉を否定した。

「……そういうところが、あんまり、恰好良くない」

「噓うそ吐つけ」

　くくっ、と笑って、ダリオは手を頭の後ろで組み、椅子の背にもたれる。

　ロージーは赤い顔のまま、ステーキにナイフを入れた。

「それより、ね」

「話変えるなよー」

「バウドさんの店、よく来るの？」

　ダリオはウェイターが新しく注いだ当たり年のワインに手を伸のばし、小首を傾かしげた。

「時々な。バウドのおっさんは親父おやじの代からうちの幹部でよ。ことあるごとに、俺がガキの頃ころの話とかしやがって……あれさえなきゃ、まあ、悪いやつじゃねえよ」

（親しん戚せきの伯お父じさん、みたいな感覚なのかな……）

　ロージー自身もダリオたち以外の親戚がいるわけではなかったけれど、里親のところで似たような光景を見たことがある。親戚の伯父さんと、甥おいっ子こ。そんな感じの関係なのだろう。

　突とつ然ぜん、ダリオが顔をしかめた。ロージーの後ろを見ている。

　ロージーが振り返る前に、頭上からバウドの声が聞こえてきた。

「ダリオはな、そりゃあすげえ悪ガキだったぜ。俺の娘むすめが焼いたケーキを一人でぺろっと平らげちまったことがあってな。あん時は女どもから追いかけられて逃にげ回ってたもんだから、俺が匿かくまってやったんだよ。そしたらなんと、ポケットの中に隠かくしてたケーキの残りを取り出してがつがつ食い始めやがった！」

　がははは、と豪ごう快かいに笑う。どうやら、こちらの話を聞かれていたらしい。

　ダリオは仏ぶつ頂ちよう面づらになり、フォークの先をバウドの顔に向けた。

「百回は聞いたぜ。三つか四つの頃だろ。俺覚えてねーよ」

「今でも甘いもんは好きか？　ここはデザートまで美味いぜ、よく味わっていけよ」

　バウドの態度は、エミリオと接していた時とはまるで違っていた。それこそ、本当に伯父と甥っ子に見える。

　バウドは断りもなしに椅い子すを引いて座った。

「どうだい、美味いかね？」

　ロージーは自分に話を向けられて、慌あわててこくこくと頷うなずいた。

「お、美味しい、です」

　バウドは、にんまりと笑った。目が細くなって、肉に埋うもれて、不思議と人の好よさそうな顔に見えた。

「しっかり食え、そんな細ほそ腰ごしじゃ子どもも産めねえだろ。ほら、冷めるぞ」

　バウドに悪気はない、のだろう。ロージーは小さく切ったステーキをまた一切れ口に運んだ。

　すでに皿を綺き麗れいにしていたダリオが、バウドの方に身を乗り出して囁ささやくような声で言った。

「あんまりエミリオを突き上げんなよ」

「なんのことだ？」

　とぼけるバウドを、ダリオはその白しろ眼めが目立つ目で睨にらみつける。

「さっきのだよ。話の内容はわかってんだ、しら切るな」

「おいおい、俺はな、何もエミリオが憎にくくてやってるわけじゃねえよ。あえて憎まれ役を買って出てやってるだけだろ」

　バウドは心外そうに言った。

「組織内に、エミリオに不満を持ってるやつらがいるのは事実だ。やつらが不満をくすぶらせて爆ばく発はつさせる前に、俺がエミリオにむちゃくちゃに食ってかかって、やつらの気を削そいでやってんのさ。ガス抜ぬきってやつだ。感謝して欲しいくらいだぜ」

　ロージーは話し合いでのバウドと周囲の様子を思い返してみた。

　彼の部下たちは、激げき昂こうするバウドが何かとんでもないことを言い出してエミリオを怒らせるのではないかと冷や冷やしていた様子だった──とはいえ、バウドに影えい響きようされて、エミリオを侮あなどるような者も出てくる気がする。

　ダリオも同じことを考えたらしく、疑わしげな様子だ。

「あんたがエミリオに敬意を払はらわなきゃ、他ほかの連中だってエミリオを軽かろんじるんだよ。どうせ考えなしに腹が立ったらその都度吐はき出してるだけだろ。あんたは古株中の古株なんだぜ。他の幹部だって一目置いてる。少しは立場を考えろよ」

「考えなしとは酷ひでえな！　そういうおまえはどんだけ立派なおつむをしてんだよ」

「あんたよりは色々考えてるんだよ。エミリオだって気が立ってんだ、あんたに対してぶち切れる可能性だってゼロじゃないぜ」

「は！　それでどうなるってんだ。俺を切り捨てるか？　できるわけねえだろ。俺がいなきゃ話を通せない相手だっているんだぜ。俺の顧こ客きやくには、有力者も、大口の取引相手もいるんだ」

　ダリオは声のトーンを低くして、冷めた目で言った。

「どうかな。一つ言えるのは、エミリオはそうすべきだと思ったらやるってだけさ。俺もあんたのことは嫌きらいじゃない。だから忠告してるんだ」

　バウドはおどけた仕草で両手を挙げた。

「わかったよ。だが誤解するな。俺はエミリオが憎くてやってるわけじゃねえし、本当にやばいやつは他にいる」

「どういうことだ？」

　ロージーは食事の手を進めながら、ブラックだ、と思った。

　案の定、バウドはその名前を口にした。

「ハロルド・ブラック、なんてどうだ？」

「あいつはエミリオが幹部にした男だぜ。義ぎ理り堅がたいやつだって聞いてる。あんたみたいに不満を口にしたりもしてねーだろ」

「ばーか、ああいうやつが一番危ねえんだよ。今日だってあいつは何度か市長選の話を持ち出した。責めたり罵ののしったりする言い方じゃねえが、腹の中では不満に思ってんのさ。だからついつい口に出る」

　ロージーも同じ点が気になっていた。ブラックはおとなしくバウドを宥なだめる体ていで、市長選というエミリオの失態を複数回話題に上らせた。

「……市長選か」

　ダリオの表情が曇くもる。思い詰つめたような表情を見て、彼はやはりエミリオが自分のために市長選を捨てたことを気にしているのだとわかった。

（ダリオって、いい加減そうに見えるけど、こういうの凄すごく気にするよね……）

　エミリオに助けられたことを引け目に思っているのか、それとも組織が危機に陥おちいっていることに責任を感じているのかというと、たぶん両方だろう。

「普ふ段だんのブラックなら、そう簡単には口にしねえだろ。あいつがエミリオの失態を口にするたびに、周りはそれを思い出して腹を立てんだよ。俺なんかよりあいつの方がよっぽど手下どもを煽あおってたように思うがな。それでも口にしちまったってことは、そんだけ腸はらわたが煮にえくりかえる思いだったんじゃねえか」

「…………ふん」

　ダリオは面おも白しろくなさそうに鼻を鳴らした。ロージーはいつの間にか止まっていた手をもう一度動かしながら、ブラックのことについて考えていた。

　エミリオはかつてロージーに言った──身内にも気を許してはいけないよ、と。

　エミリオがダリオを庇かばって市長を失ったことで、組織内でも年長の幹部たちはエミリオに対してかなり批判的な言動を取るようになった。バウドのように率そつ直ちよくに不満を口にするのはまだマシな方だろう。エミリオの指示を無視して仕事をするような者も現れ始めている。

　このままでは、組織は分ぶん裂れつしかねない。

（ブラックさんの動きが気になる……バウドさんも、気になるけど。でも……）

　バウドのことは、まだロージーにはわからない。デ・コスタの重じゆう鎮ちんで、エミリオも彼には一定の敬意を払っている。けれど同時に警けい戒かいもしているだろう。古株で重鎮だということは、その意思さえあればエミリオにダメージを与あたえられるということだ。

　一方ブラックは、エミリオの腹心的な存在だ。エミリオは自分が任じた幹部として信しん頼らいを置いているだろう。

　どちらかというと、ロージーはブラックの方が気になる。

　バウドを宥めながらも市長選のことを繰くり返し口にするブラックの真意は、どうもわかりにくい。本来ならば、エミリオの腹心の部下として彼を補ほ佐さしなければならないのに。

　こんな簡単に人を疑うなんて、と少し前のロージーなら思ったかもしれない。

（ううん、それでも──）

　ロージーは、バウドと話すダリオの様子を窺うかがった。真しん剣けんな顔の彼を見て、エミリオの問いかけを思い出す。




『これからも、ダリオを助けてくれるかい？』




　ええ、とロージーは答えた。

　乱暴者で、傲ごう慢まんで、本当に困った人だけれど、ダリオが死んでしまいそうになった時、ロージーは心から怖こわいと思った。嫌いやだ、と思った。

　家族を変えたいと言っていたダリオに、エミリオを庇って重傷を負ったダリオに、死んで欲しくないと。

　時には自分を励はげまし、勇気づけてくれた彼を、助けたい、と思う。

（……そのためには、ダリオに無む茶ちやをさせてはダメ。私が、組織のことに気を付けていよう）

　ロージーはダリオがこちらを向く前に視線を皿に戻もどし、半分ほどになったステーキとの闘いを再開した。

　けれど不意に目に入った皿の底の青い色合いに気を取られて、触ふれ合った食器が音を立てた。

（ノア……）

　ダリオに対するものとはまた別の感情を、ロージーはノアに注いでいる。

　ノアは誰だれにも愛されなかったロージーを初めて愛してくれた、実の兄だ。

　でも、最近、ノアのことを思うたび、ロージーは少しだけ気き鬱うつになる。

　彼はロージーを深く愛してくれているけれど、同時に他の家族を、エミリオやダリオを嫌っている。その嫌けん悪おは激しくて、ロージーは少し怖くなる……彼がデ・コスタ家を嫌っているだけではなくて、敵対するような行動を取っているのではないかと思って。

　一ヶ月半前、ダリオが市長選絡がらみの陰いん謀ぼうに巻き込まれた時、ノアはエミリオにダリオと市長のどちらかを選べと迫せまった。本当はあったはずの三つ目の選せん択たく肢しを、あえて伏ふせて。

　──ダリオを始末するために、あるいはデ・コスタにダメージを与えるために。

　それがロージーの誤解だったとしても、彼はロージーの前で、ダリオのことを『死ぬべきだった』とまで言っている。

（……ううん、ノアがデ・コスタに不利になることをしてるなんて、私の勘かん違ちがいだ。ダリオについて言ったことも、きっと本心じゃない。そうに決まってる）

　ロージーは止まっていた手を動かして、小さな肉の一いつ片ぺんを無む理り矢や理り口に押し込んだ。
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　その日は朝から気温が高く、夕刻の今も強い陽光がアスファルトの路面に反射していた。

　ノアは目を細め、路ろ肩かたに停とめた車内から、少し離はなれたオフィスビルの入り口を見張っていた。

　ビルの三階と四階にはエミリオが経営する貿易会社が入っている。

　そのうちに、ビルから一人の少女が現れた。

　彼女は初夏の陽光に輝かがやくサマードレスを着て、うなじが見えるように蜂はち蜜みつ色の金きん髪ぱつを結ゆい上げていた。華きや奢しやな胴どう体たいと小さな頭を繫つなぐ首は、血管が透すけて見えそうな程ほど白く、細い。

　暑気のせいか頰ほおを薔ば薇ら色に染めて、どこか恨うらみがましい目を晴れ渡わたった青空に向ける。

　駐ちゆう車しや場からビルの前まで車を回してきた護衛が、彼女のために後部座席の扉とびらを開けた。

　ノアは自分の車を降りて、少女の方に近づいた。

「ロザベラ」

　少女──ロザベラは今にも護衛の車に乗り込もうとしていたが、声をかけられると動きを止め、勢いよくこちらを振ふり向むいた。

　大きな目を何度も瞬まばたかせ、酷ひどく驚おどろいた顔でノアを見つめる。

「え……あの、どうして、ここに？」

　ノアはロザベラの予定を調べ、彼女がエミリオから解放されて一人になるタイミングを待っていた。そうまでしたのは、勿もち論ろん彼女と話すためだ。

「おまえに会いにきた」

　ノアの答えを聞いた途と端たん、ロザベラの頰にさっと朱しゆが差す。ノアは手を伸のばしてその赤くなった頰に指先で触れた。──熱い。

「暑いのか？」

「えっ、──え？」

　要領を得ない返答に、ノアは顔をしかめた。彼女が赤面したのが暑さのせいだとしたら、こんな炎えん天てん下かで立ち話などしているべきではない。

「《クモ》、ロザベラを借りる」

　ロザベラを車に乗せようとしていた護衛の《クモ》は、後部座席の扉を閉めて小さく頷うなずいた。

　ノアはロザベラの手首を摑つかみ、すぐ向かいのカフェに入った。

　客もまばらな店内は日差しがない分過ごしやすく、天てん井じようではファンが回って空気をかき回していた。

　適当な椅い子すにロザベラを座らせ、やってきた店員にレモネードとアイスコーヒーを頼たのむ。

「あのっ……あの、どう、したの？　急に……」

　ロザベラは赤い顔のままそう尋たずねてきた。嬉うれしいような、不安で泣き出しそうな、そんな顔に見えた。

「何か、あったとか？」

「……おまえと話したかっただけだ。いいから飲め」

　運ばれてきたレモネードにロザベラが口をつけ、ストローで淡あわく色づいた液体を飲み込むさまを見届けてから、ノアは口を開いた。

「今まで悪かった」

「……え？」

　ロザベラの目が見開かれる。自分と同じ色の──けれど、引き込まれる大きな目。

　その目を見つめ返し、彼女の手に自分の手を重ね、ノアは語りかけた。

「おまえを避さけたり、おまえにきつい態度を取ったことだ。一人で考えたいことがあって、俺も余よ裕ゆうがなくなっていた。……たぶん、おまえがダリオに心を開くのを見て、嫉しつ妬としていた部分もあるんだろう。おまえを嫌きらいになったわけじゃないし、これからはおまえを……もっと、大事にしてやりたいと思う。許してくれるか？」

　ロザベラは何を言われているのか理解していないような、きょとんとした顔でノアの視線を受け止めていた。しばらくして、その頰に再び赤みが差してくる。

　その時になって、ノアにも、彼女が何故なぜ顔を赤らめるのかわかった。嬉しいからだ──ノアに触れられて、気き遣づかわれて、どうしようもなく嬉しいからだ。

　それがわかった途端、いじらしさに胸が詰つまった。

（愛いとおしい）

　目が眩くらむほど強くそう思う。

　彼女は自分の手に重ねられたノアの手を両手で取って、必死の形相で言った。

「いっ、いいの、許すとか、そういうのは、もう……わっ、私、私も……」

　耳まで真っ赤に染めて、恥はずかしげに目を伏せたロザベラは、囁ささやくような声を出す。

「私も、ノアを、大事にしたい。これからも、ずっと……」

　そこで彼女は自分がノアの手をかなり強く握にぎっていることに気付いて、慌あわてて手を離した。

「ごっ、ごめんなさい……」

　ノアは、少し混乱しているらしい彼女の頰を撫なで、その熱を指先に感じながら言った。

「いいんだ。顔を上げてくれ」

「…………」

　ロザベラは相変わらず恥ずかしそうに、そっと顔を上げた。潤うるんだ目でノアを見つめ、一度目を伏せ、それからまた目を上げ──はにかむように、微笑ほほえむ。笑った拍ひよう子しに潤んだ目の端はしに涙なみだが一ひと粒つぶ浮うかんだ。

「……私、凄すごく、嬉しい」

（俺はおまえが愛おしい）

　ノアは泣きそうな気分になって眉まゆ根ねを寄せ、それを隠かくすために口くちの端に笑えみを浮うかべた。

「……これで、今まで通りだ」

　決して今まで通りにはなれないと理解していながらも、ノアはあえてそう口にした。

　ロザベラは目め尻じりに溜たまった涙を拭ぬぐって、恥ずかしそうに言った。

「私、バカみたい……勝手に、心配して」

「心配？」

「ううん、なんでもないの。ノアが、ダリオのことで嫉妬してるなんて思わなくて、バカなこと、考えちゃっただけ。ノアも、嫉妬、するんだね。ちょっとびっくりした」

「……そう何度も繰くり返すな」

　ノアは苦々しげな顔で言った。

　ロザベラは勧すすめられてもう一度レモネードのストローに口を付ける前に、彼に尋ねた。

「あの、さっき言ってた、『一人で考えたいこと』って、どんなこと？　何か、悩なやみごとがあるの？」

「……これからの仕事のことだ。色々なことが難しくなっているからな」

「そう、だね」

　ロザベラも頷いた。デ・コスタの置かれた状じよう況きようを思えば、ノアの言葉にも納なつ得とくできるだろう。

　それでもまだ少し気にした様子のロザベラは、ノアを心配そうな目で見つめて言った。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

　ノアは目を伏せアイスコーヒーのグラスに浮かんだ水すい滴てきを見つめた。小さな水滴のすべてに自分の顔と天井のファンが映り込んでいる。

「ああ、もう大丈夫だ」

　ノアはあの日のことを──一ヶ月半前のことを思い出しながら、また新しい噓うそを重ねた。




　一ヶ月半前の、アパートメントの一室でのことだ。

　割れた鉢はちと、詰まっていた土と、見事に咲さいたアマリリスが、床ゆかに無残な姿をさらしていた。

　ノアは震ふるえていた。顔の半分を左手で覆おおい、右手には銃じゆうを持ったままだった。まだ一発も撃うたれていない銃──ただ、右手の甲こうに血が滲にじむ。

　アマリリスの鉢を割ったのは、彼の右手だ。

「何故……何故こんな……っ！」

　血の気を失ったノアの唇くちびるが言葉を吐はき出す。

　アレックスはそれを黙だまって聞いていた。最前までの挑ちよう発はつ的な表情はすでになく、ただ少し悲しげな顔で。

　ノアを絶望に叩たたき落としたのはアレックスだった。デ・コスタを打ち倒たおすための共犯者、ずっとそう信じてきた相手だ。

　けれどその相手は彼に重大な隠し事をしていた。

　アレックスが、デ・コスタに滅ほろぼされたデスデーリの最後の息むす子こ、サルヴァトーレ・デスデーリであること。

　そして、ノアの父親違ちがいの兄であること。

　母と思っていた女性ひとは、母ではなかった。

　ノアは、愛するロザベラの兄ではなく、アレックスの弟だった──アレックスの言う通りならば。

「どうかしたの？」

　突とつ然ぜん、第三者の声が聞こえ、ノアとアレックスの間に緊きん張ちようが走はしった。

　振ふり返ったノアは、奥の扉とびらから四十代と思われる女がガウンを着て出てくるのを見た。下ろした女の髪かみは長く、黒々としていた。首元や手の皮ひ膚ふからは張りが失われつつあるが、化け粧しよう気のない顔からはある種の気品が感じられる。

　整った目鼻立ちが、少し、アレックスに似ている──最初に彼女を見た時、そう思った。

「大きな音がしたけれど……まあ、お客様？」

「すいません、手を滑すべらせて鉢を落として割ってしまいました。危ないですから、近づかないで。僕が始末します」

　アレックスが、ノアの姿を隠すように女の前へ出た。女は柳りゆう眉びを顰ひそめる。

「いいのよ、あなた花ごと捨ててしまうでしょう。できれば植うえ替かえたいから、私がやります。それより、お客様がいらしたのね。ご紹しよう介かいしていただける？」

　そう言って、アレックスの横からひょいと顔を出す。

　女は、ダイニングテーブルの横に突つっ立っているノアの姿を認めて、朗ほがらかに笑った。

「ごきげんよう、こんな恰かつ好こうでごめんなさい──あら？」

　笑った、その目が、凍こおり付いたように見えた。

　子どものように澄すんだ、青い目が。

　初めて正面から見たその目は、ノア自身の目と似ていた。

「…………あなた、は…………」

　ふら、と女の身体からだがかしぐのがわかった。咄とつ嗟さに駆かけ寄ったが、ノアより先にアレックスが女の身体を抱かかえた。

「母様」

　アレックスの口から、思わず、といった様子の呟つぶやきが漏もれる。けれど、女は首を振った。

「何を言っているの？　私はあなたのお母様じゃない。私は……私の子……は……」

　女は首を振り続け、細い指で胸むな元もとをかき毟むしった。息は荒あらく、穏おだやかだった目の光が剣けん吞のんなものになり、ノアはどうしていいかわからず、その場に立ち尽つくしていた。

　不意に、女の目がノアをもう一度捉とらえた。

　極限まで見開かれた目に、戸と惑まどった自分の姿が映るのがわかる。

　女は、瞬まばたきもせずにノアを見つめ、呟いた。

「あなた、お名前は？」

「…………、」

　ノアは答えられなかった。アレックスと会っていた以上本名を名乗ることは危険なことに思えたし、何より女の様子が尋じん常じようではなかった。名前を言ったその時、何が起こるのか、正直恐おそろしかった。

　けれど、女はノアの回答など待たずに、立て続けに独り言を呟いた。

「どうして？　おかしいわ。だって、あの子はまだ九歳よ。九歳なの。寄宿学校に入っているの。写真もあるわ……でも、ああ、よく、似て……そう、その目……変ね……？」

　アレックスは、振り絞しぼるような声で呼びかけた。

「ディーナ」

　ゆるゆると自分の方を向く女──ディーナに、アレックスははっきりとした口調で言う。

「ノアはここにはいませんよ」

「…………そう、ね…………」

　突然、ディーナの身体から力が抜ぬけた。目を閉じ、四し肢しをぐったりと弛し緩かんさせたディーナを抱だきかかえたアレックスは、彼女の身体を居間のソファに横たえ、ブランケットをかけた。

　青ざめた彼女の脈と呼吸を確かく認にんしてから、アレックスはそばを離はなれた。

　ようやく、ノアも彼女から視線を外し、アレックスを見やった。

　アレックスは無言でダイニングテーブルのワイン瓶びんを取って、グラスに注ぎ、一息に呷あおっていた。長時間一いつ睡すいもせず働いた人間のように疲つかれ切って椅い子すに座り、もう一いつ杯ぱい注ぐ。

　ノアは彼の向かいに立った。

「……どうなってる」

「話すと長いよ」

「まだ十一時だ」

　アレックスは時計を見上げて、くすりと笑った。

「君が冗じよう談だんを言うなんてね。それとも、冗談のつもりじゃなかったのかな。──まあ、座って」

　ノアが向かいの椅子に座ると、アレックスはワイングラスを弄もてあそびながら話し始めた。

「これはね、悪い冗談みたいな話だよ」

　そして確かに、長い話だった。

　アレックスは時折グラスの中身で喉のどを湿しめらせて、ゆっくりと語り出した。

「彼女は、ディーナ・デスデーリ。お察しの通り僕らの母親で、十九年前から監かん禁きんされていた。僕が彼女の居場所を突き止め、助け出すことができたのは、七年前──ウェストエンドを焼いたあの大火のどさくさに紛まぎれてのことだ。偽にせの死体を用意して、彼女は死んだってことにして、安宿の狭せまい部屋に匿かくまった」

　七年前の大火の時というと、ちょうどノアがアレックスに初めて出会った日だ。あの頃ころ、アレックスは東海岸の大学に通う法学部の学生で、長期休きゆう暇かを利用してウェストエンドに来ていたはずだ。

　ウェストエンドに来たのは論文の調査のためだと言っていたが、あれは最初から、母親の行方ゆくえについて調べるためだったのだろう。

「鼠ねずみの出る酷ひどい宿だったね。君は知らなかっただろうけれど、君と会ったあの部屋の隣となりにもう一部屋借りていた。そこに彼女がいたんだ。でも、見つけた時は酷い状態だった……監禁生活で、心身ともに大きな傷を負っていてね。僕のことさえ怖こわがって、怯おびえたんだ。何度、僕はあなたを助けたいだけなんだと説明しても、わかってもらえなくて……」

　深い溜ため息いきとともに、アレックスは真実を吐き出す。

「だから、僕の《力》を使った」

　アレックスの《力》──いや、デ・コスタに滅ぼされたデスデーリの最後の息子、サルヴァトーレ・デスデーリの《力》は、相手から苦痛や恐きよう怖ふを取り除き、自分への好意を相手に抱いだかせること。

　その代だい償しようとして、《力》を受けた者は記き憶おくの一部を失う。

「繰くり返し、彼女に《力》を使ったよ。彼女の中から苦痛を取り除きたくて。僕を信じてもらいたくて。で、そうするうちに、彼女は、見事に監禁生活の苦痛を失った。同時に、当時の記憶もね」

「十二年分の記憶をか……？」

「そう。覚えているのはごく僅わずかなことだけ──君を産んだことは、その一つさ」

　にっこりとアレックスは笑う。

「勿もち論ろん僕への好意と信しん頼らいもきちんと芽生えた。《力》を持って生まれたことを感謝したのはあの時が初めてだったよ。彼女を苦しみから救えたんだから」

　アレックスは何食わぬ顔でそう語る。辛つらさも、苦しさも、そこからは感じ取れない。

　むしろ明るく、彼は語り続ける。

「助けた時、彼女は写真を一枚持っていた。君のお父さんが彼女に渡わたしたものだ。君が九歳の時の写真だよ。家族写真から君だけ切り抜いたやつかな。それをね、本当に大事にしていた。彼女にとって君はずっと写真の中の九歳の子どもなんだ。だから、僕は『ノアは寄宿学校にいる』って言っているんだ。夏休みのたびに、帰ってこないと説明するのが大変だけど」

「あんたは自分が息むす子こだと言っていないのか」

　アレックスは困り顔になる。

「言ったことはあるよ、何度か。でも、記憶の混乱が酷くてね。彼女は、君のことを忘れなかった代わりに、僕との九歳までの思い出を君との思い出だと思っているんだ。ほら、二人の息子を産んだのに、一人との思い出しかないのは変だろう？　手元に君の写真があったせいか、彼女は僕が生まれて間もなく死んだってことにしてつじつまを合わせているんだ。今の僕のことは死んだ父と混同してる。でも、それはさすがに辛つらいから、僕自身は『友人のアレックス』として接している。その日の気分次し第だいで、彼女が僕を『アレックス』と呼んでくれることもあるよ。複雑だろう？」

　映画の設定でも説明しているような、他人ひと事ごとのような口調だ。

「実際、『サルヴァトーレ・デスデーリ』は死んだも同然だった。母の乳母うばだった老ろう夫ふう婦ふに助けられて、彼らの養子になって海を渡って、別の国でまたさらに別の夫婦の養子になって、別の人間として生きてたから。君の家族も、『彼』は死んだと思っていたはずだ」

　ノア自身、そうだった。

　デスデーリ家はデ・コスタ家の分家で、サルヴァトーレ・デスデーリはその家の最後の息子。

「おまえの目的は、復ふく讐しゆうか……」

「そうだねえ」

　アレックスは薄うすく笑った。その笑えみは、皮肉なことに、エミリオに──ノアのもう一人の兄に少し似ていた。

「君がまだ少年で、僕が学生だった頃、デ・コスタのあり方は間ま違ちがっていると言う君に、僕は賛同した。あの気持ちは僕の真実だ。僕や、君のような人間をもう生み出すべきじゃない。間違いを正すのは僕らにしかできないんだ。ただ、それに付け加えて、君の指し摘てきする通り、僕の中にはデ・コスタへの憎ぞう悪おもある。母や僕が味わった苦しみの何分の一かでも、デ・コスタを名乗る者にお返ししたいとは思うね。でもね、ノア」

　アレックスが、ノアの目を覗のぞき込む。父親違ちがいの兄だという男の目は、不思議と澄すんでいた。たぶん、彼を支えているのは純じゆん粋すいな感情なのだ。

　打算とは遠く離れた場所にある、憎悪という純粋な感情──

「復讐を果たしても何も残らないなんてこと、僕は知っている。母も、僕も、君も、幸せになれるわけじゃない。どれだけ君の兄弟を傷つけても、僕の気が晴れるなんてことはないだろう。だって《力》を使って彼女を決定的に変えてしまったのは僕で、僕が一番許せないのは自分だからね。彼らを八つ裂ざきにしたって、辱はずかしめたって、この世界の理が変わって、彼女の心が元に戻もどるわけでも、僕の血が入れ替かわって真っ当な人間になるわけでもない。この身体からだから、呪のろわれた血が消えることはないんだ。だからこそ……僕は君に出会った時、君が一族への憎悪を吐と露ろした時、とても救われた気持ちになったんだ。だって、僕だけじゃなかったから」

　にっこりと、邪じや気きなど欠片かけらも感じさせない顔で、微笑ほほえむ。

「この苦しみを味わっている仲間が他ほかにもいるとわかって、とても、嬉うれしかったんだ」

　邪気も、悪意も、ないのだろう。

　彼の中にあるのは、狂きよう気きのような絶望だ。

「彼女が……俺の母だというのは確かなことなのか？」

「ロケットの写真を見せてあげてもいいけど。僕にわかっているのは、エミリオが《力》を持たずに生まれたために、デ・コスタには別の男児が必要だったってことと、彼女が君のお父上に監禁されていたってこと、それに彼女が子どもを産んで、その子にノアと名付けたってこと──まあ、君だよね」

　エミリオに《力》がなかったため、エミリオを産んだマリアはかなり責められたらしい。そもそも《力》ある男児を産むことができるのかどうかすら怪あやしまれたと聞いている。

　ならば、先代当主がディーナに手を出しノアを産ませるのは充じゆう分ぶん考えられる。すでに彼女はサルヴァトーレを産んでいるから、《力》ある子を産む力があることは証明されている。

　筋は通っている。当時病がちで入退院を繰り返していたロザベラの母に産ませるよりも、余よ程ほど安全だっただろう。女児が生まれた場合でも、デスデーリ家ならば血けつ縁えんとしては多少遠いから、デ・コスタの男児との結けつ婚こんもさせやすい。

　何より、あのディーナの反応が、すべてを物語っている。

　アレックスの《力》で記憶を失いながらも、彼女はノアのことは覚えていたのだ。

「……何故なぜ、さっきは俺を挑ちよう発はつした？」

「君に全部吐はき出して欲しかったから。僕が最初から下した手てに出ていたら、君は僕に怒いかりを爆ばく発はつさせられないじゃないか。君に怒おこって欲しかったんだ。理り不ふ尽じんなことだろうからね。その上で、決断して欲しかった。これから……どうするのかを」

　そう、アレックスは、先さき程ほども口にした。




『さあ、ノア。よく考えてくれ。君は、どちらの『兄さん』につきたい？』




　アレックスか、それともエミリオか。

「その前に教えてくれ。俺が本気で撃うつとは思わなかったのか？」

　アレックスは驚おどろいたように目を見開いて、笑った。

「君が？　そんなことはきっとない、と思っていたけど。でも、そうだな。もしもそうなったら、それはそれで、いいものかなとは思ってたね」

　ノアは目を伏ふせた。

　アレックスに対して、一度は怒りを爆発させた。殺してもいいと思った。

　けれど、ノアの答えは遥か昔に出ていた。

　七年前、アレックスに自分の望みを告白した夜に。

　……そして、決して口には出さないが、この狂くるった純粋な男を殺せないのも、見捨てられないのも、わかりきったことだった。

　ノアは椅い子すから立ち上がると、拳こぶしを硬かたく握にぎり締しめて、一発だけ、アレックスの頰ほおを殴なぐった。

　体重を込めた一発に、アレックスはよろめいて、椅子からずり落ちそうになった。
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　驚いたように自分を見上げてくる彼に、ノアは宣言した。

「俺の答えは最初から変わっていない。デ・コスタを終わらせたい」

「……僕が、君に《力》を使っていたとしても？」

　何故かアレックスはすがるような目でそう言う。

　その疑いを口にしたのはノアだった。

　アレックスがサルヴァトーレなのではないかと考えた時、真っ先に頭に浮うかんだのは彼の《力》のことだった。一族の中でも特異な、精神を操作する《力》。自分は彼に操あやつられていたのではないか、この仲間意識すら植え付けられたものなのではないか、そう疑った。

　だが、改めてその疑いを蒸むし返すアレックスに、ノアは呆あきれた。

「《力》を使って俺を操っている奴やつなら、俺に『怒って欲しかった』なんて考えねえよ。俺が不満や怒りをくすぶらせているのが嫌いやなら、俺にもう一度《力》を使えばいい。何度でも……その不満や怒りを忘れるまで。それができないのなら、おまえは俺に《力》を使っていない」

「……そうとは限らないさ。僕が極ごく悪あく人で、一いつ旦たん君を油断させて《力》を使うタイミングを見計らっているだけって可能性もあるんだよ」

　見み抜ぬかれたことが腹立たしくて悔くやし紛まぎれなのか、それとも本気で言っているのか。ノアは試ためすように問いかけた。

「そうなのか？」

「違うよ」

　……調子の狂う相手だ。

　アレックスの話がすべて真実であるのなら、彼はノアの兄ということになる。

　そして、ロザベラは妹ではないと。

（血縁か）

　血の繫つながりがありながらも自分とは相あい容いれない兄弟を嫌ってきた。その反動のように、血の繫がる妹を愛してきた。

　その妹が妹ではなかったとわかって──さらに旧知の男が兄だと知らされ、ノアはまだ混乱していた。

　その混乱の中でも、はっきりとわかることがある。




（それでも、俺はロザベラを愛している）




　それに対して、アレックスへの感情には戸と惑まどっていた。仲間だと思ってきた相手だから、兄であると言われた今も嫌きらいにはなれない。好いているかというと──よくわからない。




『もしもそうなったら、それはそれで、いいものかなとは思ってたね』




　アレックスの先程の言葉が脳のう裏りに甦よみがえる。ノアになら殺されてもいい、彼はそう言ったのだ。

　デ・コスタを滅ほろぼそうという男にしては感傷的な言葉だと思う。

（というかバカだ）

　けれど、幾いくつもの噓うその中で、その言葉は、確かに真実としてノアの中に響ひびいた。

　ノアはアレックスの顔から目を逸そらさずに言った。

「他に俺に隠かくしていることは？」

「過去に関してはこれがすべて。あとは、これからのことさ」

　とん、とグラスを置くと同時に、酔よいなど欠片も感じさせない目でノアを見つめ、アレックスは事務的に語り出した。

「──デ・コスタの主な稼かせぎは、今のところ密造酒販はん売ばいだ。ベイカー新市長は禁酒法反対論者で、禁酒法撤てつ廃ぱいを目指す国会議員たちと繫がっている。僕はその手助けをするつもりだ」

　禁酒法が施せ行こうされて十数年。

　禁酒によって人々の道徳心を呼び覚まし、勤労意い欲よくを高め、生産性を向上させ治安を改善しようという試みは、結局のところ犯罪組織を富ませるだけに終わっている。

　多くの人々は今も店の奥や自分の家で度数の高い酒を楽しんでいて、それを手助けしているのがデ・コスタのような犯罪組織なのだ。

　国家禁酒法への反対運動も近年目立ち、次の大統領選挙ではその辺りも焦しよう点てんの一つになる。

　もし禁酒法撤廃が実現すれば、酒によって潤うるおってきた犯罪組織の──ウェストエンドでいえばデ・コスタの資金源を断たつことができるのだ。

「それから、君は少し驚くかもしれないけれど、メディアへの露ろ出しゆつを高めようと思う」

「…………何について？」

「僕だよ」

　アレックスは、そう言って、割合整ったその顔を指さした。

「組織犯罪撲ぼく滅めつの顔、としてね」

「危険だ」

　ノアの口調は咎とがめるようなものになっていた。

「エミリオはおまえを警けい戒かいしている。露出を増やして注目を集めれば、余計におまえへの警戒を強める。命を狙ねらわれることになるぞ」

「それこそが目的だよ。ウェストエンドはやっと清せい廉れんな市長を手に入れた。これはこの都市にとって大きなチャンスなんだ。僕が前に出て彼の命を守れるとは限らないが、少なくとも攻こう撃げきの手を分散させられる。そうすれば情報漏もれの可能性も少しは高くなるだろう？」

　もし自分がアレックスの立場なら、と考えて、ノアは渋しぶ々しぶながら了りよう承しようした。

「……わかった」

　ありがとう、と微笑ほほえみに感謝を込めてアレックスは言う。

「それから、デ・コスタ内に新しく協力者を得られたよ」

　居間を見やり、ディーナの胸が規則正しく上下しているのを確かく認にんしてから続ける。

「『彼』の妻の両親がね、ちょっとした犯罪に荷か担たんしていて。それをどういうふうに扱あつかうかで『彼』と協議したんだ。その結果、『彼』がこちらに協力して、こちらとしてはご両親を罪に問わないってことで片がついた」

　つまり、肉親の犯罪をネタに無む理り矢や理り協力させたわけだ。

「そいつの名前は？」

「ハロルド・ブラック」

　グラスがアレックスの指先に弾はじかれて、ちん、と澄すんだ音が響いた。




　氷がからりと音を立ててグラスの中で動いた。

「ハロルド・ブラックって人について何か知ってる？」

　それは追つい憶おくの中のアレックスの言葉と重なって、ロザベラの言葉だと認識するのに少し時間がかかった。

「ブラックがどうかしたのか」

「昨日、バウドさんのお店で会ったんだけど、どんな人なのかなって思って。エミリオが幹部にしたって聞いたけど……私はほとんど話したこともなかったから」

　ノアはさりげなくロザベラの様子を観察する。彼女が前日の会合で何に勘かんづいたのかはわからないが、ノアとしては詮せん索さくしすぎるのもおかしなことだろう──だから、できるだけ自然な口調と言葉を選んで答えた。

「輸入もののブランド品を扱う店と宝ほう飾しよく品の店を持っていて、密輸の隠れ蓑みのにしている。毛皮や宝石が欲しければあいつに言えば上物を教えてくれるはずだ」

「エミリオはあの人を信用してる、んだよね？」

「……たぶんな」

　ロザベラはストローを指先で弄いじりながら、何か考え込んでいる様子だ。

「ブラックさんが組織に入ったのはいつ？」

「十年以上前に構成員になった。大火で父からエミリオに権力が受け継つがれて、二、三年で幹部だ。エミリオのお気に入り、という立ち位置のはずだな。それで、ロザベラ」

「え？」

　小さな皺しわを眉み間けんに刻んでいたロザベラが、ハッとした様子で顔を上げてノアを見る。

　長く辛つらい生活で瘦こけた頰ほおが今はふっくらとして、唇くちびるには自然の赤みが差していた。かつて暗く沈しずんでいることが多かった目は、顔を上げることが増え、明るい輝かがやきが宿るようになった。

　綻ほころびかけた蕾つぼみの美とでも言うべきものが、未来への希望が、彼女の中から溢あふれ出ている。遠くない未来、彼女はいっそう華はなやかな美しさを手に入れるだろう。ノアならずとも、見る者が見れば、そう確信できる。

　けれど、それを目にする前に、自分は彼女の前から消えなければならないかもしれない。

　アレックスの計画は動き出している。もう、時間はさほど残されていないだろう。

　だから、余計に、この一いつ瞬しゆんを大事にしたい。

　ノアは愛いとおしさを嚙かみ締しめながら、彼女に尋たずねた。

「何を考えて、ブラックを探さぐっている？」

　ロザベラは何度か瞬まばたきをした。

　それから、少しばかりばつが悪そうな顔をして、周囲を憚はばかるように、こっそりと囁ささやいた。




「……私ね、『悪いこと』考えてるの」




　悪事など何一つできなそうな、愛らしい唇から出てきた『悪いこと』という言葉がおかしくて、ノアは苦く笑しようを漏らした。
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「危険なことはしないと言っただろう」

　ノアの叱しつ責せきにもロージーは項うな垂だれず、懸けん命めいに顔を上げて反論した。

「危険なことなんてないよ。ただドレスを作るだけ。来週、エミリオがパーティを開くから、ドレスが必要なの」

「それならいつもの仕立て屋でいいだろう」

「き、気分を変えたい、なあ、って……」

　ノアが溜ため息いきを吐つく──腕うでを胸の前で組み、いかにも兄らしくロージーを見下ろして。

「だからってブラックの店を選ぶことはないだろう」

「…………き、気分だったの、そういう」

　強気に目を上げ続けていたロージーも、さすがに怯ひるんで目を逸そらした。

　いつも忙いそがしいノアが今朝は珍めずらしく時間が空いていて、出かけるなら車で送ると言ってくれた。

　ロージーはその申し出が純じゆん粋すいに嬉うれしくて一も二もなく頷うなずいて、車に乗る前に目的地を告げ──そこで、一ひと悶もん着ちやくだ。

　こうして車寄せに停とめられた車の前で、二人で押し問答をすることになった。

　しばらく視線を逸らしていたけれど、そんなことをしていてもノアは納なつ得とくしてくれない。ロージーはもう一度ちらっと彼の顔を見上げて、素す直なおに謝った。

「ごめんなさい。ダメ？」

　ノアはしばらくロージーを見下ろしてから、溜息混じりに言った。

「……乗れ」

「！　いいの？」

「どうせ断ったところで、《クモ》辺りに運転させるだけだろ」

「あっ、ありがとうっ、ノア！」

　ロージーはばたばたと助手席に乗り込む。

　ノアはそのドアを閉めてやってから、自分も運転席側から車に乗った。




　旧大陸のフレザ王国は、ファッションの発信地として知られている。

　ブラックのブティックではそのフレザのブランドを幾いくつか扱っていて、客は既き製せい品ひんを買ってもいいし、最新流行のデザインを元に自分の身体からだやイメージにぴったりと合うよう仕立ててもらうこともできる。

　パーティまではもう十日程ほどしかなかったけれど、前日までには仕上がるという話だったので、ロージーはセミオーダーのドレスを頼たのむことにした。

「わあ……」

　──大だい胆たんな花の刺し繡しゆうが入ったもの、爽さわやかな青、深い森のような光こう沢たくのある緑。

　見せられた生き地じは上質で美しく、見本として置かれた完成形のドレスはどれも華やかで優美だ。これにはこういうふうにスパンコールをあしらって、とか、真しん珠じゆならこれを使うといいですね、とか、店員は色々なアドバイスをしてくれる。

　提案されたドレスはどれも素す敵てきで、ロージーは迷ってしまってノアを振ふり返る。

「ねえ、ノア、どう……ノア？」

　ノアは花を象かたどった髪かみ留どめを手で弄もてあそびながら、ぼんやりロージーを眺ながめていた。一瞬の間を置いて、なんだ、と訊きき返される。

「あっ、もしかして疲つかれちゃった？　大だい丈じよう夫ぶ？　カフェで待ってた方がいい？」

「いや、大丈夫だ」

　ノアとブティックに来たのはこれで二度目だ。最初の時は、ロージーが店員の着せ替かえ人形のようになって、まだまだ時間がかかりそうだったのを、ノアがさっと決めてくれたのだった。

　今日は口を出す気はないのか、ノアはさっきから黙だまって見ているだけだ。

「……でも、私の買い物に付き合わせちゃって、なんだか悪いよ」

「気にするな。俺が好きでやってることだ」

　ノアが近くにやってきて、ロージーの髪に触ふれた。手にしていた髪留めでそっと髪を留めてくれる。鏡を見ると、数種類の宝石が花の形に配置され、銀の蔦つたが絡からまった、美しい品だった。

「綺き麗れい……」

　店内のライトに照らされて、宝石の粒つぶがきらきらと輝いている。

「まあ、森の妖よう精せいのようですね。よくお似合いですよ。その髪留めでしたら、ドレスはこちらがよろしいかもしれませんね」

　店員が気を利きかせて別の生地を持ってきた。光沢があって、光によって色合いを僅わずかに変える上質なシルクだった。デザインはこう、とカタログを持ってきて説明してくれる。

「……ありがとう。これにします」

　一目で気に入ったロージーはそう決断した。

　ノアがロージーの髪に触れながら、鏡の中の彼女と目を合わせる。

「いいのか？　もっと時間をかけたって構わない。この髪留めを使う必要もない」

「ううん、これがいい。凄すごく綺麗だし……」

　鏡の中のノアとはにかみながら目を合わせ、ロージーは自分の髪を飾かざる宝石の花に触れる。

「ノアが、選んでくれたから」

　髪留めに触れるロージーの指と、髪に触れるノアの指が触れ合った。ノアが一瞬手を引こうとするのを押しとどめるように、ロージーは彼の手を取った。

　自分の胸の前に持ってきて、鏡ではなく、現実の彼を見上げる。

「嬉しいの」

　気持ちをきちんと伝えられるように、一音一音を大切に、そう告げる。

　ノアは微かすかに笑ってくれた。気持ちが伝わった気がして、ロージーの胸にはまた一つ喜びが生まれる。

（幸せ、ってこういうのを言うんだ）

　気持ちが通じ合って、信じ合えて。目が合うだけで、触れられるだけで、こんなに嬉しい。

（大好き──）

　ノアが他ほかの家族に対して嫌けん悪おのみならず敵意や悪意を抱かかえているのではないかと恐おそれていたし、その疑いは今も消えてはいないけれど。

「素敵な恋こい人びとですね」

　寸法を測るために小部屋で二人きりになると、店員はそう囁ささやいてきた。

「……えっ？」

　思わず、訊き返す。

　店員はくすくす笑いを漏もらし、ノアが待つ店に通じる扉とびらを顔で示した。

「彼ですよ。黒くろ髪かみの。恰好良くて優やさしくて、あなたにぞっこん！」

　もう半年も前のことになるが、ノアと別のブティックでドレスを選んだ時は、店員たちはロージーをノアの妹だと考えた。たぶん、目元が似ているからだろう。それに、ノアの態度も、妹に接するような感じだったのだ。……その頃ころロージーは彼が兄だなんて知らなかったから、ノアにも怖こわ々ごわ接していたけれど。

　でも、今度は何故なぜか、恋人だなんて勘かん違ちがいされてしまった。

「は……え……ち、違い、ます。恋人じゃないです……」

「あら、そうなんですか？」

　ロージーの言葉をまるで信じていないような口調で、店員は言う。自分なんかの恋人だと思われてはノアが可か哀わい想そうだ、と思って、ロージーは繰くり返し否定した。

「恋人じゃないです。ただの、あの……身内、です」

「あら」

　店員は余よ程ほど自信があったのか、不思議そうな顔だ。

「ごめんなさい、勘違いしてしまって。だってね、あの方、お客様のこととっても大切に扱あつかっていらっしゃって。お身内だからなんですね」

「……は、はい」

　そう、ノアがロージーを愛してくれるのは身内だから、妹だからだ。

　前はもっと強権的に兄として振る舞まって、ロージーも不満があったけれど、今はそんなことはない。ロージーの話にきちんと耳みみを傾かたむけてくれる。こんなふうに、ブラックの店に来て、探さぐりを入れるような真ま似ねも許してくれた。

（…………なんだか、前よりも私に甘くなった、のかな…………？）

　甘やかされるのは申し訳ない気持ちになるけれど、嬉しくもあって、困ってしまう。

　その時、ロージーはようやく、ここに来た本来の目的を思い出した。

（そうだ！　ブラックさんのこと調べたくてこの店を選んだのに、結局何もわかってない）

　以前はブティックに来ただけで、場違いなんじゃないかとか思ってしまって、ろくに口も利けなかったのに、今回はドレス選びに夢中になってしまった。それだけ色々な人や場所に慣れた、ということなのだろう。

「あっ、あの。素敵なお店ですね」

「まあ、ありがとうございます」

　店員は朗ほがらかに微笑ほほえんで礼を言う。

「当店のドレスはフレザ直輸入です。今回のようなセミオーダーやフルオーダーも可能ですから、お客様のご要望に広くお応こたえできますわ。秋には毛皮のショーもありますのよ。よろしければ、招待状を送らせていただきますね」

「あ、はい。毛皮も、その、オーナーの方が買い付けているんですか……？」

「そういう場合もございます。基本的にはオーナーは経営には直接関かかわらないのですが──」

　ブラックは組織の幹部だし、あまりあからさまに彼の事情を聞き出して、それをブラック本人に知られるのもまずい。ロージーは当たり障さわりのなさそうな話題を振ってみたが、やはり知っていたことや、表面的な話が多かった。

（…………なんのために来たのかわからなくなっちゃった）

　そうこうするうちに寸法も測り終えて、ロージーは解放される。

　ノアが会計しようとするのを押しとどめて、エミリオからドレスを作るために貰もらっていた金で支し払はらう。店員に見送られて店を出ると、日はもう高くなっていた。

「……で、どうだった」

　車に乗り込むと、ノアがそう尋たずねてきた。ロージーは、反対を押し切ってブラックの店を選んだというのにろくに情報も得られなかったため、答えに詰つまる。

　ノアも察したらしい。

「そりゃそうだろ。店といってもブラックがオーナーをしているだけで、従業員だってブラックについて詳くわしく知っているわけじゃない。ブラックが裏の仕事にこの店を使っているなら別だろうが、そうだとしても、従業員はただの客にそうそうそんな話しねえだろうよ」

　ノアの言う通りだろう。それでも、何か糸口を摑つかめればと思ったのだけれど。

　ロージーはちょっと拗すねて唇くちびるを突つき出し気味にして言った。

「……まだ、他にも考えてるもの」

「他に？」

「情報屋さんを教えてもらったの。もう連れん絡らくしてもらってるから、行けば話を聞ける」

「誰だれの情報屋だ」

「そ……それは、秘密」

　情報屋を教えてくれたのは、リッツだ。カジノの仕事を任されたロージーは、彼から仕事のやり方や注意点など、色々なことを教えてもらった。リッツは顔が広く、情報屋も何人か抱えている。その中から、口の堅い人間を選んで教えてもらったのだ。

（喋しやべったら、リッツさんに迷めい惑わくかかるかもしれないし）

　ロージーはそう思って口を噤つぐんだのだが、ノアは予想がついているのか、それ以上突っ込んで訊きいてくることはなかった。

　代わりに、車を路ろ肩かたに停とめたまま、運転席の窓から外を見る。

　今日もウェストエンドはよく晴れて、気温が高くなりそうだった。

「……理由を教えてくれ。何故、危険を冒おかす？」

「それは、ブラックさんが……」

「おまえがブラックを調べたがっている理由じゃない。あえて危険を冒す理由だ」

　ロージーを心配してくれているのが、よく伝わってきた。

　どんな理由があろうとも結局彼を心配させてしまっているのは変わらない。

　せめてきちんと自分の思いは伝えようと、ロージーは本心を語った。

「……二つ、あるの。一つは、偉えらくなるため。偉くなれば、自由が手に入るし、組織を変えられるようになる。今までみたいな、家族や組織の中で騙だまし合ったり、殺し合ったりするのは、嫌いやなの。だから、組織のためになることをして、偉くなりたい」

「もう一つは」

　ロージーはノアの横顔を食い入るように見つめて言った。

「家族を守りたい。今、デ・コスタが大変な状じよう況きようにあるのはわかってる。私にできることは多くないけど、私なりに、家族を守りたいの」

「家族……か」

　頼たよりなげな呟つぶやきを漏らし、ノアはロージーの方を向いた。

「俺やダリオのことか」

「……うん」

　ノアはダリオを嫌きらっている。家族としてロージーがノアとダリオを同じように扱うことに、彼自身、『嫉しつ妬と』したと言っていた。

　でも、それでもダリオだって、家族だと思う。

　屈くつ託たくなく、残ざん酷こくで、気まぐれな、ロージーの家族なのだ。

「……デ・コスタはおまえの両親を殺した」

　ノアの言葉は胸に突き刺ささる。

　両親は駆かけ落ちしたけれど、デ・コスタの追つい跡せきは父と母を逃にがさなかった。おそらく父は殺されて、母は……まだ若いデ・コスタの女が殺されるとも思えないから、自ら死を選んだか、父を庇かばって誤って殺されたのかもしれない。

　ダリオたちのことを家族だと考えるロージーを知れば、両親は悲しむかもしれないと思う。

　それでも、ロージーが少しでも前を向けるようになったのは、彼らとの出会いがきっかけだった。エミリオに試ためされ、ダリオに励はげまされ、兄であるノアに愛されたことが、ロージーを変えたのだ。

　ふと、寂さびしさを覚えた。

（お父さんとお母さんのことを、私は何も知らない……）

　母についてはノアから写真を見せてもらっただけ、父については名前すら知らない。

　彼らがどんな人間だったのか、知るべきなのではないかと思う──知りたい、と思う。

　でも、今は、そばにいる家族のことが大事だ。

「……それでも、デ・コスタが、私の家族なの」

　ノアは少しの間ロージーを見つめていたけれど、やがてエンジンをかけて言った。

「わかった。どこに行けばいい」

「……いいの？　付き合ってくれるの？」

　ノアの口元に苦い笑えみが零こぼれる。

「今日は一日おまえに付き合ってやるよ」

「で、でも、ノアだって忙いそがしいでしょう……？」

「そういう気分なんだ」

　エンジンの音にかき消されそうな声で、ノアは囁ささやいた。

「今日はおまえのそばにいたい」

　かろうじて、聞こえた。

　ノアのこんな頼りない声、ロージーはほとんど聞いたことがない。

　でも、聞かせてくれたのだ。彼の、とても優やさしい本心を、他ほかの誰でもなく、ロージーに。

「私は、ノアとずっと一いつ緒しよにいたい」

　ロージーはノアの想おもいに応えたくて、そう言った。

　ノアは車を発進させた。
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　見慣れた姿に、目を引かれた。

（あれ？）

　ダリオはホットドッグに囓り付いた。ソーセージの皮が破けて肉にく汁じゆうが弾はじけ、ぴりっとしたマスタードの刺し激げきと少しぱさついたパンの食感が混じり合う。

　代だい替がわりしてちょっと味が落ちたなあ、なんて思いながら、もぐもぐと口を動かす。

　その間、彼の目は向かいの小さなブティックに向けられていた。

　そのブティックではフレザ王国から輸入されたブランド品を扱あつかっていて、ダリオも女の買い物で訪おとずれたことがあった。デ・コスタの幹部、ブラックの店でもあるから、顔も利きく。

　通りに面した一面が硝子ガラス張りになっていて、硝子に書かれた店名越ごしに、店内の様子を見ることができた。

　店の中には、一組の男女の姿があった。

　ダリオがもう一口ホットドッグを食べる間に、男女は何か喋って、女の方が微笑ほほえんだ。

（あ）

　愛らしい薔ば薇ら色いろの頰ほおを自然に緩ゆるませ、目をきらきらと輝かがやかせた、幸せそうな笑顔だ。

　ごくりと口の中のホットドッグを飲み下したダリオは、蜂はち蜜みつ色の髪かみ、日々美しさを増す顔、細い手足と首、華きや奢しやな腰こし、といった彼女を構成するすべてを目に焼き付けた。

　彼女は、ロザベラは、まるで輝いているようだった。

（可愛かわいい）

　そんな言葉では足りない気がする。女め神がみがどうのとか、妖よう精せいが、とか、そんな表現をしたくなるが、詩人ではないのでうまい言葉が出てこない。

　とにかく彼女は輝いていて、ダリオはそれに見とれていた。

　だから連れの男が自分の兄の一人だと気付いたのは、少し後になってからだった。

　以前からノアとロザベラは仲が良いように見えたが、今日はとりわけ、親密に見えた。少し前はノアに避さけられているのではと不安そうな顔をしていたロザベラが、ノアの前で、美しく微笑んでいる。

　──ぼと、という音がした。

　屋台の主人が何か言ったので見下ろすと、ホットドッグが落ちていた。

　マスタードとケチャップを下にして落ちたホットドッグは、救いようもなく惨みじめに地面に転がっている。

（なんだ、これ）

　ぐるぐると、自分の中で渦うず巻まくものがある。不ふ吉きつで、不ふ穏おんで、暴力的なもの。怒いかりが弾ける寸前にも似た、でももっとどうしようもないもの。

　その何かは出口を求めて暴れている。いつものダリオなら、腹が立ったのなら暴れるとか、遊ぶとか、とにかく行動に移していた。

　でも、今彼の中でもがいている何かは、そういった発散のされ方を求めていなかった。

　ぐるぐると蠢うごめいて、ただ、ダリオの腹を不快にさせた。

　気分が悪いのかと思って目を閉じても、ロザベラの笑顔が浮うかんでしまう。ノアと目を合わせて喜ぶ、ロザベラの笑顔が。

「……くそっ」

　どうしようもなくて、ダリオはただそう罵ののしって、ホットドッグを松まつ葉ば杖づえで踏ふみつけて、通りを歩き出した。
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　情報屋は始終爪つめの手入れをしながら語った。

「主な商売は毛皮や宝ほう飾しよく品ひんの密輸ね。それから、盗とう難なんも。関係者を買収して、煙草たばこや高額商品を輸送途と中ちゆうで盗ぬすんで、売り捌さばいてるの。港に倉庫があって、盗とう品ひんも密輸品もそこに一いつ旦たん運び込むことが多いみたい」

　リッツから紹しよう介かいされた情報屋は三十代か四十代と思おぼしき女性で、質しち屋やの店番をしていた。唇くちびるを尖とがらせて、ふ、と息を吹ふきかけて削けずった爪の粉を飛ばす。

　ロージーはカウンターに手をついて身を乗り出し、彼女に顔を近づけた。

「最近の動きは何かありませんか？　いつもと違ちがうこととか、商売のやり方を変えたとか……」

「そりゃ、最近はどこも以前通りってわけにはいかないからね。警察も最近は鼻薬の効きが悪いみたいだし。ブラックがやり方を多少変えていても驚おどろかないけど、今のところ目立つ動きはないよ。ブラックがよく使う倉庫の番地は教えられるけど、要いる？」

　ロージーが頷うなずくと、情報屋は掌てのひらを上にして手を出した。ロージーは黙だまってその手にダッラ札を数枚握にぎらせる。

　情報屋はカウンターからメモ帳を取ると、倉庫のある番地を書いて、ロージーに渡わたした。

「何か情報が見つかったら連れん絡らくするよ。リッツの紹介じゃ、むげにもできないしね」

「……お願いします」

　ちょうど客が入ってきて、情報屋は愛あい想その良い店員の顔をした。ロージーはメモを懐ふところに入れて、客と入れ違いに店を出た。




　ノアの待つ車へ戻もどったロージーは、肩かたを落として呟つぶやいた。

「なかなか手がかりってないのね……」

「当たり前だ。おまえの疑い自体大して根こん拠きよはないし、ブラックがもし何か裏で隠かくれてやっていたとしても、そう簡単に尻尾しつぽを摑つかませたりはしねえだろ」

「……そう、だね」

　エンジンをかけるノアに、ロージーはメモを差し出した。

「ここに行きたいの。お願いしてもいい？　あ、あの、でも、ノアが嫌いやなら、途中で下ろしてくれれば……」

　ノアはメモを一いち瞥べつして、それを突つっ返す。

「今日は一日おまえに付き合うと言っただろう」

　そう言われるのは二度目なのに、ロージーは嬉うれしくて頰に熱が上ってしまう。顔が赤いのが恥はずかしくて俯うつむくと、ノアの忌いま々いましげな舌打ちが聞こえてきた。

「……わざと何度も言わせてるんじゃないだろうな」

「ちっ、違うようっ！　あの……じゃあ、えっと、お、お願い、します」

「ああ」

　ノアは丁てい寧ねいな運転で、車を埠ふ頭とうへ走らせた。




　盗品を詰つめ込んでいる倉庫と聞いていたから、当然見張りがいるものだと思っていた。

　ところが、倉庫には人ひと気けがまったくなかった。

　向かいの路地に停とめた車内から様子を窺うかがい、ロージーは首を捻ひねる。

「全然、人の出入りがないんだね。昼間、だから？」

「中に商品があるのなら、見張りくらいは残しているはずだ」

　倉庫はある貿易会社の名義になっていた。経営実態のないダミー会社で、この会社を隠れ蓑みのに、ブラックは裏の商売をしているのだ。

　でも、あの情報屋も話していた通り、最近はデ・コスタを取り巻く状じよう況きようが変わって、警察の締しめ付けも厳しくなった。以前と同じ倉庫を使うことに危機感を覚えて、やり方を変えた可能性もある。

「でも、轍わだちがあるよ。ほら……そんなに古くは見えないけど」

　ロージーは道路から倉庫の入り口へと続く、トラックのものらしい轍を指さした。

「雨が降ったのは三日くらい前でしょう？　その時についたとすると……」

「少なくとも、三日前には車の出入りがあった、か」

　中に入ってみたい、と思う。

　幸い、と言うべきか、外から見たところでは内部に人がいるようには見えない。これは忍しのび込むチャンスだ。

　ちら、とノアの方を窺うと、ばっちり目が合った。

「えっと……」

「いったい何度同じことを言わせる気だ？」

　今日は一日付き合う──ノアはそう言ってくれた。

「……ありがとう」

　ロージーが礼を言うと、ノアは黙って車を降りた。




　両開きの重い扉とびらには、頑がん丈じようそうな錠じよう前まえが下ろされていた。トラックが乗り入れられる、高さも横よこ幅はばもある扉だ。

　でも、探すと事務所らしいところに人間が出入りするための扉があって、ロージーが周囲を警けい戒かいしている間に、ノアはその鍵かぎをピン一本で開けてしまった。

　ノアは素す早ばやく扉を開けて、内部の安全を確かく認にんすると、ロージーを呼んで中に入った。

　事務所には事務用の机と椅い子すが幾いくつか置かれていたけれど、あまり使われていないのか、書類棚だなは空だった。

　事務所から倉庫に出ると、窓が塞ふさがれているせいで暗く、ノアの持つ懐かい中ちゆう電灯が頼たよりだ。

　懐中電灯の光が照らすのは、幾つかの木箱、毛皮がかかっていたのだろうハンガー、靴くつや帽ぼう子しなどが入っていたと思しき紙箱等だ。ロージーは試ためしに箱を一つ開けてみたが、中は空だ。

（やっぱり、撤てつ退たいした後なのかな……）

　ノアが片手に銃じゆうを、片手に懐中電灯を構えて先を行く。

　人の気配は相変わらずない──ただ、積み上げられた箱の山を迂う回かいした時、妙みように生なま臭ぐさい臭においが鼻をついた。

（……？　何、これ。何か、腐くさったみたいな……？）

　ノアのかざす懐中電灯が、壁かべを照らした。それから光は床ゆかを照らし出す。

　汚よごれた床には、毛布が数枚と、缶かん詰づめ、スプーン等が転がっていた。

（この缶詰の残りのせい？）

　缶詰は開かい封ふうされて、中身はほとんど空だったが、特に洗ってあるわけでもないので、缶かんにこびりついた食べ物が腐って臭いを発しているようだった。

　よくわからないが、誰だれか、いたらしい。

「ノア、これって……」

　ノアの袖そでを引っ張り、そう声を掛かけた時、背後から小さな物音が聞こえてきた。

　……扉を開ける音だった。

　ロージーは言葉を飲み込み、ノアはロージーの腕うでを引いて、箱の陰かげに隠れた。

　開けられたのは、たぶん事務所の扉だ。ロージーたちが入ってきた方だ。

　懐中電灯の光が見える。こちらに近づいてくる足音も聞こえてきた。

（ど、どうしよう。見張りが戻ってきたのかも。鍵を開けてしまったから、私たちがいることはばれてるかも……！）

　やがて、光がロージーたちが隠れる箱の山を照らし出した、その時──

　相手は何かに気を取られたように立ち止まって、懐中電灯の光を床に向けた。

　その瞬しゆん間かん、ノアは箱を肩で押し、立ち止まった相手の上に倒たおした。幾つもの空き箱に埋うもれた相手へ、自分の懐中電灯と銃じゆう口こうを向ける──

「動くな！　──!?　おまえは……っ！」

　ノアがつけた懐中電灯の照らす中に、男が一人いた。男はノアの照らす光に視力を奪うばわれながらも、すでにノアがいる方へ銃口を向けていた。

　光に照らされ眩まぶしそうに目を細めた横顔、褐かつ色しよくの肌はだ、黒くろ髪かみ、どこか愛あい嬌きようのあるメルキス系の男──

「リカルド……！」

　思わず、そう声に出す。

　リカルドは、ロージーの声を覚えていたらしく、ノアへ注意を払はらったまま呟いた。

「ロザベラか？」

「銃を捨てろ！」

　ノアがすかさず命じるが、リカルドは笑い飛ばした。

「おいおい、こっちの銃もあんたを狙ねらってるのはわかってるだろ」

　だが、咄とつ嗟さにリカルドが向けられたのは銃口だけだ。懐中電灯は最初に箱が倒れてきた時に落としてしまい、足あし下もとを照らすのみ。ノアが持つ懐中電灯の光と声を手がかりに、おおよその位置を割り出して銃を向けているのだろう。

　そもそも、顔を照らされていては狙いもろくにつけられないし、ノアには《力》もある。リカルドの姿が見えている以上、彼を燃やすことは可能なのだ。

（右みぎ腕うで……）

　以前リカルドと対面した時、彼はノアに右腕を焼かれている。

　今は同じ腕で銃を構えて、傷を庇かばうような様子は見えない。革かわの手てぶ袋くろのせいで、傷きず跡あとさえも窺えない。

　リカルドは、それでも態度を崩くずさない。はったりだとしても、度胸はある。

「銃を下ろせよ。ロザベラに血を見せたくはないだろう？」

「いいえ、リカルド」

　ロージーはハンドバッグから取り出した銃を、リカルドの横顔に向けた。

　スライドを引いた音は、リカルドにも聞こえたはずだ。

「銃を下ろすのは、あなたよ」

　人に銃を向けたことは数えるくらいしかない。そんなことはリカルドにはばれているかもしれないけれど、精せい一いつ杯ぱいの虚きよ勢せいを張って、内心では腕が震ふるえないようにと祈いのった。

「…………」

　リカルドは薄うすく笑うだけだ。このままではノアが彼を撃うつかもしれない──ロージーだって、できれば血は見たくない。

「リカルド、どうしてここにいるの？　わ……私が狙い？」

「そう──と言いたいところだが、今回ばかりは違ちがうな」

「なら、どうしてこの倉庫に？」

　リカルドは迷うように口を噤つぐんでいたが、しばらくしてその口をまた開いた。

「……人捜さがしだ」

　リカルドも、ノアも、銃を下ろさない。ロージーは腕が痛くなってきたのに、彼らは平気らしい。

「誰を捜しているの？　ここには誰もいないわ……」

「だが、いた痕こん跡せきはあるようだな」

　ロージーは目だけを動かして、リカルドの足下を見やった。彼が立ち止まり、懐中電灯で照らした床には箱が散らばっている。

　そこは、ロージーらが毛布と缶詰を見つけた場所だった。

（……確かに、誰かは、いた）

　単にブラックの部下がいたわけではない。ロージーの足下にも、『誰か』の置き土産みやげが転がっていた。

　髪かみ留どめだ。

　ロージーがノアに選んでもらったものより、たぶんずっと安価な、質素な髪留めだ。赤いビーズで飾かざられたそれは、可愛かわいいけれど安っぽい。ブラックの商品では絶対にない。

（……女の子が、いた？）

　リカルドに注意を向けたまま、ロージーは身を屈かがめて髪留めを拾い上げた。砂と埃ほこりに塗まみれたそれは、ざらついた感かん触しよくがした。

「あんたら、何か知ってるんじゃないのか？　ここはブラックってやつの倉庫だ……デ・コスタの幹部のな。あんたらも、だからここにいるんだろう。何か用があって。俺が知りたいのはあんたらの事情じゃなくて、俺の捜し人の情報……」

「他ほかの仲間は外か」

　リカルドの言葉を遮さえぎって、ノアがそう詰きつ問もんした。リカルドは光の中でにやりと笑う。

「どうだかな」

「一人か」

　ノアの呟つぶやきに、ロージーは背筋がひやりと冷える。

（殺す気かもしれない）

　人が傷つくのは見たくない。殺されるところもだ。

　何より、できることならノアに誰も傷つけて欲しくない。

　けれど、リカルドは逆にノアを挑ちよう発はつするようなことを言う。

「確かにここはおあつらえ向きに人がいねえ。あんたなら俺を撃った後、銃じゆう声せいが通報されて警察が来るまでの間に、充じゆう分ぶん逃にげられるだろうよ。ここはデ・コスタの縄なわ張ばりだしな、いざとなれば死体を始末する手は幾いくつかあるだろう。……でもな、あんたら、どうして明かりも点つけずにこの倉庫にいた？　デ・コスタの縄張りで、こそこそする必要があったってことか？」

　ロージーは図星を突つかれ、銃口がぶれてしまう。

　対照的に、ノアはまったく動どう揺ようの感じられない声で言った。

「俺たちの事情には興味がないという話だった気がするが？」

「そっちも何か探さぐってたんだろ？　それなら、お互たがいの目的を果たしてさよならしようぜ」

　ロージーは掠かすれる声を絞しぼり出した。

「ノア、争うのは止よそう……」

「……おまえの『家族』を撃った男だぞ」

　ノアにそう指し摘てきされ、唇くちびるを嚙かむ。

　リカルドはダリオを撃った──あの時の、溢あふれた血と、ダリオの顔、それに放心したエミリオの姿は忘れられない。リカルドは明らかな殺意を持ってエミリオを撃ち、それをダリオが庇ったのだ。

　それでもロージーは、甦よみがえった光景を振ふり払うように頭かぶりを振って言った。

「違う、彼のためじゃない。ノアのためだよ」

「…………」

　ノアに、罪を犯おかして欲しくない──

　ロージーの想おもいが通じたのか、ノアが忌いま々いましげな声で命じた。

「おまえの目的とやらを話せ」

　リカルドは二人から銃じゆうを向けられたまま、意外な話を始めた。

「ここ一ヶ月くらいの話だ。メルキスからこの国へ密入国した娘むすめや妹と連れん絡らくが取れなくなった、って話を幾つか聞いてな。単に新しい環かん境きようで羽目を外して連絡がおろそかになったってわけじゃない。こっちで会うはずだった親しん戚せきたちにも連絡が入っていない。若いメルキス人の女ばっかりだ。調べたところじゃあ、女たちは同じ業者に密入国の手配を頼たのんでいた。業者は女たちから渡と航こう費用を受け取り、女たちは密入国して働き口を紹しよう介かいしてもらう──そういう商売だ。あんたらのところのブラックがやってる商売さ」

（密入国斡あつ旋せん……！）

　ブラックは元々密輸をしていた。物と人とを同じように密輸できるわけではないだろうが、ありそうな話に思えた。

「で、俺が調べたところじゃあ、ブラックは女たちを一いつ旦たんここに押し込んでいた」

「この倉庫に……」

　ロージーは呟いた。

　ならば、汚よごれた、赤い髪留めの持ち主は、どこへ消えたのか。

「俺は女たちの行方ゆくえを追っている。だからここへ来た。……まあ、ちょいと遅おそかったようだが」

「これからどうするの？」

「女たちは消えた。俺はまた別の手がかりを探すさ。あんたら、何か知らないか？」

　消えた女たち、残された髪留め、密入国斡旋に手を出していたブラック──ロージーはブラックについて調べ始めたばかりで、役に立ちそうな情報は何も知らない。

「……ごめんなさい」

　そう謝るロージーを、リカルドはちらりと目の端はしで見て笑う。

「なんだ。デ・コスタの女じよ傑けつが、随ずい分ぶん優やさしいことじゃねえか」

「話はそれだけか」

　ノアの声は相変わらず殺気を孕はらんで低い。

「もう一つ。おっと、撃つなよ？」

　リカルドは銃を構えたまま、左手でシャツの胸ポケットを探って、一枚の写真を取り出した。

　それを、ロージーの方へ差し出す。
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「え……」

「話を聞いてくれた礼だ。あんたにやるよ、ロザベラ。俺がデ・コスタを調べる過程で見つけたもんだ」

　写真を差し出す手を見つめ、ロージーは喉のどをこくりと鳴らす。

（……罠わな？）

　ロージーを自分に近づかせて、人ひと質じちに取るつもりかもしれない。

「よせ、ロザベラ」

　迷うロージーに、ノアが制止の声をかける。

　リカルドは肩かたを竦すくめた。

「なんだ、用心深いな」

　呆あきれた様子でそう言って、ロージーの方へ向かって写真を放ほうり──

「あんたの父方の祖母はまだ生きてるぜ、ロザベラ」

　そう言った。

「え!?」

　写真はロージーとリカルドの間の地面にひらりと落ちる。

　同時に、リカルドが一歩、後あと退ずさった。

「止まれ！」

　ノアが鋭するどく命じる。

　けれど、その時一発の銃声が轟とどろいた。

　直後、ノアの持つ懐かい中ちゆう電灯から、光が消える。

　残るのは足あし下もとを照らすリカルドの懐中電灯だけ。

　互いの顔もわからない中、足音が聞こえ、もう一度発はつ砲ぽう音がした。

　ロージーは身を低くした。ちょうど指に触ふれたものがあって、咄とつ嗟さにそれを摑つかむ。リカルドが放った写真だった。

　それを握にぎりしめたまま、物もの陰かげに隠かくれて叫さけんだ。

「ノア！　どこっ……」

「ここだ」

　ノアの声がすぐそばで聞こえることに安あん堵どして、ロージーは暗くら闇やみの中彼の腕うでを手探りで確かめる。ノアはしっかりとロージーを抱だき寄せてくれた。今にも弾はじけてしまいそうなくらい逸はやっていた心臓の鼓こ動どうが、彼の匂においに包まれて急速に落ち着いていく。

「リカルドは……」

「逃にげられた」

　どこかで窓の割れる音が聞こえた。たぶん、手近な窓を壊こわして逃げたのだ。

　人の足音と気配が消えると、ノアはすぐにロージーの手を引いて立ち上がった。

「やつの仲間が隠れていて狙そ撃げきしてきたんだ。行くぞ。銃声を聞いて警察が来る」

「ここ、警察が踏ふみ込んでも大だい丈じよう夫ぶ？　ブラックさんの倉庫でしょう……」

「問題ない。荷物もほとんど空だ。足下に気を付けろ。念のため明かりはつけない」

　ロージーはまだ暗闇にメルキスの若者でも潜ひそんでいるような気がして、びくびくしながら壁かべ伝いに事務所に戻もどり、やっと外へ出た。




　ロージーとノアは、車に乗り込んですぐにその場を離はなれた。

　以前なら銃声くらいもみ消せただろうけれど、今はそうはいかないかもしれない。危ない橋を渡わたるよりは、逃げる方がいい。

　ノアは十分ほど車を走らせて、ヨットハーバー脇わきの路ろ肩かたに停とめた。港の中にはヨットが大量に並び、沖おきでは帆ほを揚あげたヨットが気持ちよさそうに波を切っていた。

「も、もう大丈夫かな……」

　ノアは助手席のロージーを一いち瞥べつして言った。

「……何を持っている」

「あ、写真……だよ。リカルドが置いていった……」

　ロージーもあの場を離れるのに必死でまだ見ていなかった。胸に押し当てていたそれを、そっと覗のぞき込む。

　古びた写真は、元々もっと大きな写真から切り取ったものらしい。

　そこに、一組の男女が写っていた。

　女の方はまだかなり若く、穏おだやかな表情を浮うかべ、清せい楚そなドレスを着ている。

　男の方は白衣姿だ──医者、だろうか。

　場所は、建物の前らしい。立派な石造りの壁が写り込んでいる。

「…………これ」

　その女の方の顔を、ロージーは知っている。

　デ・コスタの屋や敷しきに来てから、一度だけ、ノアに写真を見せてもらったことがあった。

　自分と似ていて、嬉うれしかった覚えがある。

「お母さん……だよね……？」

　ノアが横から覗き込み、写真を確かく認にんする。

「ああ。場所は……ウェストエンド総合病院の前だな」

　指し摘てきされて、ロージーも気付いた。写真の端に写っている窓や壁に、見覚えがある。

「……じゃあ、こっちの男の人は……病院のお医者様？」

　母が入退院を繰くり返していたというのはちらりと聞いていた。

　医師は、眼鏡めがねが少しずり下がった、優しそうな男性だった。

「裏に何か書いてあるぞ」

　ロージーはひっくり返して裏うら面めんを見た。そこには癖くせのある字で、サマンサ・ファレル、オールドリッジ記念病院４０５号室という書き込みがあった。

「サマンサ・ファレル……？」

　女性の名前だが、写真に写っている女性は母一人で、母の名前はファビラだ。

　その時、リカルドの言葉が頭に甦よみがえった。

　彼は、ロージーの父方の祖母が生きている、と言っていた。

「これって……！」

　写真をぎゅっと握り締しめてしまう。慌あわてて皺しわを伸のばし、ノアの方を見ると、難しい顔で何か考え込んでいた。

「……罠、の可能性もある」

「でも、リカルドはお礼だって……！」

「やつの言葉を真に受けるならそうだろうな」

「だ、だって、私に会ったのは偶ぐう然ぜんだよ、こんな罠あらかじめ用意しておくなんてできないよ」

　ノアは写真を見つめ、そこに写る母を見つめ、それからロージーに視線を戻した。母の面おも影かげを見るようにロージーを見つめて、半分諦あきらめたような口調で問う。

「……行きたいんだな？」

　ロージーは、こっくりと頷うなずいた。




　オールドリッジ記念病院は、ウェストエンド北部の静かな山の手にあった。

　療りよう養よう所じよも備えた敷しき地ちは広くて緑も多く、一歩門から足を踏み入れると鳥の声がよく聞こえた。

　美しいレモン色の壁へき面めんを持つ南国風の療養所にはカフェテリアがあって、庭がよく見えるそこに、サマンサ・ファレルがいた。

　結ゆい上げた髪かみは半分以上が白くなって、腕や首の肉は削そげ落ち、皮ひ膚ふが年月相応の皺を作る。口は引き結ばれ、目つきは鋭く、厳いかめしげな顔立ちをしていた。

　彼女は自分を見つめるロージーに気付くと、驚おどろいたように目を瞠みはった。

　それから、眉み間けんに皺を寄せ、それまで以上に気難しそうな表情で話しかけてきた。

「ごきげんよう、お嬢じようさん」

「こ、こんにちは」

　看護師やカフェテリアの従業員に尋たずねて、サマンサを見つけたはいいが、その後どうするのかなんて、考えてもいなかった。

（勢いだけで来ちゃった……）

　緊きん張ちようと混乱で固まってしまったロージーに、サマンサは声をかけた。

「どうして立っているのですか？　席はたくさん空いていますよ」

「あ、はい、あの……」

　彼女が本当に自分の祖母に当たる人物なのか、それすらもまだわからない。

　厳しい表情や詰きつ問もんするような口調は、朧おぼろに抱いだいていた父のイメージとは随ずい分ぶん違ちがうけれど、鼻の形は写真の男性と似ているようにも見える。

「その、……も、もしよろしければ、ご一いつ緒しよさせていただけませんか」

「……どうぞ」

　サマンサは眉まゆを上げたが、そう言ってくれた。

　ロージーは足がもつれそうになりながらテーブルに近づいて、庭が見えるように、彼女の隣となりに座った。

　軒のき先さきには日ひ除よけが張り出して、強い陽光を防いでくれる。

　涼すずやかな風が吹ふく中、庭の緑を眺ながめながらのんびり座っているのは心ここ地ちよいものだった。

　サマンサとロージーは天気のことから話し始め、庭のこと、庭に来る鳥のこと、サマンサが以前住んでいた土地について、話題を広げていった。

　サマンサは恐おそろしげな、人を寄せ付けないような雰ふん囲い気きを纏まとっていたけれど、ロージーがたどたどしい口調で何か話しかけると、きちんとそれに応じてくれた。サマンサの筋の通った物の見方や率そつ直ちよくな言葉には、純じゆん粋すいに好感が持てた。

（この人が、お父さんの、お母さんかもしれないんだ……）

　ロージーはサマンサの中に父の面影を見つけられた気がして、幸せだった。顔も知らなかった父への引け目が、少し小さくなった気がする。

（何も考えずに来ちゃったけど……来て良かった）

　ただ、サマンサが本当に祖母だとしても、彼女に孫だと名乗ろうとは思っていなかった。

　何しろ、父は母と駆かけ落ちしたのだ。

　サマンサが祖母なら、息むす子こを奪うばわれたと母を憎にくんでいるかもしれないし、憎い女の娘むすめとして、ロージーも憎まれてしまうかもしれない。

（ずるいことかもしれないけど。でも、こうして話せるのなら、それでいい）

　ロージーにとって、肉親はデ・コスタの三兄弟だけだった。彼らのことも受け入れられるようになったとはいえ、祖母というのはまた違ちがった、特別な存在に思えた。

　──けれど。

　何なん杯ばい目かの蜂はち蜜みつ入りのハーブティーをお代わりした時、サマンサが庭に来たハチドリを見つめて呟つぶやいた。

「私には、息子が一人いました」

　──ロージーの心臓は、音を立てて壊こわれそうになった。

　ロージーの動どう揺ように気付かず、サマンサは遠い目をして語り出した。

「歳としを取ってからできた子でしたから、夫は驚きましたがそれ以上に喜んでくれました。ウェストエンド総合病院はご存じ？　息子は、あそこに医師として勤めていたのです」

　母と写っていた写真の男性のことだ。ロージーは確信して、密ひそかに震ふるえていた。

（この人がお祖ば母あ様なら、母を恨うらんでいるかもしれない。憎んでいるかもしれない……）

　もしかしたら、母の悪口を聞かされるかもしれない。

（でも、お父さんの話を聞きたい──！）

　そうだ、とロージーはこの時初めて気付いた。

　父の話が聞きたかったのだ。

　勿もち論ろん、祖母にも会いたかったけれど、できることなら、彼女の口から父のことを教えて欲しかった。

　名前すら知らない、父のことを。

　デ・コスタの人たちとは違う、自分の父──デ・コスタから母を奪い、そしてデ・コスタに殺されたという父のことを、ロージーは知らなくてはいけなかった。

　ロージーは目を瞑つむり、身体からだを硬かたくして、一言一句も聞き逃のがさないように彼女の話に集中した。

「小さな頃ころは病弱なくせにやんちゃな子でしたね。何度も冷や冷やさせられましたよ」

　呆あきれたように、愛いとおしそうに、サマンサは溜ため息いきを吐つく。

　そして、ロージーが思っていたよりも早く、その話題が出てきた。

「病院に勤めて何年目かの夏……息子が家に忘れものをして、私が届けてあげたことがありました。会いに行ったら、息子は若い患かん者じやさんと話していました。とても綺き麗れいなお嬢さんでした。その時の息子の顔を見て、私すぐ気付いたんですよ」

　声に笑えみが混じっていることに気付いて、ロージーは伏ふせていた顔を上げた。サマンサも同じタイミングでこちらを向いて、目が合うと、出会ってから初めて、口元を綻ほころばせた。

　心から嬉うれしそうに、目め尻じりに皺を寄せて、彼女は微笑ほほえんだのだ。

「この子、恋こいしてるわ！　って」

　──ぶわりと、涙なみだが、零こぼれそうになった。

　こみ上げる涙を悟さとられまいと、ロージーは顔を背そむけた。

　けれど、サマンサの、瘦やせて、硬くなってはいるけれど、温かな手が、ロージーの頰ほおに触ふれた。両手で優やさしく顔を挟はさまれて、ロージーはもう一度彼女と目を合わせる。

　涙が目の端はしから零れてしまう。サマンサを驚かせてしまったのではないかと思って、ロージーは急いで謝った。

「あの、わ、私、ごめんなさ……」

　サマンサはロージーの反応に目を細めた。その目もまた潤うるんでいるように見えた。

「彼女は、とても綺麗で、頭が良くて……あなたとよく似た、青い目をしていました」

「わた……っ」

　気付かれていた。

　いつからかはわからないけれど、サマンサはロージーがファビラの娘だと知っていたのだ。

　ロージーは抱だき寄せられた。サマンサの細い腕うでのどこにこんなにも強い力があったのかと思うくらい、強く、しっかりと抱き締しめられる。

「まるで生き写しですよ。あの日のファビラが現れたようで、一目見てわかりましたとも……そうなのね……やっぱり、あなたはコーディとファビラの子どもなのですね」

　サマンサの声にも涙の気配がある。

　ロージーは祖母のドレスに顔を埋うずめて、彼女の背中に恐る恐る腕を回した。

「う、恨んで、ないんですか……!?　お、お父さんは、お母さんと一緒に、逃にげて……」

「いいえ。悪いのはファビラではありません」

　サマンサはロージーに顔を上げさせて、濡ぬれた頰を指で拭ぬぐってくれた。

「それに、私がけしかけたのです。コーディ……息子から相談された時に。デ・コスタのご令れい嬢じようだと聞いた時はそれは驚きましたし、正直恐ろしくも思いました。でも、コーディに言ってやったのです。私のことは心配いらないから、心に決めた相手なら、できるだけのことをしておあげなさい、と」

「でもお父さんは殺されたんです！　私が生まれて、すぐ……お母さんも……！」

　サマンサの目は悲ひ哀あいに歪ゆがんだけれど、憎ぞう悪おは見えなかった。

「知っています。コーディの遺体だけは届きましたから。その時は勿論、とても後こう悔かいしました。あの子を送り出した時、もう二度と会えないかもしれないとは思いましたが、こんなに早く見つかって、殺されるなんて。毎日、自分を責めて暮らしました。朝起きるたびに、ああ、なんてバカなことをしたんだろう、と。でも、あの子なら、きっとただでは殺されなかったと信じたのです。そう信じることしかできませんでした。それしか希望がありませんでしたから。でも、本当に……」

　サマンサは、愛おしげに、ロージーの頰を何度も撫なでた。ロージーも彼女の涙で濡れた頰に恐る恐る触れた。柔やわらかな、温かな頰だった。

「本当に、あなたがいた。あなたは、私の、あの子たちの希望なのですよ」

　ロージーの涙は再び溢あふれて、サマンサの手を濡らす。

　彼女の首にしがみつくように抱きついて、ロージーは叫さけんだ。

「お祖母様……！」

　青あお紫むらさき色のジャカランダの花の陰かげで、ハチドリが陽気に飛び回っていた。
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　庭からロザベラの様子を見ていたノアは、彼女の泣き顔から目を逸そらした。

　見ていることをサマンサに知られるのもまずかったので、会話が聞こえない程度の距きよ離りを取っていた。

　サマンサがロザベラを傷つけるのではないか、リカルドたちが先回りしているのではないかという不安もあったが、どうやら杞き憂ゆうのようだった。

（良かった）

　ロザベラが祖母に会えて、愛されていると理解できて。

　ノアにとってロザベラの祖母はいわば他人だ。ダリオに対するような強きよう烈れつな嫉しつ妬と心も対たい抗こう意識もなく、ただ、純粋に良かったと思えた。

　ノアの他ほかにも自分を愛してくれている人がいるのだと理解できれば、きっと大きな慰なぐさめになるだろう。

（俺が、いなくても……おまえはきっと幸せになれるさ）

　甘い花の匂においに包まれながら、ノアはぼんやりとそう考えていた。

　ロザベラが祖母との面会を終えて、療りよう養よう所じよのカフェテリアを出てきたのは、それから十分ほど後のことだった。

　庭で待つノアの元へと駆かけ寄ってきた彼女の目はまだ少し赤い。

　けれど、苦痛や悲しみによる涙ではないことは、ノアにはもうわかっていた。

「ノア、連れてきてくれてありがとう」

　こちらを見上げて微笑むロザベラを見て、ノアの胸も満たされる。

　けれど彼女は不意に顔を曇くもらせた。

「あ……ごめん、私ばっかり」

「おまえの祖母だ。話したかったんだろう？」

「そうだけど、でも、父は……」

　その時になって、ノアは思い出す──ロザベラは自分たちを同じ母から生まれた兄きよう妹だいだと思っている。その場合、母ファビラはノアを産んでから、ロザベラの父と駆け落ちしたことになるのだ。自分が産んだはずのノアを、置いて。

　ロザベラは、ノアにとってこれが辛つらい話題なのではないかと考えたのだ。

（実際には、俺の母はファビラではなかった……）

　だから、ロザベラが気に病やむ必要はまったくないのだ。

「ごめんね。私、ノアの気持ちも考えないで、舞まい上がってた」

「いい。気にするな」

「でも……」

　ノアは落ち込むロザベラの手を取った。彼女に暗い表情を続けて欲しくなかった。あまり時間は多く残されていない予感がしていたし、それならできるだけ彼女に幸せでいて欲しかった。

「少し庭を歩きたい。付き合ってくれるか？」

　ロザベラは頷うなずいて、ノアの手を握にぎり返した。

　ノアは彼女と手を取り合って、時には彼女の手を引いて、花々が艶あでやかに咲さき誇ほこる庭を歩いた。

　時を惜おしむように、ゆっくりと。




　　　　[image: ]




　太陽が沈しずんでいく。

　ロージーは屋や敷しきの前に横付けされた車から降りて、西の空を見つめた。夕日を浴びた木々の葉は透すき通とおって色づき、長い影かげを庭に落とす。太陽の輝かがやきが失われていくにつれて、物の輪りん郭かくは曖あい昧まいになり、吹ふきつける風も温度を下げた。

「どうした」

　車を車庫に入れてきたノアは、玄げん関かん前にたたずむロージーに気付いてそう声をかけてきた。

　ロージーは一日の最後の光からノアへと視線を移し、強くなってきた風に煽あおられた髪かみを押さえた。

「なんでもないの。……ただ、もう、一日が終わっちゃうんだなあって」

　ノアも空を見やった。夕暮れの光は何もかもを透き通らせるようで、ロージーは彼の心も見えるのではないかとバカなことを考えてしまう。

「今日はね、私にとって特別な日だったの」

　ロージーがそう言うと、ノアはロージーを振ふり向むいて瞬まばたきした。

「だって、ノア、今日は一日付き合ってくれる、って言ったでしょう」

「……言った、が」

　ノアはロージーの言葉を待つように、しばらくの間黙だまっていた──けれど、ロージーの話がそれで終わりだと気付くと、ますます驚おどろいて、困こん惑わくした表情をした。

「俺が一日付き合うと言ったから、特別な日、なのか？」

「そうだよ。こんなこと、初めてだもの。一時間だけとか、何時までとかならあるけど、一日一いつ緒しよにいてくれるなんて。ノア、いつも忙いそがしそうだったから。だから、今日は……ありがとう」

　ロージーはそう言って、彼の頰ほおにキスをしようと背せ伸のびをした。

　けれどノアは突とつ然ぜん身を引いてしまう。

　ロージーはびっくりして、呆ぼう然ぜんとしたままかかとを地面につけた。

「……ノア？　嫌いや、だった？」

「違ちがう、俺は……」

　ノアは言葉に詰つまっているようだった。狼狽うろたえているのか、困っているのか、とにかく、キスを避さけた理由を説明できずにいる。

（…………嫌きらわれた、わけじゃないよね？）

　これまでも何度か頭を掠かすめた疑問が、また甦よみがえる。

　でも、ノアははっきりと、繰くり返し、ロージーを愛していると言ってくれた。今日だって、忙しいだろうに、一日付き合ってくれた。

　だから、理由はわからないけれど、彼の愛情を疑ってはいけないはずだ。

「悪い、少し、疲つかれてるんだ」

　ノアはそう言ったから、ロージーは彼の言葉を信じることにした。

「ううん。じゃあ、もう中に入ろう。あ、今日は一緒に夕食も摂とれるね！」

　わざと明るくそう言うと、ノアは青ざめた顔のまま頷いてくれた。

　そして、屋敷に戻もどったロージーを、その報しらせが待ち受けていた。

「ドンナ・ロザベラ」

　ロージーたちを迎むかえたのは、組織の若い構成員だった。彼はノアに挨あい拶さつしてから、ロージーに向かって言った。

「リッツから電話がありました。折り返し連れん絡らくが欲しいとのことです」

「わかりました、ありがとうございます」

　ロージーはリッツの少し眠ねむそうな目を思い出しながら、番号のメモを受け取った。




　交こう換かん手しゆに番号を伝えると、すぐに配線が切り替かわってリッツが出た。

「ああ、待ってましたよ。情報屋があなたにネタがあるそうです。あなたの連絡先を聞いていなかったので、私のところに電話が掛かかってきました」

「！　ありがとうございます、すぐに電話してみます」

　ロージーが情報屋を使っていると知られるのもどうかと思って、屋敷の番号は報せていなかったのだ。ロージーはリッツから情報屋の番号を教えてもらうと、すぐに電話を掛け直した。

　再び交換手に番号を伝えて少し待つと、ハスキーなあの女の声が聞こえてきた。

「ブラックの情報が入った。買うなら店においで」

　電話はそれだけで切れる。ロージーは後ろで待っていたノアを振り向いた──ノアは、彼女の視線から察したようだった。

「まだ今日は終わっていない」

「ありがとう、ノア……！」

　ロージーはノアとともに、夜の闇やみに包まれつつある街へ、再び出かけた。




　質しち屋やはもう閉まっていたけれど、情報屋は店の前で待っていて、ロージーが乗った車が停とまると、その後部座席に素す早ばやく滑すべり込んできた。

　金を受け取ると、彼女はすらすらと語り出した。

「ブラックが二十人分のドレスを買い込んでる。店に並べるような上品なやつじゃない。もうちょいとセクシーなやつさ。来週末のパーティで何かイベントをやるらしくて、その準備だそうだよ。まあ、情報ならなんでもって言われたからね、お役に立つかはわからないけど報せておこうと思ったんだ」

「来週末のパーティ……！」

　ロージーも出るように言われている、エミリオ主しゆ催さいのパーティだろう。

　その瞬しゆん間かん、ロージーの頭に今日得た情報が一つの流れを作って現れた。

　消えた女たち。密入国の手配をしていたブラック。ドレス……。

　来週末のパーティには、ウェストエンド内外から資産家や実業家が大勢集まると聞いている。

（人身売買──）

　ふっとその言葉が出てくる。

　働き口を紹しよう介かいすると偽いつわってメルキス人の女たちを密入国させ、パーティに来た客たちに密ひそかに売り捌さばくのだ。

　けれど、パーティ自体はエミリオの主催のはずだ。

（エミリオが……絡からんでいる？）

　銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねの奥の、底知れない思おも惑わくを秘ひめた目を思い出し、自然と震ふるえてしまう。

　エミリオはデ・コスタの主あるじだ。彼が一枚嚙かんでいるのなら、ロージーに介かい入にゆうする余地はない。

　ブラックの言動が引っかかって調べ始めたはずなのに、ロージーが行き着いたのは、エミリオの『仕事』だった。

（ううん……まだわからない。本人に確かく認にんしてみよう……）

　情報屋はすでに車を降りていた。

　車はノアの運転で夜の街を家路につく。

　ロージーは窓まど硝子ガラスに額をつけて、店を彩いろどる真っ赤なネオンサインに目を向けた。

　考え込むロージーに、ノアが運転を続けながら声をかけた。

「……無理をするなよ」

　ロージーは後ろめたくなって──たぶん、無理はしてしまう気がしたから──返事に窮きゆうした。
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　エミリオが帰ってきたのは、夜も更ふけた時間帯だった。

　仕事の残りを片付けるためかすぐに書しよ斎さいに籠こもった彼を、ロージーは一人で訪ねた。

「やあ、ロザベラ。今日はノアと一緒に過ごしたんだって？」

　エミリオは快くロージーを迎え入れ、彼女をソファに座らせた。

　ノアと過ごしたことは、護衛の《クモ》から聞いたのだろう。

「ええ。お休みをありがとう。ドレスも作ってきたの」

「それは良かった。で、どうかしたのかな？」

「エミリオに、話があって。……来週のパーティのことなんだけど」

　エミリオはデスクにもたれかかって、腕うでを組んだ。

「あのパーティがどうかしたのかい？」

　抵てい抗こうはあったけれど、ロージーは率そつ直ちよくに尋たずねた。

「あそこで人を売るの？」

　エミリオは一いつ瞬しゆん言葉を失う。

「…………君の口からそんな直接的な言葉が出てくるとは、驚きだね」

　そう言って、苦く笑しようを漏もらす。

　どうやら言葉を失ったのは、図星を突かれたからではなくて、単に驚おどろいたかららしい。

　ロージーは、彼の真意に少しでも近づこうと、眼鏡の奥の灰色の目を見上げる。

「教えて、欲しいの」

「…………そうだな、一つ私も君に訊きいてみたいんだけど」

　そう言って、小首を傾かしげ、彼は尋ねてきた。

「君は、この状じよう況きようがいつまで続くと思う？」

「…………え？」

「禁酒法だよ。大量の酒が溢あふれていた社会から突とつ然ぜん酒を締しめ出すと宣言したあのバカな法さ。あれがいつまで続くと思う？　私はね、そう長くは保もたないと思っているよ。禁酒法の失敗はもう誰だれの目にも明らかだからね。酒が高い付加価値を生むから私たちの商売は成り立っている。不味まずい密造酒を人々が買うのは、それしかないからさ。禁酒法が撤てつ廃ぱいされたら、市場に酒が普ふ通つうに出回るようになる──もっと真っ当なやり方で作られた、美味うまい、安価な酒がね。私たちはそれと勝負しようなんて思わない。別の収入の当てを見つけないといけないんだよ」

　ぞわぞわと、ロージーの背筋を冷たいものが這はい上る。凍こおった虫が這い上がってくるような不快感に、ロージーは強く頭かぶりを振ふった。

「だから……だから、人身売買に手を出すの？　本気で？」

「そうは言っていないだろう。私は、ただ、他ほかに収入の当てを見つけないといけないと言っているだけだよ。そう、バウドにも言ったが、次のパーティで、そのお披ひ露ろ目めをするつもりなんだ。君にも、それまでは秘密さ」

　くすくす笑いを漏らすエミリオからは、罪悪感は欠片かけらも感じられない。

「そのパートナーが、ブラックさんなの？　でも、ブラックさんは……」

　彼は、どこか、怪あやしい。

　そんなことを根こん拠きよもなしに口にはできず、ロージーは唇くちびるを嚙む。ブラックが怪しいのはロージーの主観に過ぎず、証しよう拠こは何もないのだ。

「ハロルドは私の大事な友人の一人だよ」

　エミリオはそう言って、ロージーに近づいて彼女に手を差し出した。

「さあ、今日はもう部屋で休みなさい。パーティでの君の姿を楽しみにしているよ。きっと人目を引く美しさだろうね」

　ロージーは何も言えないまま彼の手を取って、立ち上がった。




　一日限りの休日は終わった。

　今日はエミリオの仕事についていく日だ。

　身の回りの世話をしてくれていた少女がいなくなった日から、ロージーは毎朝自分の面めん倒どうを自分で見る。元々そうしていたから、むしろ今の方が気楽だ。

　シャワーを浴びて、今日のドレスを選び、髪かみを梳くしけずり、鏝こてを当て、薄うすく化け粧しようをする。

（今日は……エミリオの仕事関係の人にも会うから、きちんとした恰かつ好こうじゃないと）

　そう考えて選んだ、ネイビーブルーのドレスに着き替がえる。

　準備を整え、姿見で一度自分の姿をチェックしてから、扉とびらを開け──

「っ！」

　扉を開けた先に予想もしていなかったものを見て、ロージーは思わず身を竦すくませる。

　廊ろう下かに、ダリオがいた。

　壁かべにもたれて、俯うつむいて、眠ねむっているようだ。

「……ダリオ？」

　酔よっているのかと思い、用心しながら声をかけると、彼は顔を上げ、眠そうな目を擦こすってロージーを見た。

「……ああ、ロザベラ。待ってたんだ」

「待ってた？　私を？」

「ほら」

　そう言って、彼は抱かかえていた包みを差し出してきた。

　白地に金の模様が散る包み紙で綺き麗れいにラッピングされた、かなりかさばるものだ。すぐにロージーは中身を察した。

「……ドレス？　くれるの？」

「今日さ」

　ダリオは、まだ眠いのか座り込んだまま目を擦りながら、ぽつりと言った。

「それ、着てけよ」

「え……」

　ロージーは困こん惑わくして、包みを見下ろした。

　いつもダリオがプレゼントしてくれるのは、大たい抵てい派手めのドレスだ。露ろ出しゆつ度どが高いものも多く、特にエミリオ付きとなった最近は着る機会が少ない。

　ロージーはその場で包みを解いて、花はな柄がらのシフォンドレスを取り出した。

　大だい胆たんな花柄は、今シーズンの流行だと聞いている。

「可愛かわいい……」

　今までのダリオの趣しゆ味みよりも幾いく分ぶんおとなしめで、ロージーの趣味に合っている。

　でも、やはり今日着ていくにはカジュアル過ぎる。

　ロージーはドレスを胸に抱だき締めて、できるだけダリオを刺し激げきしないような言葉を選んで言った。

「あの……ありがとう、ダリオ。でも、私ね、今日もエミリオのお仕事を手伝うから、あんまり派手なのは、無理なの。別の日か、今日、帰ってから……」

「着てくれよ」

　話が通じない。

　アルコールの匂においがするし、酔っているのかもしれない。

　ロージーはたじたじになりながらも、もう一度、言い聞かせようとした。

「あのね、でも、もう、朝食会だし……」

「今、着てくれ」

　ダリオはそう言って、目を擦っていた手をどけて顔を上げた。

　白しろ眼めが赤くなっているのは、たぶんアルコールと、手で擦ったせいだ。

　でも、泣き腫はらしたみたいな、どこか悲痛な目に見えた。

「今着てくれよ。そしたら俺、ロザベラのことすごく大事にするから。ちゃんとベッドまで運ぶし、キスだって嫌いやならしないし、痕あとも残さないし、できるだけ痛くないように、色々我が慢まんする。その服だって優やさしく脱ぬがすから」

「…………？」

　ロージーは何を言われているのか、理解できなかった。耳には情報が入ってくるのに、頭がそれを理解するのを拒きよ絶ぜつしていた。

　ダリオはなおも言い続けた──酔っているみたいな、というか完全に酔っている、呂ろ律れつの怪しい口調で。泣いたみたいに、少し、赤い目で。




「俺、ロザベラが壊こわれないように抱だくから」




　──理解を拒こばんでいた頭が、ついに音ねを上げた。

「……………………」

　ロージーはダリオが何を言いたいのか正確に理解した。それにつれて、顔に血が上っていく。首から顔、耳まで赤くなって、ついでに握にぎった拳こぶしの中まで真っ赤になった。

「だ、ダリオ……」

　ダリオは、急に瞬まばたきをした。ロージーが真っ赤な顔で自分を見下ろしていることに気付いて、自分が何を口走ったのか気付いて、彼の顔まで赤くなる。
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「あっ、俺っ、違ちがうんだ、こんなこと言うつもりじゃ──」

　ダリオは急に立ち上がった。

　ロージーは身を硬かたくして、思わず一歩後あと退ずさりした。

　ダリオの顔に色々な表情が浮うかんだ。羞しゆう恥ち、絶望、後こう悔かい。最後には泣くんじゃないかというくらい、真っ赤になった顔を歪ゆがめて──

「ごめん！」

　彼は、ロージーの前から逃にげ出した。

　残されたロージーは、ダリオの足音が遠ざかって、聞こえなくなってから、その場にへなへなとくずおれた。

　彼女の腕うでの中で、花柄のドレスは皺しわだらけになって萎しおれていた。




　突とつ然ぜん手首を摑つかまれて、ロージーは、悲鳴を上げそうになった。

「っ、あ、ノア……」

　振ふり返るとノアが不思議そうな顔でロージーを見下ろしていた。

　朝食会が終わって、幹部たちが食堂を出ていき、ロージーもよろめきながらそれに続こうとしていた。

　廊下でそれを引き留められて、いつになく動どう揺ようしてしまう。

「……どうかしたのか」

「えっ、なっ、なんでも、ないよ！」

　慌あわてすぎて声が裏返った。

　ロージーは赤面して黙だまり込み、ノアはますます訝いぶかしげな顔になった。

「顔が赤いぞ」

「…………」

「ダリオが朝食会に出なかったことと何か関係あるのか」

「!?」

　ロージーは目を剝むいた。

　鉢はちの中の金魚のようにぱくぱくと口を開けたり閉じたりする。その間にも顔には熱が集まり続け、ついには涙なみだまで溢あふれてきた──が、ここで泣くと面めん倒どうな事態を引き起こしかねない。

　案の定、ノアの表情は急速に暗く、鋭するどいものへと変わっていく。

「何かされたんだな」

「ち、違うのっ！　プレゼントを貰もらっただけ、大だい丈じよう夫ぶ、全然、本当に、何もされてないの！」

　今度は、ダリオの部屋へ向かおうとするノアを、ロージーが引き留めた。

　まだ玄げん関かんの方に幹部たちがいることを思い出して、声を必死で潜ひそめる。

「本当だよ。触ふれられてもいない。私は大丈夫」

「大丈夫って面つらか」

「…………だ、大丈夫ではあんまりないけど、それでも、ダリオも、ごめんって言ってくれたし。主に、びっくりした、っていうだけだから。何かあったら、ちゃんと言うから！」

　ノアはまだ引っかかるような顔をしていたけれど、一応納なつ得とくしてくれた。

「……今日はエミリオと出るのか」

　ノアの問いに、ロージーは少しだけ落ち着きを取り戻もどして頷うなずいた。

「うん」

「気を付けろよ」

　デ・コスタの構成員としてエミリオのそばにいれば、当然危険な目に遭あうこともあるだろう。エミリオと一いつ緒しよに、ロージーの命が狙ねらわれることだってあるはずだ。

　だから、ノアのその言葉に、ロージーはもう一度深く頷いた。

「うん、気を付ける。ノアも、気を付けてね」

　また、一日の終わりに会えるように。

　互たがいの無事を祈いのりつつ、ロージーはノアと別れた。




　エミリオは朝から夜よる遅おそくまで、精力的に仕事をこなしている。

　当然、それについていくロージーも同じだけの時間を拘こう束そくされる。帰ってくるとくたくたで、バスタブの中で寝ねてしまって溺おぼれかけたこともある。

　身体からだも、神経も、疲つかれ切ってしまって、とてもブラックのことを調べるどころではなかった。

　でも、毎朝鏡台の前に座って、小さな赤い髪かみ留どめを引き出しから出すたびに、ロージーはいなくなった女たちのことを考えた。

　倉庫でこの髪留めを見つけた日から、もう十日が経たつ。

（……パーティは、今晩だ）

　ロージーの予想が当たっていて、女たちが売られるために捕つかまっているのなら、まだ生きてはいるはずだ。どこかに閉じ込められて、辛つらく、不安な思いをしていることだろう。

　この髪留めを、持ち主に返したい。

　ロージーは引き出しの中から髪留めを取って、それをハンドバッグの中に入れた。

　エミリオが本当に次の商売として人身売買を考えているのなら、ロージーはそれを止めたい。犯罪で生きているとはいえ、他人の身を売り捌さばいて金を稼かせぐことに、強い抵てい抗こうがあった。

（エミリオは私の話を聞いてくれない。でも、彼はたぶん、誰だれの言葉も聞こうとはしない……）

　その時頭に浮かんだのは、ダリオのことだった。

　エミリオは、ダリオが撃うたれた時、子どものように放心していた。

　たぶん、エミリオにとって、ダリオは大切な存在なのだ。

（ダリオの言うことなら、聞いてくれる……？）

　ちらりとそう考えたけれど、その直後、先週の朝の出来事を思い出して赤面する。




『俺、ロザベラが壊れないように抱くから』




　ダリオが自分を『狙っている』のは知っている。でも、あんな──情熱的というか、あからさまなことを言われたのは久しぶりだ。

　耐たえられなくなって、ロージーは火ほ照てった頰ほおに冷たい手を押し当てる。

（こっ、壊れないように、って……普ふ通つうにしたら、こ、壊されちゃうの、私？）

　色いろ恋こいの経験が皆かい無むのロージーには、まったく意味がわからない。小説を読む時は、キスシーンすら恥はずかしくて読み飛ばしてしまうのに。

　あれ以来、ダリオはロージーに声をかけてこない。どんなに忙いそがしくても朝食会だけは出なければいけないのに、この十日、ダリオは屋や敷しきに帰ってすらいない。

　一応エミリオが連れん絡らくを取っているから心配いらないという話だけれど……。

（エミリオのこと相談しようにも、ダリオにどんな顔で会ったらいいかわかんないよ……）

　本人も顔を赤くして謝っていたから、酔よった勢いだったのだろう。水に流してなかったことにするのが一番なのだろうけれど、ロージーもそこまで大人にはなりきれない。

　しばらくはダリオの台詞せりふを思い出し、俯うつむいてふるふると震ふるえていたが、そうしてばかりもいられないので、顔を上げた。

　鏡の中には、まだ少し赤い顔の自分。

（……お化け粧しようしないと）

　今は午後の三時。一時間半後にはパーティ会場に出かけなければならない。それまでに準備を終えて、ドレスに着き替がえるのだ。

　ロージーは、まずはクリームを手に取った。

　顔に少量のクリームを延のばしながら、鏡の中の自分と話し合う。

（まず、エミリオは説得できそうにない。でも、このままエミリオに人身売買をさせたくないし、ブラックさんのことも気になる。あの人は……何か、エミリオに不満を抱かかえ込んでいる）

　下地、淡あわい象ぞう牙げ色の粉こな白粉おしろい、抑おさえ気味の頰ほお紅べに、眉まゆ墨ずみ、アイシャドー、マスカラ……手順を踏ふんで、慎しん重ちように色を乗せていく作業は、何度繰くり返しても集中力が必要で、くたびれてしまう。

　けれどその間も、ロージーは自分がこの化粧の後すべきことについて考えていた。

（もし本当にブラックさんが何かデ・コスタに良くないことを考えているのなら……）

　口紅は思い切って新色を試ためした。ドレスとパーティの照明を考えると、明るめの色がいい。

　紅を唇くちびるに乗せたロージーは、鏡の中の自分を見つめて、宣言する。

（彼の計画を、私が潰つぶそう）

　何かが、このパーティで行われる。

　ロージーには、それだけはわかっていた。

　だから、ロージーも、パーティで、動くのだ。




　しつけ糸が取れたばかりのドレスを着て、屋敷に呼んだ美容師に髪を結ゆい上げてもらい、準備が一段落ついた頃ころ、扉とびらがノックされた。

「はい」

　イヤリングをつけながら、ロージーは扉を振り返った。

　まだ出発には早い時間だったけれど、エミリオが迎むかえに来たのだろうか──そう思ったロージーの前で扉が開いて、ノアが現れた。

「え……どうしたの、ノア」

　驚おどろいて尋たずねたけれど、ノアはロージーの姿を見るなり立ち止まって、何も言ってくれない。

　着替えを手伝ってくれた美容師が、笑って言った。

「見とれていらっしゃるのでしょう。お嬢じよう様さまがとてもお美しいので」

「そっ、そんなこと……」

　ロージーはびっくりしてそう言ったけれど、すでに仕事を終えていた美容師は挨あい拶さつして部屋を出て行ってしまった。

　ロージーはノアと部屋に二人きりになって、いつになくもじもじしてしまう。

　ちら、と部屋にある姿見で自分の姿を確かく認にんする。

　丹たん念ねんに梳くしけずり、結い上げてもらった髪には、ノアが見立ててくれた花を模した髪かみ飾かざりをつけている。淡いピンク色のドレスはそれに合わせたもので、膨ふくらんだ裾すそが動くたびにひらひらと翻ひるがえって、デザインは現代的なのにまるで絵本の中のお姫ひめ様さまのようだった。花弁に煌きらめく朝あさ露つゆのようにちりばめられた宝石も、華はなやかだけれど上品な出来だ──ロージーには勿もつ体たいないくらい。

（別に、どれだけ着き飾かざっても、私自身が綺き麗れいになったわけじゃない、とは思うけど……）

　見とれていた、なんてこと、ノアに限ってきっとないのに、少しだけ、ほんの少しだけ、期待してしまう。

（ちょっとだけでも、綺麗に、見えるかな）

　その時、ノアが口を開いた。

「……今日のパーティで、何かやらかすつもりか」

　どきりとして、ロージーの返事は遅おくれてしまう。

　言い繕つくろおうとしたけれど、もう遅おそかった。

「やはり、そうか」

　ノアに、悟さとられてしまった。

「自分が何をしようとしているかわかっているのか？　エミリオの商売の邪じや魔まだぞ」

「でも、人身売買なんて……！」

「相手はエミリオだぞ！」

　ノアはロージーの肩かたを摑つかんで、強い口調で言った。

「これまでとは違ちがう。ただ危険があるだけじゃない。おまえは自分の組織のボスの邪魔をしようとしているんだ。わかっているのか？」

「ち……違うよ、私は、ただブラックさんが何かよくないことを計画してるんじゃないかって思って……」

「もし、違ったら？」

「え？」

　ロージーは恐おそれて逸そらしていた目を上げた。ノアは、心から、ロージーを心配していた。

「もし、違ったらどうするつもりだ。ブラックが何も企たくらんでいなかったら？　やつは単に、エミリオと新しい商売を始めようとしているだけかもしれない。今のところは、その可能性の方が高いんだ。その時、おまえはその『商品』たちをどうするつもりだ」

　もしも、ロージーの予感が外れて、ブラックがエミリオへの悪意を持っていなかったら。

　人身売買が、純じゆん粋すいに、エミリオの新しい商売だったら。

（私が彼女たちを逃にがせば、それはエミリオに逆らうことになる……）

　確かに、ぞっとする話だ。

　でも、ロージーのハンドバッグの中には、あの赤い髪かみ留どめがある。

　仕事を求めてこの国に来た女たちが、大勢騙だまされて捕まっているのだとしたら……。

（自由を、奪うばわれて、いるのなら）

　ロージーの頭には、最初にこの屋敷につれてこられた時のことがあった。

　今の部屋と同じ間取りの、鉄てつ格ごう子しがついた部屋。

　その部屋にロージーは物みたいに閉じ込められて、三人の従兄いとことの結けつ婚こんを迫せまられていた。

　わけがわからなくて、怖こわくて、身体からだの震えが止まらなかった。

　あの恐きよう怖ふを、ロージーはたぶんずっと忘れないだろう。

（あんなこと……もう、嫌いや……）

　デ・コスタに来てからしばらくは、自由を得ることがロージーの最大の目的だった。

　この髪留めの持ち主も、同じような思いをしているかもしれない。

「……逃がして、あげたいの」

「ダメだ」

　ノアが、鋭するどく否定した。

「そんなことをすれば、エミリオの怒いかりを買うことになる。おまえが今後もデ・コスタで生きていきたいのなら、それだけは絶対にするな」

「だって、ノアは平気なの？　密入国をしたって言っても、私と変わらない歳としの子もいるかもしれない。そんな子たちが、騙されて、捕つかまって、売られてしまうんだよ？　ただの同情じゃないの。私も、同じだったから……ノアがいなかったら、私、今いま頃ごろ……」

　ロージーの訴うつたえを捻ひねり潰すような暗い目で、ノアは言い切った。

「俺はそんな女たちのことなんてどうでもいい」

　噓うそだ。

　すぐに、ロージーはそう思った。

　理由なんかないけれど、ノアは絶対に、そんなことを本心から言わない。

「噓吐つき……」

　呻うめくような声でそう零こぼすと、ノアが顔を歪ゆがめた。笑ったのだと、少し遅れて気付いた。

「俺は噓吐きだ。覚えておけ」

　ロージーの耳で揺ゆれるイヤリングに触ふれてから、ノアは離はなれていった。

　部屋を出る前に、彼は言った。

「今日のパーティには俺も行く」

　ロージーに好き勝手はさせないと、その目が言っていた。
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　待ち合わせ場所に来たアレックス・リーは、表情にこそ出していなかったが、ぴりぴりとした苛いら立だった雰ふん囲い気きを纏まとっていた。

　自分のせいかな、と思いつつも、リカルドは気にしないようにして、目を通していた新聞をめくる。ちょうど、アレックスの記事だった。

『組織犯罪撲ぼく滅めつのために──』

　タイトルにはそんな文字が躍おどる。

　連れん邦ぽう検事としてデ・コスタと戦うアレックスへのインタビュー記事だ。アレックスの写真まで使われている。犯罪組織との戦いを市民に呼びかけ、まるで正義の味方のような顔で紙面に載のっているその姿に、リカルドは思わず噴ふき出す。

「なんだ、こんな写真出してるのか」

「そんなことはどうだっていい」

　アレックスは言って、人間一人分のスペースを空けて、リカルドの隣となりに腰こしを下ろした。

　待ち合わせ場所は、高台にある公園のベンチ。

　海と市内が一望できる公園は観光客と親子連れでそこそこ賑にぎわっていた。

　アレックスはいつもと同じ地味なスーツ姿、リカルドの方は帽ぼう子しを目ま深ぶかに被かぶって目元を隠かくしている。

　アレックスの主張は明確だった。

「警告だ。今すぐ手を引け。余計なことをするな」

　新聞で笑えみを隠しながら、リカルドは答えた。

「あんたに迷めい惑わくかかるようなことはしてねえよ？」

「君を消すくらいは簡単だ」

　一度見たら忘れられないような目で睨にらまれる。

　基本的にアレックスは地味な雰囲気の男だ。顔立ちはよく見れば整っているし、長い黒くろ髪かみだって人目を引くはずなのに、気がつくと周囲に埋まい没ぼつしている。

　たぶん、それはアレックスが意図的にそう振ふる舞まっているからだろう。注目を引かないよう、人の意識に触れないよう──仕草や、目線や、声のトーンなどで。

　けれど今のアレックスは印象的だった。静かな怒りをリカルドに向けて、本気で殺すぞと脅おどしている。リカルドはまた笑いたくなった。人じん畜ちく無む害がいな役人面づらをして、正義の味方面をして新聞に載る男の、裏の顔が垣かい間ま見えたから。

「何がそんなに気にくわない？」

「余計なことをして欲しくない。今こそこそ動いていることをやめるんだ。君は何もするな」

「悪いが俺はあんたの部下じゃないんだぜ。取引相手だ」

「警告はした」

　一方的にそう言い捨てて、アレックスは立ち上がった。

　振り返ることもなく歩き去る彼の後ろ姿を眺ながめ、リカルドは新聞を畳たたむ。

「だからって、こっちもおとなしくしてるわけにはいかないんだよなあ」

　呟つぶやいて立ち上がると、売店の前でコーヒーを飲んでいた仲間二人がこちらに気付いた。一人はメルキス系の若い男で、一人はまだ十代半ばの少女だ。

　少女はメルキス人の売店で売っていた揚あげ菓子を片手に、鳩はとを蹴け散ちらしながらやってきた。

「もういいの？」

　少女──ルチアの口の横には揚げ菓子にまぶしてあった砂糖とシナモンがついている。こうしていると歳相応どころか、十四という実じつ年ねん齢れいよりも幼く見える。

「美味うまいか、それ」

「うん」

　ルチアは素す直なおに頷うなずいた。彼女が最近自分に少しずつ懐なつきつつあるのを感じる。

　保護者だった兄を殺されて気を張って生きてきたとはいえ、まだ十四の少女なのだ。周りに大人がいれば、頼たよろうとするのが普ふ通つうだ。

「……今日の手順、確かく認にんするか？」

　しかし、そう訊きいた途と端たん、彼女は子どもであることを止やめた。

『仕事』のことになると、彼女はいつもこうなのだ。

　揚げ菓子にもう一口囓り付いていたルチアは、急に冷めた目になって答えた。

「あたしには必要ない。あんたのために確認が必要ならそうするけど？」

「良い返事だな」

　リカルドは笑い、もう一人の仲間──レオは苦い顔をした。

「ほんと可愛かわいげのねえガキだ」

　そう言いながらもルチアに揚げ菓子を買い与あたえたのはレオだ。

「いいだろ、これくらい」

　リカルドはルチアを擁よう護ごする。ルチアを利用しているのはこちらなのだから、可愛げがないくらいが心ここ地ちよい。

　だが、レオはまだ納なつ得とくがいかないようだった。

「だいたい俺は今回の件には反対なんだ。あんただけで乗り込むなんて無む茶ちや──」

「ルチアも一いつ緒しよだぜ」

「こいつを頭数に入れるんじゃねえよ。あんた自分の腕うでの状態把は握あくしてんのか？」

　苦い顔のレオを見て、リカルドは思わず笑い出す。

「おまえほんっと心配性しようだなー」

「あんたがどうかしてんだよ！」

「今回ばかりは身軽な方がいいんだよ。大人数で行って銃じゆう撃げき戦せんになるのだけは避さけたいからな」

　そう言うと、レオも意図を察したらしい。

「あの検事か」

「まあな。これ以上あいつの目につくのは危険だ。あ、それで思い出した。この間の医者の件どうなった？」

「……おいガキ、おまえここで待ってろ」

　レオはルチアをベンチに残して、リカルドを噴ふん水すいの方へ引っ張った。

　話を聞かれないくらい離れてから、改めてリカルドと向き合う。

「往おう診しんした医者から話を聞いた。クイーンズ・ストリート18番地、６０１号室。検事の他ほかに、女が一人いて、医者が診みたのは女の方だと言っていた。四十代の女で、発ほつ作さで倒たおれたらしい。どうも心臓に問題を抱かかえているようだな。軽く周りに聞き込んでみたが、女の姿を見た人間は他にいない。閉じ籠こもってんだろう」

「事件の証人か、それとも身内か……」

　アレックスに呼ばれたという医者を見つけられたのは、偶ぐう然ぜんが重なった結果だった。

　レオを医者のところへやって詳くわしい話を聞き出したはいいが、ここから先は迷うところだ。

「どう思う？」

　リカルドは右みぎ腕うでであるレオの意見を求めた。

「やめておいた方がいい。これ以上探さぐりを入れれば女か検事にばれる可能性が高い。あの検事が俺たちを切る可能性がある」

「だな」

　リカルドの答えに、レオは驚おどろいたように切れ長の目を丸くした。

　リカルドは太く男らしい眉まゆを顰ひそめる。

「なんだよ、その顔」

「あんたが俺の意見をまともに聞き入れることなんてそうねえだろ」

「そうでもねえよ、あの、ほら、今日の昼飯決めたのおまえだったろ」

「……他にめぼしい例は浮うかばなかったのかよ」

　リカルドは黒髪の中に手を突つっ込んでぼりぼりと頭を搔かいた。

「まあ、そのアパートメントに関しては、一いつ旦たん手を引こう。俺たちと繫つながりのない誰だれかに探らせるって手もあるしな」

「『繫がりのない誰か』？」

「そういう便利なのがいたら、ってことさ」

　リカルドのウインクを見て、レオは不ふ吉きつなものでも見たみたいに、メルキスの厄やく除よけの仕草をした。

「おい、俺は嫌いやな予感がするんだが──あんた、まさかもう動く気か？」

「あ？」

「デ・コスタに検事の情報漏もらして、あの検事とデ・コスタを潰つぶし合わせるつもりじゃねえのかって言ってんだよ」

　すっとぼけようとしていたリカルドは、レオの言葉に言い逃のがれを諦あきらめた。

「いいじゃねえか。どっちも敵だ。今は警察も市長もデ・コスタにかかりきりで、俺たちが帰ってきても目を付けられる心配は少なくなった。そろそろ検事の後ろ盾だてはいらねえ。それにやつには、『真っ当な市長と汚お職しよくを一いつ掃そうした警察組織』っていうでかい駒こまが手に入るところだ。そうなれば、俺たちみたいなごろつきと手を結ぶ必要もなくなる。やつから切られる前に切るべきだ」

「……やっぱり俺の意見なんて全然参考にしてねえじゃねえか」

「そうでもねえだろ、少なくとも俺たちから探りを入れることは一旦控ひかえようって言ってんだからよ。とにかく、もう行こうぜ──おい、ルチア！」

　名前を呼ばれたルチアが、揚げ菓子の最後の一欠けを口に放り込んでやってきた。

　リカルドは新聞をくず籠かごに捨て、駐ちゆう車しや場に向かって歩き出した。
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　パーティ会場となった屋や敷しきは、ウェストエンドから行くと果樹園を抜ぬけた先、海に面した土地にあった。

　石造りの建物は三階建てだが、どの階も天てん井じようが高く、普通の三階建てより遥かに高い位置に屋根がある。外がい壁へきは真っ白く塗ぬられて、庭の緑や海の青と好対照だ。中庭を少し下ればそのままプライベート・ビーチにも行ける。

　勿もち論ろん、屋敷はデ・コスタの所有で、床ゆかや柱に使われている大理石、それに庭の何種類かの植物は、新大陸渡と航こう前に彼らが暮らしていたコルネ島からわざわざ運ばせたものだという。

　海辺の広大で快適な別べつ荘そうといった佇たたずまいだが、屋敷に通じる道は一本だけで、見晴らしも良かったから、安全面でも心配はなさそうだった。

（凄すごく綺き麗れいなところ……）

　ロージーは、明るく照明が灯ともされた広間から、黄昏たそがれ時の海を見やって思った。

　中庭に面した窓は大きく開け放たれて、庭にもテーブルが出ていた。室内では楽団がスローテンポの曲を奏かなで、招待客たちが小さなグループを作って話に花を咲さかせている。

「ロザベラ、紹しよう介かいする人がいるからおいで」

　ロージーも、いつまでもぼんやりはしていられない。

　エミリオに呼ばれて、ロージーは彼の腕に手をかけ、談だん笑しようする人々の間に入ろうとする。

　けれどその時、曲が変わった。

　スタッカートが印象的な、情熱的なリズムだ。

　客たちは手に手を取って踊おどり始めた。エミリオが紹介しようとしていた客も、それに混ざってしまったようだ。

　紹介を諦めて、エミリオはロザベラに誘さそいかけた。

「……君も踊る？」

「お、踊れない……」

　ロージーが青ざめて首を振ふると、エミリオは困ったように眉を上げた。

「かといって、今日の君は壁かべの花には絶対になれないと思うよ」

　ロージーも、周囲からの視線は感じていた。

「……わかってる。私が、デ・コスタの娘むすめだから……」

「いや、どちらかというと、君自身のせいじゃないかな」

（私自身の？）

　この人は何を言っているのだろう。

　ロージーは困こん惑わくしてしまうが、エミリオはそれがおかしかったのか、ぷ、と噴ふき出した。

「私が言うことを君が信じるかどうかはわからないが──今夜の君は、とても綺麗だからね」

　ロージーは言葉を失う。

　折せつ角かくドレスを着たのだし、ノアに綺麗だと思われたいとは考えたけれど、それはあくまで『普ふ段だんの自分と比べて』という話だ。このパーティ会場の中にいる数多あまたの女たちの中で、とりわけ『綺麗』だと思われようなんて、大それたことは考えていない。

　けれど、エミリオはロージーの肩かたに手を置いて言った。

「自信を持つことだ。背筋を伸のばして顔を上げて、微笑ほほえみを忘れなければ、君は今夜一番美しいレディだよ」

「…………口が上手うまいのね、エミリオ」

「ああ、やっぱり信じてもらえなかったね」

　そう言って、笑い出す。

　不思議とエミリオは上じよう機き嫌げんに見えた。今日こそ、新しい『事業』のお披ひ露ろ目めができるからだろうか。

　彼は振り向むいて、窓辺に立っていたノアに声をかけた。

「ノアからも言ってくれないか？」

「断る」

　ノアはすげなくそう言って、ロージーの手を取った。

「ノア？」

　ノアは──何故なぜか、ダンスフロアの方へ向かっている。ロージーの手を引いて。

　ロージーは再び青ざめて、ノアを引き留めようとした。

「私、踊れないんだってば！」

「練習に付き合ってやるよ」

「でもみんな見てるのに！」

　腕うでを引っ張られて、ノアの胸に鼻がぶつかった。

「……っ」

　非難の声を上げる間も与あたえられず、ロージーは再び突き放される。

　正面からノアと向き合う形になった。

　ロージーを見つめるノアも、パーティに合わせて盛装していた。

　光こう沢たくある黒羅ら紗しやのディナージャケットに、白いシャツの喉のど元もとを飾かざる黒い蝶ちようネクタイ。

　いつもは目元を隠かくすダークブラウンの髪かみも、今日は整えられて後ろに撫なでつけられている。

　そのせいか、彼の視線を鋭するどく感じた。

（……恰かつ好こ良いいなあ）

　身内びいきを抜きにしても、ノアは綺麗な顔をしているし、背も高くて恰好良い。それが盛装して、普ふ段だん髪に隠れている額や目元を露ろ出しゆつしているのだ。

　ノアが、急に手を差し出してきた。

「え？　えっと……」

　戸と惑まどうロージーの手を、ノアが取る。

　途と端たん──

　凄い力で、引き寄せられた。

　ノアの顔面が、睫まつげが触ふれそうな距きよ離りに迫せまる。

「な、なななな……」

　言葉にならないロージーの耳元に口を寄せ、ノアが囁ささやき声で命じた。

「左手を肩の下に」

　そう言いながら、ノアも自分の右手をロージーの背中に回す。

　ロージーは慌あわてて言われた通りにした。

「指示通りに動け」

「あ、うん」

「合図で足を前に出せ──右」

　突とつ然ぜん言われて、ロージーはほとんど反射で動いた。右足を、とにかく前に出し──出し終える前に次の指示が飛ぶ。

「左！　右！　揃そろえて！」

「はっ!?　ひあっ」

　足あし下もとを見る余よ裕ゆうすらない。言われるままに動いて、動き終わる前にまた指示が出る。

　そして、衆しゆう人じん環かん視しの中、ロージーの『練習』が始まった。




　ノアの指示は、このポジションの時は左足が前にこれだけ踏ふみ込んでいないといけない、という具体的なものから、スロー、スロー、クイック、だの、ターン、だの、わかるようなわからないようなものまで様々だった。

　訊きき返す間も与えられないまま、ロージーは緩かん急きゆうを付けてひたすら動いた。半分くらい、いや、ほとんどノアの動きに引きずられるか振り回まわされていただけのような気がする。

　そのたびに、仕立てたばかりのドレスの裾すそがひらひらと花弁のように舞まって、涙なみだとも汗あせともつかない雫しずくが宙に散った。結ゆい上げられた蜂はち蜜みつ色の髪は、照明を浴びて黄金よりも輝かがやいていた。
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　けれど、ロージーには周囲の好こう奇きの目は見えなかった。そんな余裕はなかった。

　ノアの足を踏みそうになったのは一度や二度ではないし、転びかけたこともあった。毎回ノアが支えてくれなかったら、ロージーはとっくにフロアに転がってさらなる醜しゆう態たいをさらしていたはずだ。

　右足を後ろに引けと言われて、ロージーはその通りにした。

　同じタイミングで、ノアが左足を大きく前に出した。

「！」

　ノアの上半身がややロージーの方へ傾かたむき、ロージーは自然と仰のけ反る姿勢を取る。

　それまでの激しい動きのせいで、ロージーは今にも倒たおれそうだったけれど、背中はノアの手に支えられて、不思議と安定感があった。

　見下ろすノアと見上げるロージーの視線はぴったりと合っていて、ロージーは息切れしながらもその目をただ見上げていた──指示がない。

　代わりに、彼は不思議なことを言った。

「これで……逃にげられないな」

「ノア……？」

　気がつくと音楽が終わっていた。

　ノアはロージーを立たせると、身体からだを離はなした。最後の言葉の意味を、ロージーはその時理解した。

　広間中の視線が、ノアと自分に集まっていた。それも、どちらかというとロージーの方に。

「え……？」

　ずっと見られていたのだと気付いて、ロージーの顔が引きつる。

　ロージーはデ・コスタの娘で、その上初心者丸出しのあの酷ひどいダンスだ。それはもう、目立ったことだろう。わらわらと近づいてきては何か話しかけてくる人々を前に、ロージーは青ざめて震ふるえ出す。何を言われているのかすらよくわからない。

　けれど、彼女の肩に手を置いて、ノアは囁いた。

「これは競技会じゃない。おまえの技量なんてさほど問題にはされねえ」

　そうはいっても、たぶんここにいるのは、いわゆる上流の、洒落しやれた人々だ。ダンスもできない無ぶ粋すいなロージーを馬ば鹿かにしたり怒おこったりするのが普ふ通つうなのではないだろうか。

　嫌いやみを言われたり怒られたりするのかとびくびくしていたロージーの耳に飛び込んできたのは、誘さそいの言葉だった。

「次の曲は僕と踊おどってくれないかな？　きっとそのパートナーより優やさしくリードできるよ」

　誘ってきたのは若い男性だった。その直後、周りから抜ぬけ駆がけがどうのなんて言われて非難されている。

　ロージーは慌てて断った。

「ご、ごめんなさい、私踊れないんです……」

「踊っていたじゃないか、今！」

　明るい笑いが漏もれる──ロージーは、ノアの目もく論ろ見みを悟さとった。

（私を一人にさせないつもりだ！）

　ノアと踊ってしまった以上、もう踊れないからと断ることはできない。ダンス前よりも注目を浴びたロージーは、なかなか一人になることができないし、こんなふうに、物好きな男がダンスに誘うこともあるだろう。

　そうすれば、ノアが見ていない場面でも、彼女が好き勝手に行動することはできない──たとえば、今夜の『お披ひ露ろ目め』前に『商品』たちを見つけて解放しよう、なんてことはとてもやりにくくなる。

「……ノア！」

　振ふり返ると、ノアは、群衆に紛まぎれるようにして離れていこうとしていた。

　ロージーは誘いをなんとか振り切って、ノアを追いかけ、その腕を摑つかんだ。

「ノア、どこへ行くの？」

「別件の仕事だ」

　ノアは時計を見ている。時刻は八時前。パーティはまだまだ続くが、彼も忙いそがしい身だ。

「じゃあ、ここを離れる前に、私の邪じや魔まをしていこうとしたのね」

　ロージーは責める口調でそう言ったが、ノアにはまったく応こたえた様子がなかった。

「でなけりゃ誰だれがこんなところで踊るか」

　歩きながら、蝶ネクタイを外し、後ろに撫でつけていた前まえ髪がみもばさばさと前へ下ろす。いつもの、少し表情が読みにくい恰かつ好こうに戻もどってしまった。

「酷いよ」

「なんとでも言え」

　ノアはそう言って、蝶ちようネクタイをロージーの方へ放ほうり投なげた。ロージーはそれを受け止め──その間に、彼はさっさと扉とびらを開けて外に出てしまった。




　ロージーが化け粧しよう室に逃げ込めたのは、それから二時間は経たってからだった。

　薔ば薇らの生花で飾かざられた洗面台の上には壁かべ時計があって、その針はちょうど十時を指していた。

（もう時間がない……）

　メイン・イベントは十時半から、とエミリオはあらかじめ招待客に伝えている。そのメイン・イベントこそが新事業のお披露目と見ていいだろう。人身売買が行われて、女たちが客に買われてしまってからでは、ロージーには行方ゆくえを追うことすら難しくなる。それに、ブラックが何か企たくらんでいる可能性も捨てたわけではない。

　ロージーは、そっと扉を開けて廊ろう下かを窺うかがった。

　さすがに化粧室にまでついてくるような失礼な人物はこのパーティにはいないようで、廊下にいるのはベンチに座って会話を楽しむ男女くらいだ。

　ここから玄げん関かんホールも見えるが、新しい客も少なくなり、玄関の案内係も暇ひまそうだ。

（今なら行ける……）

　散々ダンスに誘われて、さすがに何度かは断り切れずに踊る羽目になったが、その間にもロージーはそれとなく情報を聞き出そうと試みた。勿もち論ろん招待客も今日のイベントや新事業について知らされているわけではないので、大たい抵ていはただの噂うわさ話ばなしやゴシップに終始していたが。

　でも、中には有益そうなものもあった。

（この屋や敷しきには、隠かくし部屋がある……）

　幼い頃ころこの屋敷に遊びにきたことがあるという老ろう紳しん士しが、ロージーに教えてくれたのだ。

　彼は、茶ちや目めっ気たっぷりに、屋敷を探検して、隠し部屋を見つけたのだと語った。

（一階の廊下の突つき当たりに隠し扉があって、そこから地下のかなり広い空間に行ける、って言ってた……）

　隠し部屋というほど大おお仰ぎようなものではなく、ワインの貯蔵庫か何かだったのかもしれない。あるいは、犯罪のために作られた特別な部屋だったとか、いざという時の避ひ難なん場所だった可能性もある。

　とにかく、これだけの客の目に触ふれず、女たちを閉じ込めておくには、悪くない場所だ。

（……行こう！）

　ぐずぐずしている時間はない。

　廊下は玄関ホールを突っ切って東西に延びているが、広間側の突き当たりには窓があって、とても扉が隠されている構造ではない。

　ロージーは周囲の注意を引かないようさりげなく、反対側の廊下の突き当たり目指して歩き出した。




　玄関ホールを横切る時には案内係に呼び止められないかと少し冷や冷やしたけれど、幸い案内係は正面玄関の方だけを真ま面じ目めに見ていた。

　玄関ホールを挟はさんでこちら側は、台所や保管庫があるようだった。台所では料理人たちが今も忙しく働いていて、ロージーのことなんか見もしない。

　廊下は調理場を過ぎたところで直角に曲がっていて、そこまで来ると人目を避さけることができた。

　そして、廊下の突き当たりに、窓はない。

（ここだ）

　扉と階段が隠されているとしたら、この壁の向こうだろう。

（隠し扉なら、前にも見つけたことがある。大だい丈じよう夫ぶ、きっと──）

　ロージーが、扉を見つけ出そうと壁に手をかけた時。

　背後から、言い争うような声が聞こえてきた。

　調理場の横にある、元々は使用人用の入り口だった勝手口の方から聞こえてくる。調理場はまだまだ忙しく、声が聞こえた者はいないらしい。

　ロージーは気になって、用心しながらそちらへ近づいた。

　薄うすく開いた扉の隙すき間まから、声が漏れ聞こえる。

「あたしは配達頼たのまれただけだって！　とにかくこれを十時半までにお屋敷に運ばないとあたしが金貰もらえないんだよ。それともあんたが払はらってくれるの？」

　……聞き覚えのある少女の声だった。

「わかった、わかったからここで待ってろ！」

　そう言っているのは、勝手口の見張りだろうか。うんざりした響ひびきがある。

（いけない、見張りがこっちに来ちゃう……！）

　ロージーは咄とつ嗟さに隠れる場所を探したが、その前に扉が勢いよく開いて、男が入ってきた。

「！」

　けれど、鈍にぶい音がしたかと思うと、男は唐とう突とつに、前のめりに倒たおれた。

「え……」

　呆ぼう然ぜんとするロージーの前に、男を踏ふみ越こえて、別の人物が現れた。

「あれ」

　驚おどろいたように声を上げたのは、リカルドだった。

　配達物があるからと扉を開けさせ、見張りが後ろを向いたところで、潜ひそんでいたリカルドが殴なぐりかかって昏こん倒とうさせたのだろう。

　ロージーは逃にげ出そうとした。きびすを返し、調理場へ逃げ込めば、リカルドは追ってはこられないだろう。

　けれど、背後から伸のびた彼の手が、ロージーを捕つかまえた。

　最初に口を塞ふさがれ、腹に腕うでを回されて引き寄せられる。口に押し当てられた手には革かわの手てぶ袋くろが嵌はめられて、その独特の味が口の中に広がった。

　もがいても彼は解放してくれず、ロージーの耳元で、宥なだめるような口調で言った。

「声出すな、気絶させるぞ」

「ちょっと、何してんだよこの見張り片付けないと──あ」

　そう言ったのは、男を跨またいで今入ってきた少女、ルチアだ。

　ルチアは、捕まったロージーを見て、渋しぶい顔をした。

「なんでこいつがいるのさ」

「パーティに出てたんだろ、この恰好だし。とにかくおまえ、その男、こっち運び込めよ」

「無む茶ちや言うね……」

　ルチアはすっかり伸びた男を見下ろして呟つぶやいた。自分の倍は体重がありそうな男の足を摑んで、一本ずつ屋内へ押し込み、とりあえず扉を閉める。

　リカルドはロージーを抱かかえたまま物置の扉を開けて中を確かく認にんしたが、ルチアの細ほそ腕うでと男の身体からだを見下ろして、言おうとしていた命令を飲み込んだ。ルチアでは男を物置に閉じ込めるのは無理がある。

「ロザベラ、これから俺が言うことをよく聞け」

　リカルドが返事を待っているのだと気付いたロージーは、口を塞がれたまま、こくりと頷うなずいた。

「俺は、おまえに危害を加えに来たんじゃない。倉庫で言っただろう。あの時と同じ目的だ。女たちを乗せたトラックの情報があって、追ってきたんだ。たまたま、二度ともあんたに遭そう遇ぐうしちまった、ってだけだ。だから、あんたを気絶させてこの男と一いつ緒しよに転がしておいた方が、俺には楽なんだ。でもそうしない。なんでかわかるか？」

　ロージーは、首を横に振ふる。

　リカルドは、廊下へ用心深い視線を向けながら、囁ささやいた。

「あんたはあの倉庫にいて、今またここにいた──やっぱり、何か知ってるんじゃないのか？　もし何か知っているのなら、情報を吐はき出してもらいたい」

「リカルド、もういいよ、そいつは転がしておけばいい」

　ルチアが調理場の方を警けい戒かいしながらそう言う。リカルドは首を横に振った。

「いいや。ロザベラの返事が先だ。ロザベラ、俺は女たちを見つけたいだけだ。あんたを傷つけるつもりはない──だが、あんたが抵てい抗こうすれば、その限りじゃない。わかったか？」

　リカルドのたくましい身体つきと、ホルスターに収められた大口径の拳けん銃じゆうが嫌いやでも目につく。彼は、言葉通り、ロージーを傷つけることができるだろう。あるいは、無む理り矢や理りに連れ去ることだって。

　写真をくれたことに関しては恩に感じるところはあるけれど、彼は危険な男だ。

（リカルドは一度私を誘ゆう拐かいしている……エミリオを殺そうとしてダリオを撃うった……）

　それに、問題はそれだけではない。

　本人は単に女たちの行方を追っているだけだと言うけれど、彼はエミリオが人身売買に関かかわっていたことを女たちに証言させることだってできる。今のデ・コスタと警察の関係では、それをもみ消すのは難しいかもしれない。

　かといってロージーが逃げ出してエミリオに助けを求めたとしても、ロージー自身動きを制限され、結局女たちを助けられなくなってしまう。

　──いや、どちらにせよ、今すぐにリカルドの前から逃げ出すことは困難だ。

（今は隙すきを窺うかがうしかない。リカルドの言葉が本当なら、私と目的は同じ……）

　ロージーは、はっきりと相手に示すように頷いた。

　リカルドは、ロージーを拘こう束そくしていた力を緩ゆるめる。

　解放されたロージーはあえぐように大きく息を吸って、吐いた。

　リカルドが、ロージーの言葉を待っている。

「情報はあるか、ロザベラ」

　デ・コスタの不利益にはならないように、そして女たちをうまく解放できるように──慎しん重ちように計算しながら、ロージーは頷く。

「……あるわ」

　答える声は少し掠かすれてしまっていた。

「ただし、私も一緒に行く。私も……その捕まった人たちを見つけたいの」

　ルチアが、うさんくさげに眉まゆを上げた。




　ロージーとしては敵対するリカルドに渡わたす情報は少ない方がいい。

　だから、隠かくし部屋の話だけを告げた。

　リカルドは気絶させた見張りを縛しばって物置に放り込み、ロージーから話を聞くと、ルチアを仲間の元へ戻もどらせた。

「……ルチアを利用してるのね」

　ロージーの言葉を、リカルドが鼻で笑う。

「あいつだってわかってるさ。自分が俺たちに利用されてるってことくらいは」

　それでもリカルドらにつくほどに、ルチアはロージーやデ・コスタを許せないのだ。

「さあ、隠し部屋はどこだ」

「ルチアを犯罪に巻き込むのは止やめて」

「それが条件なら飲めねえな」

　ロージーは、不敵に笑うリカルドを見上げた。今日は最初に会った時と同じような洗いざらしのシャツに茶の革のズボンだった。相変わらず右手には革の手袋を嵌めている。粗そ野やで、でも魅み力りよく的な風ふう貌ぼうだ。

「言ったはずだ。あいつは全部わかってて俺たちについてきた。俺たちに協力してるのはあいつの意思だ。あんたたちを根絶やしにしたいって意思さ。そいつを踏みにじりたいのか？」

「そんなこと……！」

　ロージーは反論を飲み込んだ。人身売買を止めたいのはロージーも一緒で、こんなところで時間はかけられない。

「……まだ条件があるわ。女性たちを解放することで、こちらの立場が悪くなるのは困るの」

「つまり？」

「女性たちに、証言をさせないで。この屋や敷しきのこと、誰だれに密入国を頼み、誰に騙だまされて捕まったのか……全部、伏ふせさせて。あなたが垂れ込むのも止めて。それなら私は協力する。彼女たちだって、密入国者なんだから、警察に行けば強制送そう還かんされるはず。それはそちらも望むところじゃないでしょう？」

　リカルドは数秒考える様子を見せたが、すぐに答えを出した。

「いいだろう。だがそれならこちらも条件がある」

「何？」

「クイーンズ・ストリート18番地のアパートメントの６０１号室だ。そこに女がいる。そいつについて調べて、何かわかったら報しらせろ」

　組織の情報を漏もらせとか、もっと難しいことを言われるのだと思っていたから、リカルドの依い頼らいは意外なものだった。

「自分で調べないの？」

「俺はちょいと目をつけられて動きにくい。今回だってぎりぎりだったんだ。どうだ、乗るか？　ちなみに罠わなじゃないって保証はないが、あんたの組織に関係するようなことでもないはずだ。女はおそらくは一いつ般ぱん人。わかってるのはここまでだ。こっちが警察に情報を漏らさなかったと判断できたら、あんたもこの住人について調べてくれればいい。結果はそのうち聞きに行こう」

「…………」

　よくわからない──でも、ここでイエスと言わなければ、最悪ロージーはこのまま気絶させられ、リカルドは女たちを解放した後、警察にこの件を垂れ込むかもしれない。

　ロージーは提案を受け入れた。

「調べて、組織に関係していないことなら報せる。それでいい？」

「よし、交こう渉しよう成立だ」

　ロージーはリカルドが差し出した手を握にぎらず、廊ろう下かの突つき当たりを指さした。

「隠し扉とびらがそこにあるの。あなたが調べて。私が調べてる間に、後ろから殴なぐられたくないから」

「……つれないな、ロザベラ」

　そう言いながらも、リカルドは壁かべの前に屈かがみ込んで手て探さぐりで調べ始めた。




　扉は、話の通り廊下の突き当たりにあった。

　正確には壁ではなく床ゆかにある落とし戸が入り口で、戸を開けた先ははしごがかかっていた。

　かつては貯蔵庫だったらしく、煉れん瓦がで囲まれたひんやりとした空間だ。今は空の棚たなや樽たるが幾いくつかと、ランプが置かれたテーブルが一つあるだけ。

　その奥に、さらに別の扉が見える。

（あれかな。人の気配がする）

　扉の向こうからは、人の話す声や、物音が聞こえてくる。

　でも、ロージーは奇き妙みようなことに気付いた。

（見張りがいない……）

　見張りが中にいるという可能性もあるけれど、それにしてはかなり賑にぎやかな物音が聞こえてくるし、その中にはふざけ合っているような悲鳴や笑い声まで混じっている。勿もち論ろん女の声だ。

「……これって」

　ロージーは、違い和わ感かんを堪こらえきれず、リカルドの様子を窺った。

　リカルドは大きなリボルバーを取り出して構え、足音を忍しのばせて扉に近づく。

　ノブに手をかけた途と端たん、彼は小さな声で呟つぶやいた。

「おいおい、鍵かぎかかってねえぜ、これ」

　あり得ない。

（用心深いエミリオが鍵もかけず見張りも置かずに放っているの？　どうして？　なんなの？　この先にいるのは、本当に、捕つかまった人たちなの？）

　小さなハンドバッグに入れてきた髪かみ飾かざり──あの持ち主が監かん禁きんされているとは信じがたい。

　リカルドは意を決したように、思い切り扉を開け放った。

　女たちの声と、噎むせ返るような香こう水すいの匂においが、一度に押し寄せてきた。

　ブロンドの若い女たちが、スパンコールで飾かざられたドレスを着て笑いながら化け粧しようをしていた。パフで白粉おしろいをはたき、ブランド物のクリームを塗ぬり、互たがいに髪かみを結ゆい合って、楽しそうに身み支じ度たくしている。

　見張りもいないし、メルキス人らしい姿も見えない。

　そのうちの一人、付けぼくろの位置で悩なやんでいた女が、開いた扉に気付いて声を上げた。

「あれっ、もう出番？　まだよね、ちょっと待ってよー」

「あんた化け粧しよう濃こいもんねー！」

　どっと女たちが笑う。

「……どういうこと？」

　一応姿を見られないよう、開いた扉の陰かげに隠れたロージーが、扉を挟はさんで向かいに隠れたリカルドに尋たずねた。リカルドはもう一度だけ室内をざっと確かく認にんすると、扉を閉めた。騒さわぎは小さくなるが、香水の匂いはまだ残っている。

「こっちが訊ききたいね。俺は女の行方ゆくえを追っていたんだ。どこですり替かわったんだ……」

　リカルドは頭が痛そうな顔だ。彼もこんなものが待っているとは思わなかったのだろう。

（捕まった人たちは他ほかの場所にいるの？　でも、じゃあ、これは何……この女の人たちは？）

　その時、呆ぼう然ぜんとするロージーの耳に、落とし戸をがたがたと動かす音が聞こえてきた。

（誰か来る！）

　咄とつ嗟さにロージーは落とし戸とはしごから死角になる、棚の陰に隠れた。リカルドも別の場所に身を隠す。

　そして、戸が開いて、そこから現れた男が声を張り上げた。

「出番だぞ！」

　その声は扉の向こうまで聞こえたらしく、女たちは、はあい、と返事をする。

　そして、自主的に、特に鍵もかかっていない扉から、ぞろぞろと出てきた。

　目に眩まぶしいほどに着き飾かざって。

　彼女たちが出ていって、他に誰もいなくなると、ロージーは隠れ場所から出てきた。リカルドもそばの樽の陰から出てきて、顔を見合わせる。

　ロージーは、もはやわかりきった問いを発した。

「あの女の人たちって──捕まったメルキスの人、じゃないよね」

　リカルドは、わけがわからないという顔で答えた。

「ああ。俺の見たところじゃ──ダンサー、だな」

　そう。

　地下にいたのは、煌きらびやかな舞ぶ台たい衣装に身を包んだ、ダンサーたちだった。




　──丈たけの短いドレスに身を包んだ女たちは、揃そろって美しい足を高く上げた。その足首にも、腕うでにも、ブロンドに染められた髪にも、きらきらと輝かがやくスパンコールと銀糸のネットが纏まつわり付いている。

　彼女たちが音楽に合わせてリズミカルに足を上げ、下ろし、肘ひじをぴんと伸のばして腕を掲かかげて帽ぼう子しを取り、コミカルに、時にはセクシーに踊おどる様を、招待客たちは──特に男性陣じんは──満足そうに眺ながめている。

　それが、今夜の『メイン・イベント』だった。

　人身売買の気配など欠片かけらもない、健全──とは完全には言えないかもしれないが、とにかく違い法ほうではないダンス・ショーだ。

　エミリオが発表した『新事業』は、ショー・ビジネスだった。

　元々デ・コスタは映画業界にも関かかわっていたし、高級ナイトクラブも持っている。それらを足がかりに、さらにその方面の商売を広く、かつ合法的に手がけようというのだ。

　ロージーは、急ごしらえの舞台で繰くり広げられるショーを、広間の隅すみから呆然と見ていた。

　リカルドはもうここにはいない。迎むかえが来て何か囁ささやいたかと思うと、すぐに逃にげてしまった。




　ロージーがダンサーたちの消えた地下室から一階に上がると、先に上がっていたリカルドのそばに、メルキス系の若い男がいて、彼に何か囁いていた。リカルドは怪け訝げんな表情を浮うかべつつも、一つ頷うなずいてロージーの方を見た。

　ロージーは誘ゆう拐かいされるのかと警けい戒かいして身を引いたけれど、彼はロージーの髪飾りに触ふれただけで、手を引っ込めてこう言った。

『今夜はえらい綺き麗れいだったな。こんな時でなけりゃ、もう少し遊びたかったが──残念だ』

　その時ロージーは察したのだ。

　彼には、今夜ロージーを誘拐するつもりなんてまったくなかったのだということを。

　今夜彼の頭にあったのは、行方ゆくえ不明になった女たちのことだけだ。

　メルキスから密入国し、騙だまされて売られそうになっているだろう同どう胞ほうたち。ロージーが家族を守りたいと思うように、リカルドも真しん摯しに彼女たちのことを考えていた。ロージーを人ひと質じちに取って女たちを解放できるならそうしただろうけれど、ロージーを連れ去ること自体が目的になることは決してない。

『俺はもう行く。あんたも、後は好きにしな。エミリオに知らせたっていい。あんまり意味はないと思うがな』

『何か……新しい情報が入ったの？』

　リカルドはその問いには答えてくれなかったけれど、たぶん、そうなのだろう。

　ロージーはハンドバッグから赤い髪飾りを取り出し、彼に手て渡わたした。

『倉庫で拾ったの。持ち主を見つけて、返してあげて』

　リカルドは託たくされた髪飾りを握にぎり締しめ、苦い笑えみを浮かべた。

『……優やさしい悪女だな、ロザベラ』

　恐おそろしく、危険な男──でも、彼もまた、何かを愛しているのだろう。

　暑く乾かわいた故郷とか、そこで生まれた人たちとかを。

　ロージーは、彼が仲間とともに屋や敷しきを出ていくのを、黙だまって見届けてから、物置に放り込まれていた見張りを助け出した。

　エミリオには、『物盗とりが入ってきたがすでに逃げたようだ』と報しらせた。




　窓の外でちらちらと何かが光り、ロージーは我に返った。

　海は黒々として、月の光を照り返してかろうじて空と見分けられた。

　その中に、月明かり以外の、波に揺ゆれる光がある。

（船……？）

　それは猛もう然ぜんとこちらへ近づいてくる──そして、砂すな浜はまに乗り上げた。

　何艘そうものモーターボートが。

「…………！」

　驚おどろくロージーの前で、ボートから黒い人ひと影かげが幾いくつも降りて、この屋敷へ向かってくる。

　ロージーはリカルドが業ごうを煮にやして襲しゆう撃げきをしかけてきたのだと思い、青ざめて絶ぜつ叫きようした。

「エミリオ!!」

　その切せつ羽ぱ詰つまった声に、広間中の人間がロージーの方を向いた。その頃ころには他にも窓の向こうの出来事に気付く者がいて、ざわめきが起こる。

　ホストであるエミリオは、そんな人々に、穏おだやかに、明るく声をかけた。

「皆みな様さま、ご安心ください、これはただの──」

　彼の口上の途と中ちゆうで、中庭に面した窓が開けられ、何人もの制服姿の男たちが押し入ってきた。

　警官、の制服を着ている。

（……え？）

　私服の刑けい事じらしい人たちもいて、書類を手に、エミリオに向かって何か言っている。

「ここで人身売買が行われているとの情報がある。全員、その場から動かずに──」

「人身売買、ですか？」

　エミリオは笑って、舞台の方を見た。

　ダンサーたちは、突とつ然ぜんの警官隊の突とつ入にゆうに、驚いて悲鳴を上げている。といっても切せつ迫ぱくしたものではない。たぶん、自分たちは一いつ切さい関係ないと思っている。

　招待客も違い法ほう行こう為いに関わっている自覚なんてないから、突然警官に囲まれて、怒おこり出す者もいた。

　困こん惑わくする招待客とダンサー、そして刑事たち。

　誰だれもがこの事態を予想していなかった。

　客はショーを楽しんでいただけだし、ダンサーたちは仕事に来ただけだし、刑事と警官たちは人身売買の現場に踏ふみ込んだつもりだった。

　その中で、ただ一人、エミリオだけが楽しそうに笑っていた。

（ああ……）

　ロージーは、事態を遅おそまきながら理解しつつあった。

　リカルドは、女たちの行方ゆくえを追ってこの屋敷にたどり着いたと言っていた。

　警官隊は、どこからか人身売買の情報を得てここへ踏み込んだ。

　しかしここにいるのは行方不明になった女たちではなく、仕事に来たダンサーたちだ。

（最初から、罠わなだったんだ）

　リカルドに対する罠ではない。

　たぶん、人身売買情報を警察に漏もらした人間への、罠だ。

（ここで人身売買をすると思わせて、情報を流させ、警察をおびき寄せた……情報を流した裏切り者を、特定するためだ）

　誰が裏切ったのかは、明らかだ。

　エミリオは、ブラックと組んで、女たちを売ることになっていたのだから。

「ロザベラ？」

　いつの間にかエミリオが目の前に立っていた。彼は従妹いとこを心配する体ていを装って、彼女の肩かたを抱だいて、囁き声で嘯うそぶいた。

「心配いらないよ、全部計画通りだから。ああ、君が言う『物盗り』は想定外だったけどね」

　なんて楽しそうに笑うんだろう、とロージーは思う。怖こわい、と思う。

「ああ、女たちは無事だよ。じきに家族とも連れん絡らくが取れるんじゃないかな」

「じゃあ、最初から……」

「そりゃそうだよ。ブラックの様子がおかしいことくらい、私もだいぶん前から気付いていたしね。調べてみたら、案の定さ。それに、人身売買なんて、リスクが多い仕事はごめんだ。生きている人間を扱あつかうのは、あれでかなり難しいんだよ」

　まるで経験があるような口ぶりだ。実際に試ためしてみたことくらいはあるのかもしれない。

　女たちを一時的に監かん禁きんし、その後おそらくは手数料を取って仕事を紹しよう介かい、のちに解放。一方でダンサーたちを誘拐した女たちに見せかけて連れ込み、偽にせの情報で裏切り者を泳がせた。

　泳がされたのは、ブラックだ。

　最初から、エミリオはブラックを疑って、罠を張っていたのだ。

　刑事たちは戸と惑まどいながらも、この場にいる全員の身分を確かく認にんし、屋敷中を捜そう索さくするまでは出ていくつもりはないらしく、忙いそがしく動き回って、警官たちに指示を出している。

　エミリオはそれを眺ながめながら、上じよう機き嫌げんで口笛まで吹ふいている。

（これが、エミリオのやり方なんだ）

　エミリオに肩を抱かれ、その横顔を見上げながら、ロージーは悟さとった。

　たとえかつて自分が幹部に昇しよう進しんさせた男が相手でも、ひとたび裏切ったとわかれば、徹てつ底ていして冷れい酷こくになる。おそらく、すでにブラックの居場所に部下を派は遣けんしているのだろう。
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　唆そそのかし、欺あざむき、罠に嵌はめる。

　そうやって敵を追い詰つめることを、楽しんでいる。

（こういうやり方で、彼は今までずっと、ファミリーを守ってきたんだ）

　組織を、そして家族を。

　そして、ロージーに、自分と同じようにすることを求めている。

　だから、彼女をそばに置いて、仕事を見学させている。

「私に……これを見せたかったの？」

　エミリオはそう問われてロージーに視線を戻もどし、額に落ちかかっていたロージーの前まえ髪がみを元のようにピンで留とめ、そっと撫なでつけた。

「そうだよ、私の従妹」

「私には、無理だよ……」

「いいや」

　エミリオは、上流階級の夫人すら誑たぶらかす微笑ほほえみを浮うかべた。

「君ならできるよ」

　だって君はデ・コスタの女だからね──エミリオはロージーの耳にキスしそうなくらい口を寄せて、そう囁ささやいた。







　４　ルーム６０１─Room 601─







　ハロルド・ブラックの事務所に最初に押し入ったのはマルコ・バウドだった。

　バウドはブラックの裏切りを知ると激げき昂こうして、ブラックのいそうな場所を手近なところから当たったらしい。

　エミリオの部下がそれに僅わずかに遅おくれて踏み込むと、室内はすでに怒いかり狂くるったバウドによって破は壊かいされていた。

　壊こわれそうなものはあらかた壊れ、デスクの引き出しという引き出しは開けられ、かなりの重量があるデスク自体がひっくり返されていた。

　おかげで手がかり探しは難航し、三日経たった今もブラックの行方ゆくえは摑つかめない。

　エミリオはブラックが逃にげたことを知ると、目を輝かがやかせて言ったものだった。『面おも白しろくなってきたね』と。

　面白くないのは彼の周りの人間たちだ。

「護衛増やせよ」

　ダリオがカリカリに焼いたベーコンをつつきながら、不ふ機き嫌げんそうに言った。

　朝食会でダリオが発言するのは珍めずらしいことだった。

　そもそも、朝食会ではエミリオ以外ほとんど発言しないし、ダリオはいつも半分眠ねむっているみたいな態度で、話を聞いているのかいないのかもわからないようなことが多かった。

「今でも充じゆう分ぶん過ぎるくらいだよ。移動に使う車には特注の防ぼう弾だん硝子ガラスを嵌めてるし、護衛も──」

「じゃあ家から出るな。危機感持てよ」

　エミリオは驚いた様子で、眼鏡めがねの奥からまじまじと弟を見つめた。

「君の口から『危機感持て』なんて台詞せりふが出てくるなんて思わなかったな」

「……ブラックがまだ見つかってねえんだぞ」

　ダリオは苛いら立だったようにサニーサイドアップにフォークを突つき刺さした。鮮せん烈れつなオレンジ色の黄身が飛び出し、皿と白身を汚よごす。

　エミリオは肩を竦すくめた。

「追い詰められたブラックが反はん攻こうに転じるっていうのかい？　私の命を狙ねらう、とか。だからって、ここに閉じ籠こもってるわけにはいかないさ。仕事が回らない」

「ブラックは必ず俺が見つけ出す。だから、それまでの間だ！」

　エミリオは、にこりと愛あい想そ良く笑って言った。

「おまえは自分の仕事をしなさい。そうすれば、おまえの心配事もなくなるからね」

「……っ！」

　ブラック抹まつ殺さつの任務はダリオに下っている。事件発覚後、ダリオが自分から申し出たらしい。

　ロージーははらはらしながら兄弟のやりとりを見守った。

（ダリオ、エミリオのことが心配なんだ……）

　何しろ、撃うたれたエミリオを咄とつ嗟さに庇かばって自分が重傷を負うような人なのだ。口ではなんだかんだ言ってもエミリオを心配しているのは明らかだった。

　まだ何か言いたげなダリオの肩を、隣となりに座るバウドが叩たたいた。

「落ち着けよ。ハロルドに腹立ててんのはおまえだけじゃねえんだ。デ・コスタを裏切ったあいつがこの街で生き抜ぬけるわけがねえ。見つかるのも時間の問題だ」

「…………くそっ」

　ダリオがテーブルを叩いて立ち上がった。邪じや魔まだからと、数日前から彼は杖つえを使っていない。

「ダリオ、どこへ行くんだい？」

「仕事だよ！」

　ダリオはエミリオの問いに語ご気き荒あらく答えて、食堂を出ていってしまう。

　エミリオは嘆たん息そくを一つ漏もらしただけで、いつも通り、食事を摂とりながら幹部たちに短い指示を出し、バウドも首を振ふりながら、ダリオが残した皿を引き寄せて食べ始めた。

　ダリオとロージーはまだ気まずい関係のままだ。

　それでも何か声をかけようと、ロージーは朝食会の後で車庫に向かったけれど、ダリオが乗った車は彼女の前で走り去ってしまった。

　今け朝さだって、朝食会の直前にようやく戻ってきたところだったのに。

　最近の朝帰りは、夜遊びのためではない。ブラック捜索のためだ。

「……身体からだ壊しちゃうよ……」

　ロージーは車を見送って、そう呟つぶやいた。




　エミリオはロージーに、しばらくの間、前の仕事に戻るようにと命じた。

　ダリオが心配した通り、ブラックがエミリオを狙う可能性があるからだ。ロージーまで巻き込むわけにはいかないし、守る対象が二人よりは一人の方が護衛もやりやすい。

　ほぼ二ヶ月ぶりに、ロージーはカジノの仕事に戻った。

　フロアの賑にぎやかさと華はなやかな客たち──たった二ヶ月しか離はなれていなかったのに、目まの当たりにすると懐なつかしさすらこみ上げてくる。

　カジノは順調に売り上げを伸のばしていた。

「問題は、ここが完全に違い法ほうだってことくらいですね」

　ロージーがいない間カジノを任されていたリッツは、フロアの賑わいを眺めてそう言った。

「以前ならお偉えらいさんのおかげで問題にはなりませんでしたが、市長があの堅かた物ぶつですから。まだ判事はこちらの味方ですが、それもいつまで続くのか」

　これまでは市長や判事、警察署長などに賄わい賂ろを贈おくって、本来ならば違法であるこのカジノの存在に目を瞑つぶってもらってきた。

　けれど、市長が替かわった今となっては、その手も使えない。

「たとえば、の話ですけど……ここを、合法にするのは？」

「合法……ですか」

　リッツは顔をしかめた。

　ロージーはルーレットやカードの結果に一いつ喜き一いち憂ゆうする人々を見て、頷うなずいた。

「州や市によっては、カジノが合法なところだってあります。特区を作って、その中でだけ経営を許可するとかも。団体を作って、政府に働きかければ……」

「合法になるってのは、競争相手ができるってことですよ」

　今、ウェストエンドの大型カジノはこのリフトホテルの地下カジノだけだ。小さな賭と場ばは数え切れないくらいあるが、それらとは比べものにならない利益を日々上げている。

　それは、カジノがウェストエンドでは違法事業だからだ。

　合法事業になれば、税金を払はらわねばならないし、色々な手続きや委員会の許可も必要で、出費が増える。その上、確実に他ほかにもカジノが建つだろう。

「でも、潰つぶされるよりは、合法化して利益を守った方がいいんじゃないでしょうか」

「……それは俺にああだこうだ言えることじゃなさそうですね」

「リッツの意見だって聞きたいです」

　リッツはますます困った顔になった。

「そうは言っても、俺は一いつ介かいの賭と博ばく師ですよ」

「でも、私の先生です」

　ロージーはリッツを見上げた。以前よりまっすぐに自分を見つめてくるロージーに気付いて、リッツは苦く笑しようを漏らす。

「……わかりました。ただ、他には漏らさないでください」

　そう前置きしてから、彼は話し始めた。

「もしも、市長がこのまま任期を全まつとうするのなら、このカジノはいずれ潰されるでしょう──それなら、その前に合法化の働きかけをしようっていうあなたの考えは理解できる。でも、それはデ・コスタの収益を大きく減少させます。今までみたいな割の良い商売にはならない。金がないってことは、組織として弱くなるってことです。市長が、もし、このままなら……」

　リッツはそこで言葉を切った。

　彼の言いたかったことを、ロージーは頭の中で補完する。

（……市長がもしこのままなら、デ・コスタは組織として弱体化する。カジノの合法化に向けて動き出すことは、デ・コスタの弱体化の流れを受け入れることになる……）

　デ・コスタ内の過激派は──市長抹殺を訴うつたえる過激な勢力は、そんなことを許さないだろう。

　ロージーはもう一度フロアに目を向けた。

　サイコロの出目で勝負するクラップス、ディーラーが回すルーレット、人気のブラックジャック、高額のチップがやりとりされるバカラ、そして流行のスロットマシーン。

　老ろう若にやく男なん女によが真しん剣けんに遊んでいる。時には一勝負で人生が狂わされることもあるだろう。賭博である以上、損をする人間はいる──不幸になる人間も。

　でも、人身売買よりはマシだ。

　そして、エミリオもまた人身売買よりもショー・ビジネスを取った。

（非合法で派手にやることは当分できなくなる、とエミリオは考えているのかも……）

　市長の代だい替がわりまで、デ・コスタが分ぶん裂れつせずにそれに耐たえられるか、どうか。

　おそらくは、それが、組織の存続に大きく関かかわってくる。

（そのために、私は何ができるんだろう）

　ロージーはフロアを見つめながら、考え込んだ。

　だから──

「ああ、そういえば、以前頼たのまれていたあの部屋のことですが」

　突とつ然ぜんリッツにそう声をかけられて、一いつ瞬しゆんなんのことかわからなかった。

「ほら、クイーンズ・ストリートの」

　そう言われて、ようやく思い出す。クイーンズ・ストリート18番地のアパートメントの住人について知りたいと相談していたのだった。リッツは不動産会社の伝つてを頼たよりに、住人について調べてくれると言っていた。

「お尋たずねの６０１号室ですが、借り主は男ですね。ビリー・ローランドって名前です。実際に住んでいるのはダイアナって女が一人みたいですが。で、なんだってこんな情報を？」

「あの……」

　ロージーは言葉に詰つまって、視線を泳がせた。

　クイーンズ・ストリート18番地──その６０１号室の住人について調べるというのが、リカルドとの交こう換かん条件だった。女たちが地下にいなかった時点であの取引も無効になったが、リカルドが何を調べたかったのか、気になった。デ・コスタのことではない、と言っていたから、他の組織か警察関係の弱みでも握にぎりたかったのかもしれない。

（ちょっとでもこちらで使える情報ならいいな、と思ってたんだけど……）

　あのパーティの夜、リカルドと取引したなんてことは、ノアにだって言っていない。

　勿もち論ろん、リッツにだって言えるわけがない。

「まあ、いいですよ。大した手間でもありませんし」

「ありがとうございます……」

　思わずほうと息を吐はき、リッツに笑われてしまう。

　もじもじしながらも、ロージーは以前から少し気になっていたことを尋ねた。

「あの、どうしてリッツは、私に色々よくしてくれるんでしょうか」

「そりゃ、それが仕事ですから。そもそも、俺に頼みごとをしてくるのはあなたでしょうが」

「そ、そうですが、その……」

「俺が信用ならない？」

　びっくりして顔を上げると、リッツはにやにやと笑っていた。

「いいんですよ、用心するに越こしたことはない。あなたはデ・コスタの女なんですから。簡単に他人に心を許しちゃいけない。あえて言いますとね、あなたに賭かけるのも悪くないと思ったからですよ」

「賭け……ですか」

「俺は賭博師ですが、一頭の馬の世話をしてくれ、と頼まれました」

　たとえ話なのはわかった。馬というのは、おそらくロージーだ。

「で、その馬を見ているうちに、面おも白しろいな、と思ったんですよ。この馬に賭けてみたいと。まあ、本物の競馬なら勿論関係者が賭けるなんてことはできませんけどね、これはたとえ話ですから、それは置いておきます」

「その馬に賭けて、何か得があるんですか？」

「なけりゃあ損して終わりです」

　リッツは、意味ありげな目でロージーを見やった。

「この馬は俺に損をさせるつもりなんですかね？」

　笑っているけれど、眼光は鋭するどい。

「…………させないよう、頑がん張ばります」

　ロージーが緊きん張ちようした面おも持もちでそう言うと、リッツは、期待してますよ、と楽しそうに言った。




　カジノは夜間が賑にぎわう。

　ロージーは客の多い時間帯にフロアにいられるようにと、朝食後に仮か眠みんを取って、午後からカジノに行くことが多い。

　今日は、カジノに行く前に寄りたいところがあったから、昼には屋や敷しきを出た。

「クイーンズ・ストリート18番地……」

　車をカフェの前で停とめてもらったロージーは、カフェの裏口からこっそり出て、運転手兼けん護衛を置いてきた。今日の護衛はいつもの《クモ》ではなく、組織の若手構成員だった。ここ一週間は、《クモ》はエミリオを守っていて姿を見ない。

（《クモ》さんなら融ゆう通ずう利きかせてくれたかもしれないけど……）

　すぐに戻もどるから許して欲しいと心の中で思いつつ、番地を頼りに目当てのアパートメントを見つけ出す。

　洒落しやれた、中産階級向けのアパートメントで、入り口にはドアマンがいるし、フロントもある。

（こっそり入るのは難しそう）

　どうしたものかと頭を悩なやませた、その時──

　背中に、どんと何かがぶつかった。

　振ふり返ると、重そうな二つの紙かみ袋ぶくろの間から、六十代くらいの女の顔が覗のぞいている。

「あら、ごめんなさいね、お嬢じようさん」

　ロージーは崩くずれそうになった紙袋を支えた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「ええ、すぐそこだから」

　女は紙袋を抱かかえ直そうとしたが、ロージーより小さな身体からだでは無理があった。

　ロージーは落ちそうになった紙袋の一つを危あやういところで受け止めた。

「あらあら、ありがとうね」

「……あの、お手伝いします。どちらですか」

　放っておく気にもなれずそう声をかけると、女はロージーの背後の建物を指さした。

「本当にすぐそこなの。じゃあ、お願いしようかしら」

　女が指しているのは、まさしく、クイーンズ・ストリート18番地のアパートメントだった。




　女の後ろから荷物を抱えてついていくロージーを誰だれも怪あやしまなかった。ドアマンはドアを開けてくれたし、フロントもにこやかな笑え顔がおで通してくれた。

　五階の角部屋まで荷物を運ぶと、女はお茶に誘さそってくれたが、ロージーは急ぐからと断って部屋を出た。荷物を運びながらさりげなく聞き出したところでは、六階に友人がいるので行くこともあるが、６０１号室の住人は一度も見たことがないらしい。

　ロージーはエレベーターで六階に上がって、突つき当たりにある６０１号室の様子を窺うかがった。当たり前だが扉とびらは閉とざされて、特に物音も聞こえない。

　あまり社交的でない人物なら、周囲から得られる情報にも限界がある。

（となると、やっぱり直接訪ねるのが一番いいんだろうけど……）

　リカルドは、ここにいるのは女だと言っていた。ひょっとしたら、メルキスの密入国者がまだ囚とらわれているのかもしれない。勿論すべてリカルドの噓うそで、ロージーをおびき寄せる罠わなという可能性もあるけれど──

（私が一人で行くかどうかはわからないもの。罠にしては偶ぐう然ぜんに頼り過ぎてる）

　それに、リッツとの会話もロージーの背中を押していた。

　リッツの視線は少し恐おそろしかったけれど、純じゆん粋すいに、嬉うれしくもあった。

　今まで、期待されたことなんてほとんどなかったから。

　でも、デ・コスタでは違ちがう。ロージーはリッツに、エミリオに、期待されている──

　だからそれに応こたえたい、と思う。

　ロージーは迷ったけれど、意を決して呼び鈴りんを鳴らした。

　しばらく待つと、扉の向こうで人の気配がした。

　覗き窓をずらしてこちらを確かく認にんしたあと、チェーンがかかったままの扉が、僅わずかに開く。

「──はい？」

　顔を覗かせた女は、四十代くらいに見えた。上品そうな容姿で、ほっそりとした身体つきをして、長い黒くろ髪かみをきっちりと結ゆい上げている。

「あの、私五階の者なんですが、飼かい猫ねこが雨あま樋どいを伝ってこちらの窓に行ってしまって……突とつ然ぜんで申し訳ないのですが、もしまだいたら、捕つかまえさせていただけないでしょうか？」

　下の階の住人は、６０１号室の人間を知らないと言っていた。つまり、向こうも彼女を知らない可能性が高い。

　ロージーが階下の住人を装っても、相手にはわからないはずだ。

　ただ、もし相手が犯罪に関かかわっているのなら、部屋に他人を入れられるわけがない。こんな申し出は無視する。

　でも、もし、そうでないのなら──

「まあ、大変！　すぐ見てみましょう！　あなたもどうぞ、さあ入って」

　女はすぐにそう言って、ロージーを部屋に招き入れた。お人好よしなのか、警けい戒かい心しんが薄うすいのか、ロージーを疑う素そ振ぶりも見せない。ロージーが十代の少女で、身体も小さいのが良かったのかもしれない。

　女は、杖つえを突いていた。

「ありがとうございます」

　部屋を満たす強く甘い花の匂においに驚おどろきつつ、ロージーは部屋の様子をさっと確かく認にんした。

　部屋のあちこちに鉢はち植うえの花や切り花があって、芳ほう香こうを放っている。それに混じってバターの良い匂いがするのは、たぶん台所でケーキでも焼いていたのだろう。

　どこにも、他ほかに人が隠かくれていそうな気配はない。

（……？　でも、何か、違い和わ感かんがある）

　居間の南面はサンルームになっており、女は横手の扉から別の部屋に入っていった。そちらは客室で、ベッドにはキルトのカバーがかかっている。

「この窓かしら？」

　女は客室の窓を開けた。窓には手すりがついていたけれど、勿もち論ろん、そこには猫なんていない。

　ロージーは窓から身体を乗り出して、周囲を見回した。

「逃にげたみたいですね。下にもいないので、落ちてはいないみたいなんですが……」

「まあ……心配ね、この高さなのに」

「そうですね……あの、申し訳ありません、突然押しかけてしまって」

「大丈夫よ、暇ひまをもてあましていたところ」

　女は窓から顔を覗かせて屋上を見上げた。

「屋上かしら？　雨樋を伝えば上まで行けそうだから……そういえば、猫ちゃんお名前は？」

「マックスです」

「そのやんちゃなマックスがまた来たら、あなたにお伝えするわ。あら……そうだわ、ご挨あい拶さつがまだだったわね。私はディーナよ。お会いできて嬉しいわ」

（ディーナ？）

　リッツから聞いた話では、住んでいる女は『ダイアナ』だ。ディーナとダイアナでは綴つづりも違う。愛あい称しようなのか、それともどちらかが偽ぎ名めいなのかもしれない。

「ロ……」

　ロージーは答えかけて、言葉を飲み込んだ。本名を名乗るのはさすがにまずい気がした。

「……ローラです」

「ローラ、よろしくね。よかったら、お茶でもいかが？　あ……それとも、マックスを捜さがさないといけないのかしら」

　話をしていきたいのはやまやまだが、猫捜しを放ほうり出して居座るのも不自然さがある。

　けれど、ディーナは残念そうに眉まゆを下げた。

「あの、よかったら、今度またいらしてね。私、ほとんど外に出られなくて。是ぜ非ひゆっくりお話ししてみたいわ。今日はちょうどパイを焼いたところだったし……」

　名残なごり惜おしそうな彼女の表情につられて、ロージーもここで帰るのが惜しくなった。何しろロージーは噓を吐ついている──いつ噓がばれるかわからない以上、『今度』はないのだ。

「……もしかしたら、また、うちの猫がお宅に行くかもしれません」

　ロージーは、怪しまれるかもしれないと思いながらも、思い切って言ってみた。

「ですから、その時わかるように、うちの猫の見た目をお伝えしたいのですが、今、お時間いただいてもよろしいですか？」

　怪しくても、ディーナ自身が、来客を求めているように見えた。それなら、乗ってくれるかもしれない。これを逃のがせば、直接の接せつ触しよくは難しくなるだろう。

　それに、ロージーは彼女を知っているような気がしていた。

（誰かに似てる？　それとも、写真を見たのかな……？）

　ディーナは、顔を輝かがやかせた。

「勿論！　ローラね、そう呼んでも構わない？」

「はい、ご親切にありがとうございます、奥様」

「ディーナでいいわ、そう言ったでしょう？」

「……ありがとうございます、ディーナ」

　ロージーはディーナに案内されて、花の匂いを嗅かぎながら食堂へ向かった。




　部屋には様々な鉢植えの花が置かれていた。

　ロージーの知らない花を、ディーナは一つ一つ説明してくれる。あれが胡こ蝶ちよう蘭らん、これがアザレア……花の間を行き来して楽しそうにお喋しやべりするディーナは、少女のように無む邪じや気きだった。

「そうだわ、お茶を淹いれましょう。パイを切るから、そこに座っていてね？」

「あ、お手伝い、します」

「いいのよ！」

　ディーナは杖を突つきながらも、手早く皿とカップを用意して、お湯を沸わかし、オーブンから焼きたてのパイを取り出した。

「さあ、召めし上がれ」

　ディーナに勧すすめられるまま、ロージーはパイをさっくりと一口切って食べた。

　何層にも折り込まれたパイ生き地じは豊かなバターの香かおりがして、中にたっぷり詰つめ込まれた林りん檎ごの甘あま煮には甘酸ずっぱく、瑞みず々みずしい。

　素そ朴ぼくなアップルパイだったが、どの店で食べるものよりも、美味おいしく感じられた。

　緩ゆるめてはいけない緊きん張ちようの糸が、ほんの少しだけれど緩んでしまう、家庭の味だった。

「美味しいです……」

　心からそう言うと、ディーナは嬉しそうに微笑ほほえんだ。

「ありがとう、普ふ段だんは食べてくれる人もいなくて。子どもとは離はなれて暮らしているの」

「……そう、なんですか」

　その時突然、ロージーは居間に入った瞬しゆん間かん感じた違和感の正体に気付いた。

　家族写真がないのだ。

（居間にも、廊ろう下かにも、一枚もなかった。お子さんがいるのに……？）

　ロージーの里親たちの家には、必ずその家の家族や、今までの里子の写真があった。愛情深そうなディーナが子どもの写真一枚飾かざっていないのは、おかしい。

（写真……そうだ、私、この人の写真見たことがある気がする。それに、名前も覚えがあるような……？）

　ロージーは考え込み、ようやく思い出す。

　確か、デ・コスタの屋や敷しきで、ディーナに似た女の写真を見つけたのだ。

　ロージーが見た写真の中では、彼女は生まれたばかりの赤ん坊ぼうを抱だき、今よりずっと若かったけれど、泣きぼくろの位置は変わっていなかった。写真の裏には、年代と、彼女たちの名前らしきものが書かれていた──『ディーナ』と『サルヴァトーレ』と。

『サルヴァトーレ』は、デ・コスタの分家、デスデーリ家の最後の男子の名前だ。

　デスデーリ家は十九年前にデ・コスタに滅ほろぼされ、その時サルヴァトーレも殺されたと考えられていた。

　でも、一ヶ月半前の事件で、一人の少年が彼の名前を口にした。

　以来、エミリオとロージーはサルヴァトーレの生存を確信している。彼は今も生きていて、自分の一族を滅ぼしたデ・コスタを恨うらんでいる──あるいは、デ・コスタを継ついだエミリオから、その権力を奪うばおうとしていて、検事に協力している。

　つまり、デ・コスタの敵だ。それも、デ・コスタの男たち同様特とく殊しゆな《力》を持った、危険な相手なのだ。

　ロージーは、デスデーリ家について調べている時に、彼女の写真を見たのだ。

（……まさか……！）

　自分がとんでもないところに来てしまった、という驚おどろきと恐きよう怖ふで、冷たい汗あせをかく。

　けれど、今すぐこの場から逃げなければと思いながらも、ロージーは彼女の台詞せりふが気になっていた。

『子ども』とは離れて暮らしている、と彼女は言ったのだ。

「あの……お子さんは、どちらに……」

「一人はね、寄宿制の学校に入っているの。もう一人は随ずい分ぶん前に死んでしまったわ」

「え……あ、ご、ごめんなさい」

　予想外の答えだった。デスデーリ家に子どもが二人もいたなんて初耳だ。

「いいの、気にしないで。時々訪ねてくれる友人もいるから。ふふ、息むす子こみたいなものね。そうだわ、息子の写真を見る？　火事でほとんど残っていないけれど、これだけはずっと身につけていたから」

　ディーナは首元から銀のロケットを引っ張り出して、開いてロージーに見せた。

　小さなロケットの中には、こちらを睨にらみつけるように見つめてくる少年が写っていた。黒っぽい髪かみに、女の子みたいに整った顔。可愛かわいらしいが険しい表情の、九歳か、十歳くらいの──

（……………………あれ？）

　ロージーは瞬まばたきを繰くり返した。

　サルヴァトーレ、ではない、と思う。

　だって、その写真の少年は、ロージーの知る人に似すぎている。

「男前でしょう？」

　顔を上げると、ディーナが嬉うれしそうに微笑んでいる。

「……あの、ディーナ。お子さんのお名前は……」

「長男はサルヴァトーレ。この子がノアよ」

　聞き間ま違ちがえようもなく、はっきりと、そう告げられた。
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　どうやってディーナのアパートメントを後にして、護衛のところへ戻もどったのか覚えていない。

　その頃ころにはかなりの時間が経たってしまっていたから、護衛はロージーの不在に気付いてあちこち捜さがし回っていた。

　その日は結局カジノでの仕事どころではなく、ロージーはすぐに屋敷に連れ戻された。




　庭の花は夜を迎むかえて大部分が花弁を閉じていた。

　夕方に降った雨で、まだ土は湿しめった匂においを放っている。盛夏を前に、薔ば薇らは最後の蕾つぼみを明日にでも咲さかそうとしていた。

　その濡ぬれた蕾を見つめて、ロージーはただ庭先に佇たたずんでいた。

　雨が止やんで、星が出ていた。

「ロザベラ」

　呼びかけられても、返事をせず、ただ花を見つめる。

　ノアの声が、背後から聞こえてくる。

「今日のことは聞いた。護衛を撒まいて抜ぬけ出して、何をしていた？　エミリオも苛いら立だっていたぞ。……ロザベラ？」

　ロージーは振ふり返らない。振り返って、どんな顔をすればいいのか、まだわからない。

「ロザベラ」

　呼びかけてくれる声が好きだ。あんまり好きで、声だけで胸が熱くなって、感情が溢あふれそうになる──そう思っていたら、本当に溢れた。

　涙なみだが。

　溢れ出た感情に突き動かされるように、ロージーはノアを振り返った。

　ノアはロージーの肩かたに手を伸のばそうとしていたが、星明かりでも濡れた頰ほおがわかったのか、衝しよう撃げきを受けたように動きを止めた。

　……ロケットの中の少年の顔と、今目の前で立ち尽つくすノアの顔が、重なる。




『長男はサルヴァトーレ。この子がノアよ』




　護衛によって屋敷に連れ戻されたロージーは、リッツに連れん絡らくしてアパートメントのことを他言無用にしてもらうと、真っ先に一族のアルバムを確かく認にんした。

　写真の『ディーナ・デスデーリ』と、６０１号室の『ディーナ』は、歳としこそ重ねているものの、やはり同一人物に思えた。

（サルヴァトーレのお母さんは生きていた。それがディーナ。でも、それなら、どうして彼女はノアを息子だなんて言ったの？　どうしてノアの写真を持っていたの？）

　そもそも、何故なぜリカルドが彼女の住所を知っていたのか。死んだはずの彼女が何故生きているのか。エミリオはこのことを知っているのか。彼女が言ったことは真実なのか。それとも、夫と息子を失って、自分の息子が誰だれかすらわからなくなってしまったのか。

　ノアは彼女の存在を知っているのか。

「今日、ディーナ・デスデーリに会ったの」

　ロージーがそう言っても、ノアは何も言わなかった。

　ただ、呆ぼう然ぜんと見開いた目にロージーを映して、その場に立ち尽くしていた。

　ディーナについて彼が何も知らなければ、違ちがう反応が返ってきたはずだ。

　ディーナから聞かされたことよりも、ロージーには、今のノアの反応が、今日一番ショックだった。

「あの人は本物のディーナなの？　あの人が言っていたように、ノアの本当のお母様なの？」

　ノアが、突とつ然ぜん、我に返ったように動いた。ロージーの方に手を伸ばしてくる。

　でも、ロージーはその手を避さけるように後あと退ずさった。

　薔薇の棘とげが、ロージーのドレスに引っかかった。

「どうして何も言ってくれなかったの？」

　怒おこっているとかではなく、恐きよう慌こう状態だった。自分を支えていた世界の大部分が崩くずれ去ったような感覚に襲おそわれて、自分が今どこに立っているかすらよくわからない──とにかくここには、ノアの目の前にはいられない。

　ロージーは身を翻ひるがえして薔薇の間を突つっ切って逃にげた。棘は容よう赦しやなくドレスの裾すそを切り裂さいて、ロージーの肌はだを傷つける。

　けれど、ロージーの腕うでは急に強い力で引っ張られて、倒たおれそうになったところをノアに支えられる。薔薇の棘から守るように背後から包み込まれて、棘で刺さされるよりも強く胸が痛む。

「噓うそだったの……？」

　ロージーにとってノアは初めて自分を愛してくれた人だ。

　妹であるロージーを必死に守ってきてくれた。ロージーへの愛をその行動で示してくれた。ロージーも彼を愛した。兄だったから──そして、ノアがノアだったから。

　素す直なおにはなれないけれど心優やさしい彼が、大好きだった。

（兄きよう妹だいじゃなかった──）

　それどころか、彼はサルヴァトーレ、自分たちに敵対するかもしれない人間の弟だと言う。

　ディーナの言葉だけなら、ロージーは否定できた。勘かん違ちがいだとか、噓だとか。

　でも、ノアが認めてしまった。

　ノアは自分たちが兄妹ではないことも、自分がサルヴァトーレの弟であることも知っていて、それをロージーに黙だまっていたのだ。

　ロージーはノアの腕の中で身を捩よじって、彼のシャツを摑つかみ、目を見上げて訴うつたえた。

「私を愛してくれたのも、噓だったの？」

「違う!!」

　それまで何も答えてくれなかったノアが、初めて、答えてくれた。

　いつものノアとは全然違う、必死な、感情が剝むき出しになった顔で。

　行き場のない子どもみたいに、ただ一つのその答えにすがりついて。

「それだけは……違う」

　ロージーだって彼を愛している。

　今こうして彼の腕の中に閉じ込められるように抱だき締しめられて、振り解ほどこうなんて思えないくらい、触ふれられるだけで嬉しくて、満たされてしまうくらい、彼を愛している。

　兄でなくても。噓を吐つかれていても。

「……妹じゃなくても？」

「ああ」

　魂たましいから振り絞しぼったような声でノアは答えた。

「おまえを愛している、ロザベラ」

　……何を、信じられなくても。

　この言葉だけは信じ続けよう、とロージーは思った。
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　泣なき濡れた顔を見つめて、ノアは誓ちかった。

「おまえを愛している、ロザベラ」

　ロザベラの目が細められた。涙がまた溢れて新しく頰を濡らす。

　彼女はノアの胸に顔を伏ふせた。

「もう一回、言って……？」

「愛している……」

　誘さそわれるままに、ノアは同じ言葉を繰くり返す。

「愛しているんだ」

　蜂はち蜜みつ色の髪かみから覗のぞく耳に囁ささやくと、ロザベラの肩がぴくりと揺ゆれた。ノアのシャツを摑む手に力が籠こもったように感じられた。ロザベラはゆるゆると顔を上げた。

「……私も、愛している。兄妹じゃなくても」

　顔は熱に浮うかされたように上気していたが、その眼まな差ざしは真しん剣けんだった。単に感情に突き動かされたのではない決意のようなものが感じられて、ノアは言葉を失う。

　そんな決意は、自分には、勿もつ体たいないのに。

　不意に彼女はノアの首に腕を回し、つま先立ちになって、頰に顔を近づけた。ノアは反射的に身をかわしそうになるが、彼女は耳元で囁きかけた。

「いいの。キス、させて」

　──兄妹ではないとわかってから、ノアは彼女のキスを避けていた。

　兄だと思う相手へのキスと、そうではない相手へのキスでは意味合いが違ってしまう。

　せめて、何も知らない彼女にそんな後こう悔かいはさせたくなかったから。

　身を強こわ張ばらせたノアの両の頰に、ロザベラはキスをする。

　そうして、抱だきついたまま、しばらくノアに体重を預けていた。

　そのことが、ノアには不思議でならなかった。

　ノアが黙っていたことを、ロザベラはもうわかっているのに。兄ではないのに。噓を吐いていたのに。

　それなのに、こうして、安心しきったように身体からだを預けてくる。

　蜂蜜色の柔やわらかな髪に鼻先を埋うずめて、ノアは呟つぶやくような声で尋たずねた。

「俺が……気持ち悪くは、ないのか」

「どうして？」

「……俺は、おまえの兄ではないし、それをおまえに黙っていた。それでも、おまえを……好きなんだ。血の繫つながりもないのに」

　正確には血の繫がりはゼロではないが、デスデーリ家のノアとデ・コスタ家のロザベラとでは兄妹よりは遥かに薄うすいはずだ。似ていると思っていた目の色は、デスデーリでもデ・コスタでも稀まれに現れるものだった。

　答えるロザベラの声は、随ずい分ぶん落ち着いていた。

「血の繫がりがなくても、人は愛せるよ。私はノアの妹じゃないし、それを教えてすらもらえなかったけど、でも、それでも、ノアが好きなの。ノアは私が気持ち悪い？」

「バカなことを……」

　同じことだよ、とロザベラは言った。

「私もノアに気持ち悪いって思われないか、ずっと怖こわかった。ノアはいつも、私のこと大切にしてくれたけど、時々私自身を見てくれていないみたいに思えたから。もしも妹じゃなかったら、私に価値はないのかなって……不安だったから」

　そんなわけがない。

　だが、自分の態度が彼女を苦しめたことは事実だ。

（そしてこれからも、俺はおまえを苦しめる）

　何度繰り返し謝っても許されないだろう。

　身体を離はなしたのはロザベラからだった。

　彼女は悲しいくらいに落ち着いた目で、ノアを見上げて言った。

「教えて。ノアは、どうして私に何も言ってくれなかったの？　いつ、お母様のことを知ったの？　これから、どうするの？　全部、教えて……」

「ああ」

　答えながらも、ノアにはわかっていた。

　これから話すことに、真実はたぶん一部しか含ふくまれない。

　何度でも、自分は噓を繰り返すのだ。
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　ノアは、地面に落ちた薔ば薇らの花弁を拾い上げた。ロージーが逃げ出そうとした時、ドレスと擦こすれて落ちた花弁だった。

「サルヴァトーレ・デスデーリについて調べているうちに、ディーナのことを知った。ディーナが抗こう争そうを生き延びたこと。父──先代デ・コスタ家当主のジュゼッペが、彼女を別べつ邸ていに閉じ込めて、時々通っていたこと。俺はそうとも知らず、おまえの母が自分を産んだのだと思っていた。他ほかに異能の子を産める女が生きているのを知らなかったからな」

「じゃあ、それを知ったのは最近……？」

　サルヴァトーレ・デスデーリの名前が十九年ぶりに出てきたのは、カジノで少年が誘ゆう拐かいされた時のことだ。それまで、彼は忘れ去られていた。エミリオでさえ、サルヴァトーレは死んだと思っていたはずだ。

「ああ。あの誘拐事件で、市長の子どもがその名前を口にしたと聞いて、調べ始めた。ディーナに行き着いたのは……一ヶ月前というところか」

「そうだったの……」

　ノアの手の中の花弁を見つめて、ロージーはこの一ヶ月の彼の態度を思い返す。急に優やさしくしてくれたと思ったら、キスを避さけたり……きっと、あれも兄きよう妹だいではないと知ったことがきっかけだったのだろう。

「あの……お母様には、会ったの……？」

「いや。七年前の大火で、彼女が幽ゆう閉へいされていた家も燃え落ちたからな。さすがにその時死んだと思っていた」

「会いに……行かないの？」

　ノアがロージーを見やった。

「どうしてだ」

「だって、あの人は、ノアのこと……」

　息むす子このことを恋こいしそうに語ったディーナを思い出すと、胸が苦しくなる。会えるのなら、生きているのなら、会った方がいいように思う。

「サルヴァトーレの母親だ。会うなら、利用することになる。……利用すべきなのかもしれないが、まだ決心はついていない」

「……じゃあ、ノアは、これからどうするの？」

「どうもしない」

「デ・コスタに、いてくれる……？」

　ノアの手から薔薇の花弁が落ちた。

　同じ手が、ロージーの頰ほおを撫なで、唇くちびるを掠かすめた。

　指先に染しみついた強い薔薇の芳ほう香こうが、ロージーの鼻をくすぐる。

「ああ。おまえのそばにいる」

　何故なぜか──その言葉を、信じられなかった。

　ノアが屋や敷しきに戻もどってしまってからも、ロージーはしばらく庭先に佇たたずんでいた。

　ノアは、他の兄弟にこのことを言うな、とは言っていない。

　ロージーを信じているからか、それとも、たとえ知られても問題にならないと考えているからか。

（私もエミリオたちに言うつもりはない……ディーナのことを知ったら、エミリオはサルヴァトーレに対する人ひと質じちにするかもしれない。ディーナの存在はノアにとっても弱みになる。エミリオにノアの弱みを握にぎらせることになってしまう……）

　でも、黙だまっておくことが本当に正しいことなのか、ロージーには自信が持てなかった。

（ノアは、自分がデスデーリだとわかって……どう思っているんだろう。デ・コスタを恨うらむようなことはないのかな……）

　一度はなんとか否定した疑いが、ここに来てより大きくなってしまう。

　ずっと、デ・コスタのやり方に馴な染じめなかったノア。

　デスデーリの血筋だとわかったことがきっかけとなって、デ・コスタを去ってしまったりはしないのだろうか？

　そして、もしもそんなことになったら、自分はどうしたらいいのだろう。

　ノアのいないデ・コスタで生きていくことは、ロージーには想像もできなかった。




「いい加減にしろ！」

　ダリオの切せつ羽ぱ詰つまった声で目を覚ました。

　慌あわてて時計を確かく認にんすると、まだ朝食会までは時間がある。

　ガウンを羽織って廊ろう下かに出ると、階段の踊おどり場で、エミリオとダリオが言い争っていた。

　どうやら、またしても護衛のことで争っているらしい。

　ダリオは、エミリオの胸に指を突つきつけて怒ど鳴なっていた。

「今日は屋敷から出るな！　昨日だって危なかったんだろ！」

「ああ、昨日の襲しゆう撃げきはなかなか惜おしかったけど──」

　ダリオは堪たまりかねたように叫さけんだ。

「バカじゃねえのか！　惜しい、じゃねえよ！　命狙ねらわれてんだぞ！　てめえの代わりはいねえんだよ！」

「それはおまえの方だよ」

　当たり前のことを話すように、顔色も変えずに、エミリオは言った。

「私の代わりならちゃんといるさ。代わりがいないのは、おまえだよ、ダリオ」

「なん……っ」

　ダリオは絶句している。そんなことを言われるなんて思ってもいなかったのだろう。ロージーだって、びっくりして仲ちゆう裁さいの言葉すら出てこなかった。

（だって、そんな）

　エミリオは頭が切れる、優ゆう秀しゆうな統とう率そつ者だ。

　唯ゆい一いつ欠点を挙げるなら、デ・コスタの男が必ず持つはずの《力》を持たないことだろう。

　普ふ段だんの彼は、《力》を持たないことへのコンプレックスなんて、まったく見せない。いつも自信たっぷりで、デ・コスタの当主は自分しかいないと周囲の人間に思わせている。

　それなのに、今の彼の言葉に、噓うそはないように聞こえた。

　本気で、彼は、自分の代わりはいると思っている。

「て……てめえがうちのドンだろうが、わかってんのかおい！」

「おまえこそいい加減自覚しなさい、ダリオ。《力》を持つ者の責任をね」

「…………っ！」

　ダリオはエミリオを突き飛ばして、階段を駆かけ下りていく。朝食会にも出ないつもりなのか、玄げん関かん扉とびらを開けて外に飛び出してしまう。

「……怒おこらせてしまったみたいだね」

　他人ひと事ごとみたいにエミリオがそう言って、踊り場に下りてきたロージーに微笑ほほえみかけた。

「ど、どうして、あんなこと……」

「ただの事実じゃないか、何を言ってるんだい？」

　乱れた髪かみを撫でつけるエミリオは、いつもの薄うす笑わらいを浮うかべている。

　その時、ロージーにはわかった気がした。

「エミリオが身を隠かくさないのは、ダリオのためなの？」

「どうしてそう思うんだい？」

「だって、エミリオの姿が見えなくなったら、ブラックが他の人を狙うかもしれないもの。エミリオは、ダリオを狙わせたくないんじゃないの？　ダリオも……気付いてる、気がするの」

「そりゃ、彼の代わりはいないからね」

　エミリオは、またそう繰くり返した。

「……エミリオの代わりだっていないわ」

「それは違ちがうよ。《力》を持つ者と持たない者とでは違うんだ、決定的にね。で、前にも言ったが、私としてはノアのことは好きじゃない。そうしたら消去法でダリオしかいないんだ」

「何が……」

「それは勿もち論ろん、次の当主だよ」

　……単純な、理由。

　でもロージーは、その理由の陰かげに、エミリオの本心が隠れている気がした。

《力》を持たず生まれたことで否定されてきた彼は、ダリオに希望を見いだしたのだろう。

　だから、こんなにも執しゆう着ちやくしている。

「エミリオは、本当にダリオが好きなのね」

「……気持ち悪いことを何度も言わないで欲しいな」

　エミリオは、苦いものでも食べたみたいに口元を歪ゆがませた。

　それでも、否定はしなかった。




　──その日も、ロージーはエミリオへの同行を許されず、カジノでの仕事についていた。

　次のショーについての打ち合わせ中、デ・コスタからの使いが突とつ然ぜん現れ、ロージーの耳元でその『報しらせ』を告げた。




　車に仕し掛かけられていた爆ばく弾だんが爆ばく発はつし、ドン・エミリオが負傷──




　ロージーはそれを聞いた途と端たん椅い子すから立ち上がって、挨あい拶さつもそこそこに会議室を飛び出した。







　５　アマリリス─Amaryllis─







　運転手が死亡、エミリオは重体。

　護衛についていた《クモ》は車からエミリオを助け出そうとして火傷やけどを負っていた。

　長い手術の後も、エミリオは意識を回復しなかった。

　手術後、ロージーは別室で医師から容態の説明を受けた。




　意識が回復するかはわからない、回復したとしても、以前のような身体からだに戻れるかは保証できない──




　聞いた瞬しゆん間かん、目の前が真っ暗になった。椅い子すに座っていなかったら倒たおれていたかもしれない。

　ノアはまだ連れん絡らくが取れず、一いつ緒しよに話を聞いていたのはダリオだけだった。

　話を聞いた後、ロージーは集中治ち療りよう室前に戻もどった。

　廊下には大勢の男たちがたむろしていて、異様な雰ふん囲い気きを放っていた。

「犯人は──」

「ブラックに決まってる！　あの野や郎ろうの手口だ！」

「とにかく当面の指揮だ」

「ドン・ノアはまだ──」

　激しい怒いかりを爆発させている者も、静かに感情を堪こらえている者もいたが、誰だれもが今にも味方同士で殴なぐり合いでも始めそうなほど殺気立っていた。

　その混こん沌とんとした状じよう況きようでも、彼の声はよく通った。

「おい、帰るぞ」

　ダリオはその場にいる男たちの顔を見回してそう言った。

「話し合うのはここじゃなくてもできる」

「だが……！」

　幹部の一人が反論しようとした途と端たん、ダリオは彼を凄すごい目で睨にらみつけた。

「黙だまってろ」

　その幹部は恐おそれをなしたように口を噤つぐんだ。

　ダリオは周囲に話が漏もれないよう、声を潜ひそめた。

「エミリオはまだ目覚めない。悠ゆう長ちように回復を待ってこの隙すきを突かれるわけにはいかねえんだ。当面のことを決めるのにここが相応ふさわしいか？　何話したって、噂うわさ話ばなしのネタにされるぞ」

　普段のやんちゃな子どもっぽさはなりを潜め、爆発寸前まで膨ふくれ上がった怒りをぎりぎりで押し止とどめているような迫はく力りよくがあった。

「いいから来い。話はそれからだ」

　男たちの顔をもう一度一人ひとり睨ねめ付けてから、ダリオは背を向けてエレベーターの方へ歩き出した。

　男たちは視線を交かわし、一人、二人とついていき、結局その場にいた幹部は全員が従った。

　数名の護衛が銃じゆうをジャケットの下に忍しのばせたまま残り、集中治療室の扉とびらの前に陣じん取どる。

（……私も、行かなきゃいけないんだ。私も、デ・コスタの人間だから……）

　ロージーは立ち上がり、自分の護衛を連れて最後に病院を出た。




　エミリオの車が爆ばく破はされたのは午前十時過ぎのことだ。

　駐ちゆう車しやしていた車に乗り込んだところで、仕掛けられていた爆弾が爆発したらしい。エミリオが車に乗った直後、立ち去る不ふ審しんな男を目もく撃げきした《クモ》は、すぐにエミリオを車から降ろそうとしたが、間に合わなかった。

　手術は半日かかり、ロージーが病院の外に出た時にはもうすっかり日が暮れて月が出ていた。

　そのまま車で屋や敷しきに戻り、地下にある窓すらない会議室に直行する。

　重じゆう厚こうな長方形のテーブルの周りには、革かわ張ばりの椅子が何脚きやくも置かれている。

　幹部たちはそれぞれの席を占しめ、ロージーも自分の席に座った。

　幾いくつかの席は空いている。

　一つはエミリオの席。

　それに、ノアの席。

（まだ、ノアと連絡が取れない……）

　焦しよう燥そうを感じながら、ロージーは空っぽの椅子を見つめる。

「やるべきことは三つ」

　全員が揃そろったところで、ダリオが椅子から立ち上がって言った。

「この隙すきに他ほかの組織が俺たちの縄なわ張ばりを脅おびやかそうと動く可能性がある。それを潰つぶすこと。二つ目は、警察が何か仕掛けてくる場合に備えて警けい戒かいを怠おこたらないこと。やつらはエミリオの不在中に、俺たちを潰そうとするだろう。手入れの情報には注意しろ。それから、裏切りを誘さそう野郎にもな。三つ目は──」

「ブラックの野郎だ。あいつを見つけ出して自分のしでかしたことを後こう悔かいさせてやる」

　鼻息荒あらくそう言ったのは、マルコ・バウドだ。

　ダリオはそちらを一いち瞥べつする。

「そうだ。だが、それだけじゃねえ。この三つの前に、すべきことがある。命令を出す人間を決めることだ」

　絶対的な権力で組織を統とう率そつしていたエミリオが倒れた──

　そうなれば、彼が回復するまでの間だけでも、新しい『指揮官』が必要になる。

　誰かが何か言う前に、ダリオが宣言した。

「俺がやる。エミリオが回復するまでの間は、俺がボスだ」

　抗あらがいがたい強さがその目にも声にもあった。

　けれど、幹部たちもそう容易たやすく受け入れられる話ではない。

「……勿論、あんたはデ・コスタだ。そうする資格があるんだろう。だがな、あんたの兄貴にはまだ連絡が取れていない。あんたに決めちまうことはまだできねえはずだ。それに、あんたは……まだ、かなり若い」

　幹部の一人が、剣けん吞のんな目つきでダリオを見つめてそう言った。

　ダリオは彼を睨み返して答える。

「こんな時にいないクソ野郎のことを持ち出すんじゃねえよ。若いだあ？　エミリオが親父おやじの跡あとを継ついだ時幾つだったかわかってて言ってんのか？　俺と一歳しか変わらねえ歳としだった。いいから言えよ。てめえは俺より自分が上に立ちたいって考えてんだろ？」

「そうじゃねえよ、ダリオ。ただ──」

　突然、ダリオはテーブルを蹴けりつけた。テーブルが揺ゆれて、上に載のっていた酒のグラスも危なっかしく揺れ、瓶びんは倒れた。

　ダリオは、テーブルに足をかけたまま、低い声で言った。

「俺より上に立ちたいやつはそう言え。それ以外は黙ってろ」

　場は静まり返った。咳せき払ばらいが、やたら響ひびく。

　その沈ちん黙もくを破ったのは、マルコ・バウドだった。

「……ダリオ、落ち着けよ」

　喉のど元もとの贅ぜい肉にくを震ふるわせて、彼はそう声を掛かけた。

「おまえの気持ちもわかるさ。だがな、やっぱりおまえはまだ若すぎる。エミリオは特別だったんだ。悪いことは言わねえ、誰か年長の──」

「たとえばあんたか、バウドの親父？」

　睨み合う彼らの間に、口を挟はさむ者がいた。

「だいたい、もっと早くブラックを見つけ出せれば、こんなことにはならなかったんだ」

　暗い目でダリオを睨みつけているのは、幹部の中では若い、三十半ばくらいの男だ。

　別の幹部も同調し、拳こぶしで強くテーブルを叩たたいた。

「ブラックも捕つかまえられなかった男が、ボスだあ？　寝ね言ごと言ってんじゃねえよ！」

「てめ……っ」

　ダリオの怒りが爆ばく発はつする。ロージーは咄とつ嗟さに椅子を立った。

　視線が、それまで黙っていた彼女に集中する。

（止めなきゃ……！　分ぶん裂れつが、今一番怖こわいことなんだから！）

　ロージーは、必死で表情を引き締しめ、冷静な眼まな差ざしをダリオに向けた。

「発言を許可していただけるのなら、私も今の意見には同意します。ブラック抹まつ殺さつの任を負っていたのはドン・ダリオ、あなたです。あなたがブラックを捕まえていれば──でも、そんな仮定はもう無意味です。だから、せめて事件の犯人を見つけて、その首をこの会議室のテーブルに転がすべきではないでしょうか。臨時とはいえ、実力の伴ともなわない者が上に立つことは、デ・コスタでは許されないはずです」

　ダリオがぎりぎりと奥歯を嚙かんだ。獣けもののような形相でテーブルを見つめる彼を、ロージーはただ見守った。

　冷静に戻って欲しい……落ち着いて、今どうするのがいいのか、考えて欲しい。

　ダリオは絞しぼり出すような声で言った。

「……それまでの間、意思決定はどうするんだ？」

「わしらが一時的に合議で決めよう」

　年長の幹部が、他の幹部を見回してそう主張した。先代からの幹部たちだ。

（彼らに決定を預けるのは不安があるけど……でも、仕方ない）

　ノアがいない以上、デ・コスタ家の男はダリオしかいない。

　野心ある者なら、この機会にのし上がろうとするだろう。そういう人間にとっては、ダリオがここで仮にでも組織のトップに立つことは受け入れられない。

　ダリオが今一番責められているのは、ブラックのことだ。今の段階で、それが最も明確な彼の『落ち度』だからだ。

　逆に言えば、ブラックを捕まえられれば、反対派を黙らせられる。

　バウドが、椅い子すにもたれて、額の汗あせを拭ぬぐいながら言った。

「決まりだ。組織の意思決定は一いつ旦たん合議によるものとする。ダリオはブラックの行方ゆくえを追う」

「どうせとっくに街を出てるさ」

　若い幹部がそう吐はき捨てたが、ダリオはもう嚙みつかなかった。

「それぞれ縄張りに戻もどって警戒を強めろ。この隙にメルキスのやつらが舞まい戻ってくるかもしれねえぞ。気を付けろ」

　バウドのその言葉が会議の終わりを告げ、幹部たちは席を立った。

　ダリオは、拳を握にぎり締めたまま、黙だまって立っていた。

　拳は、力を入れすぎて白くなっている。

　ロージーは会議室から人が消えるのを待って、彼にそっと声をかけた。

「ダリオ」

　ダリオは顎あごを引いて、ロージーを仇かたきを見るような目で睨にらみつけた。

　強きよう烈れつな怒ど気きが、彼の全身から感じられる。

「おまえまで……ロザベラ！」

「ああ言うしかなかったんだよ。落ち着いて、考えて」

「…………っ」

　ダリオは顔を背そむけ、しばらくしてから、顔を手で覆おおった。

「わかってる……わかってるさ、でも……」

　また怒いかりを堪こらえきれなくなったのか、椅子を蹴け飛とばして怒ど鳴なる。

「でも、これじゃあまずいんだよ！　命令を出すのは一人だけ、それもデ・コスタの人間じゃなけりゃあダメなんだ！　今みたいな時は特にそうだ、組織が分裂しちまう！」

　だから、ダリオは無理を通してでも自分が上に立とうとした。

　七年前、先代が火事で重体となった時、組織をまとめ上げたのはエミリオだ。

　今度は、そのエミリオが倒たおれた。

「わかってるよ、ダリオ」

　ロージーは荒あれる彼の方に近づいて、その肩かたに触ふれた。びくりとダリオが震えるのがわかる。自分を見つめるダリオと目を合わせて、ロージーは彼を力づけられるように微笑ほほえんだ。

「私も、協力する。一いつ緒しよに、この事件の犯人を見つけよう。一刻も早く……そうすれば、分裂を避さけられる。大だい丈じよう夫ぶ、きっと……」

「ロザベラ……」

　ダリオは呻うめくような声で名前を呼ぶと、ロージーの肩に頭を預けてきた。

　ロージーは少し緊きん張ちようしたけれど、それ以上ダリオが自分を抱だき寄せたりはしてこないので、自分から手を伸のばして、彼の頭に触れた。

「大丈夫」

　そう励はげますと、ダリオはやっと顔を上げて、少し照れくさそうな表情を浮うかべた。

「でもよ、おまえはノアにつくのかと思ってたぜ。デ・コスタの人間がトップに立つんなら、ノアの方が歳が上だしよ……おまえ、ノアに懐なついてるだろ」

「…………そうだね。でも、ノアは今はいないし」

「心配か？」

「ノアなら、きっと大丈夫だよ」

　ロージーはそう答えて微笑んだだけで、それ以上は何も言わなかった。

　ノアは、朝食会の後、屋や敷しきを出てから連れん絡らくが取れなくなっている。誰だれにも何も告げずに、いきなり姿を消したらしい。エミリオと同時に暗殺者に狙ねらわれたとも考えられたから、組織では彼の行方ゆくえを今も追っている。

　ロージーは、昨夜のノアの言葉を思い出していた。

　おまえのそばにいる、とノアは言った。

　あの時感じたのだ──ノアは、このことについてだけは、噓うそを吐ついているのではないか、と。

（だとすると、危険なことに巻き込まれているんじゃなくて……自分から、姿を消した）

　ロージーが、自分たちは兄きよう妹だいではないと知ってしまったから。ノアがサルヴァトーレの弟だと、知ってしまったから。

　だから、彼は去ってしまったのではないか。

　ダリオは、黙り込んだロージーを見下ろして、何か言いたげな顔をしていた。




　ブラックは、綺き麗れいに姿を消していた。

　ダリオが最初に調べたのは金の線だったけれど、ブラックは逃とう走そう資金を手に入れるために銀行で預金を引き出すことも、小切手を切ることもなかった。

　ブラックの部下や身内にしても同じだ。彼らも、ブラックの行方を捜さがしているようだった。

　ダリオの部屋で、彼からそのことを知らされて、ロージーは違い和わ感かんを覚えた。

「……ブラックさんの身内には、監かん視しをつけてるんだよね？」

　ダリオは仏ぶつ頂ちよう面づらで答えた。

「当たり前だ。だが、やつが接せつ触しよくした形けい跡せきはない。家族への送金も止まったままだ」

「爆ばく弾だんの線は？　材料とか、作れる人とかから絞り込めない？」

　ダリオは作りかけの飛行機の模型を弄もてあそびながら、首を振ふる。

「ダメだ。特とく徴ちよう的なやつだったからいけるかと思ったが、製作者は死体で見つかった。口くち封ふうじに殺されたんだ」

　そう言って、腕うでを大きく振りかぶって飛行機を飛ばす。未完成の飛行機は、バランスを崩くずしてベッドの横に落ちた。

「情報屋もあいつの部下も締め上げたが何も出ねえ。隠かくれ家の類たぐいもわかってる限り当たったが使われた様子はねえ。あいつは警察に協力していたから、警察が手を回している可能性も考えた。だがな、ブラックはエミリオを狙ったんだ。警察の保護下でそれは無理だ。あいつはある程度自由に動けるはずだ──まだ俺たちに知られていない仲間がいるんだろうな」

（仲間……？）

　エミリオはブラックの動きを読んでいた。彼の裏切りも、パーティでの検挙を目もく論ろんでいたことも。仲間がいるかどうかなんて、真っ先に調べているはずだ。

（仲間がいたならエミリオが見つけていたはず）

　そもそも、何故なぜブラックを逃にがしてしまったのか。あれだけ計画を読み切っていたのに、身み柄がらを押さえるという一番重要なところで失敗してしまうなんて、やはりエミリオらしくない。

　狡こう猾かつで、用よう意い周しゆう到とうで、容よう赦しやのないエミリオ。

　ブラックとの読み合いで彼が負けたのだとは考えにくいけれど、実際にブラックは見つかっていない。一人では金もなしに逃げ続けられないし、エミリオ暗殺を企くわだてることだって難しい。

　おそらく、別の人間がいたのだ。でも、ブラックの仲間ではない。そうではなくて──

（敵だ）

　ふっとその言葉が浮かんだ。

「ブラックさんの足取りが摑つかめないのは、誰かに匿かくまわれているからじゃなくて、もう死んでるからとは考えられない？」

　突とつ然ぜんのロージーの言葉に、ダリオは、変な顔をした。

　顔をしかめて、驚おどろきと、呆あきれを同時に浮かべている。

「……何言ってんだ」

　自分でも、突とつ拍ぴよう子しもないことを言っていると思う。

　でも、自信を失いそうになったロージーの頭に、エミリオの言葉が甦よみがえる。




『君ならできるよ』




　ロージーを連れ回し、仕事を見せ、期待してくれたのは、他ほかならないエミリオだ。

「ブラックさん、一週間前、エミリオのパーティに手入れがあった晩から姿を消したんだよね。家族にも接触していない。お金の動きもない。部下の一人も連れていない。それって……誰かに匿われているにしても、おかしい、気がするの。特に、部下の誰とも連絡を取っていないことが。信しん頼らいできる人間をそばに置きたいと思うのは、普ふ通つうのことでしょう？　自分の身が危険なら、なおさら」

「だが、やつはエミリオを裏切ったんだ。同じように、自分も裏切られると恐おそれて、部下と連絡を断ったのかもしれねえ。だいたい、ブラックがもう誰かに殺されているとして、殺した野や郎ろうの目的はなんだ？」

「すべてをブラックさんのせいにできる」

　ロージーは、ダリオが投げた飛行機を拾い上げて言った。

「……今回の爆弾事件も、みんな、ブラックさんがやったと思ってる。その陰かげで、のうのうと自分の権力を強化できる」

「！　長老格にそいつがいるって言うのか」

　ダリオも察したらしかった。ロージーが、何を言いたいのか。

　ロージーは何日間もエミリオについて彼の仕事を見て回った。その中で知ったのは、エミリオがどんな人間とも貪どん欲よくに繫つながりを持とうとしていることだ。必要な時に力を貸してくれる協力者を得るために、できる限りの便べん宜ぎを図はかる。

　味方が重要なのは、それだけ敵が多い仕事だからだ。

　単に恨うらまれているだけではない──エミリオは地位と金を持っていて、それを狙う者は幾いくらでもいるのだ。ある者はそのためにエミリオに近づくし、ある者はそのために彼を害する。

　仲間であるはずの組織の人間だって、同じだ。

「そう。もしブラックさんの陰に隠れてエミリオを殺そうとした人間がいるとしたら、その目的は復ふく讐しゆうなんかじゃなくて、自分の権力を強化すること。つまり、今回利益を得た人間。幹部、特に古参幹部の合議による決定がエミリオの決定に取って代わるのなら、その古参幹部の中に首しゆ謀ぼう者しやがいるはずなの。……思い出して、ダリオ。あの時、ブラックさんのところに最初に駆かけつけたのは？　彼が『逃げた』と報告したのは誰？」

　ダリオは、額を押さえ、何度も首を振りながら、絞しぼり出すような声で答えた。

「噓だろ……あのジジイ……くそ、バウドの親父おやじだ。あいつ、ブラック捜そう索さくで俺に協力するふりして、ずっと俺の事見張ってやがったんだ……！」

「マルコ・バウド……」

　大食漢で、恰かつ幅ぷくの良い、古参の幹部。

　エミリオを激しく非難していたけれど、それも組織のためだと言っていた。

　その、彼が──

（エミリオは気付いていたのかもしれない。だから、自分が囮おとりになってバウドが動くのを待った？　自分が動けなくなるほどの重傷を負うとは想定していなかっただろうけど……）

　突然、ダリオが部屋を出ようとした。ロージーは慌あわてて引き留める。

「待って、どこへ行くの？」

「バウドのところだよ、決まってるだろ！」

「直接訊きいても答えてくれるわけないよ。それに、私がさっき言ったのは可能性の話で、彼がやったっていう証しよう拠こはないの。何か、見つけないと──」

「証拠を残すようなへまをあいつがするかよ！」

「証拠じゃなくてもいい。彼に喋しやべらせるものがあれば、それでいいの」

　ダリオは、顔をしかめてロージーを見やった。

「……何考えてる」

　にこりと、ロージーは微笑ほほえんだ。

「彼は、私を『お人形』と呼んでいたの。だから……大だい丈じよう夫ぶ」

　そう言って、模型飛行機をテーブルの上に戻もどした。




　レストランは定休日だった。

　店の奥にある彼のオフィスで、ロージーはバウドを待った。約束の時間からもう三十分は経過している。

　不意に、レストランの方から、ばたばたという足音が聞こえてきて、扉とびらが開いた。

「おう、待たせたな！」

　現れたバウドはそう言って、室内の時計を見上げ、愛あい嬌きようのある丸顔に驚きの表情を浮うかべる。

「なんだ、三十分も待たせたのか！　こいつは悪かったな。道がやたら混こんでやがってな、いつもの倍かかっちまった！　どうだ、酒でも──」

「いいえ、大丈夫です。お気き遣づかいありがとうございます」

　ロージーはそう言って、勧すすめられた椅い子すに腰こしを下ろした。

　バウドはデスクの向こう側にある大きな特注の椅子に座って、早さつ速そく葉巻を取り出した。

「それで、なんの話だったかな、ドンナ・ロザベラ」

「はい。まず、今日はお時間をくださってありがとうございます。あの、ドン・マルコに確かく認にんしたいことがあって、お邪じや魔ましました」

　ロージーは、バウドが葉巻に口をつけるのを待って、言った。

「エミリオの暗殺を計画したのは、あなたでは？」

　バウドは息を吸って葉巻を味わってから、煙けむりと一いつ緒しよに笑いを吐はき出した。

「ぶはっ、何言ってんだ、お人形さん。あんた、俺のことをなんだと思っている？　エミリオのことはガキの頃ころから知ってる。可愛かわいい甥おいっ子みてえなもんさ。俺がやつを殺そうなんて考えるわけねえだろ。エミリオがあんなことになって動どう揺ようしてるのはわかるが、考えなしに──」

「でも、ブラックを始末したのは、ドン・マルコですよね？」

「……だからなあ」

　ロージーはその奥にある本心を逃のがさないよう、彼のわざとらしい呆れ顔にぴたりと視線を定めた。

「これだけ捜さがしてブラックが見つからないのは、とっくの昔に殺されているから。ブラックの始末はエミリオ直属の部下に命じられた仕事だったのに、あなたが先にブラックのオフィスにたどり着いて、彼はもう逃げたと報告した。殺して海にでも沈しずめてしまえば、エミリオ暗殺も彼のせいにできるから……」

　バウドが、突とつ然ぜん腕うでを振ふり回まわし、デスクの上に載のっていたもの、悪あく趣しゆ味みな金のペーパーウエイトや、写真立て、葉巻の箱といったものを叩たたき落とした。

　凄すさまじい音が部屋中に反はん響きようした。

「……その辺にしとけ。あんたはブラックがいつまでも見つからねえからって、やつが最初から死んでるって思い込みてえんだ。自分の望む結論のために、屁へ理り屈くつこねくり回してるだけさ」

　それまでのバウドとは、雰ふん囲い気きががらりと変わっていた。白しろ眼めをぎらつかせ、凶きよう悪あくな顔つきで、ロージーをじっと見み据すえる。ロージーは思わず椅子の上で小さくなった。

（ダメ……気け圧おされちゃダメ！）

　ロージーは目を伏ふせ、演技を貫つらぬいた。

「しょ……証人がいます」

「はっ！　いったい誰だれのことだ。誰が俺を嵌はめようとしてる？」

「ブラックのオフィスが入っているビルには、不動産会社のオフィスも入っています。そこの秘書が、騒そう動どうについて証言してくれました。怖こわくて隠かくれていたそうです。でも、絨じゆう毯たんにくるんだ死体を運び出すところを、目もく撃げきしたと……」

　バウドは、また葉巻に口をつけて、大きく息を吸った。気分を落ち着かせるように。

（もう少し……認めかけている）

　ロージーは、ここぞとばかりに畳たたみかけた。

「でも、私があなたをつるし上げにするつもりなら、最初からここには来ません。私が望んでいるのは、組織の結束と平へい穏おんです。あなたが裏切ったとなれば、他ほかの構成員たちも動揺するでしょうし、あなたの処しよ刑けいがさらなる復讐の連れん鎖さを生むことになるかもしれない。そんなことは、もう嫌いやなんです……だから、私の要求は一つ」

　ロージーは立ち上がると、葉巻を味わうバウドの横顔に言葉を叩き付けた。

「ウェストエンドから出ていってください。資産もそのまま持っていって結構です。引退して欲しいんです。あなたの縄なわ張ばりは、我々が管理します。事実は他の構成員には伏せます」

「……証人って言ってもなあ」

　バウドはじろりとロージーを睨にらみつけた。

「金を摑つかませて、でたらめな証言をさせるくらいはできるだろ。あんたが仕組んだとは言わねえさ、だが、あんたも誰かに踊おどらされてるだけじゃねえのか？　なあ、こいつはあんた一人の考えか？　それとも、誰かに入れ知ぢ恵えされたのか？」

　ロージーは、獲え物ものが鉤はりにかかったのを感じた。バウドの態度は変化している──彼はロージーに探さぐりを入れている。

（あとは……釣つり上げるだけ）

　ロージーは、首を横に振った。

「いいえ、私は誰にも入れ知恵なんてされていません。これは私が考えたことです。あなたに決断して欲しくて。お願いです、ドン・マルコ」

「ふん……」

　バウドは鼻から煙を吐いて、少し噎むせた。口元を手で覆おおい、肩かたを揺ゆすって、咳せき込み──

「ふ……は、ぶははっ！」

　──笑った。

　バウドは噎せたのではなく、笑いを誤ご魔ま化かそうとしただけだった。

　今や彼はそれを隠す様子もなく、腹を抱かかえて笑い、そのせいで葉巻の灰が絨毯に落ちた。

「なんだ、あんた誰にも言わないで来ちまったのかい？　だからお人形さんなんだよ。目撃者の話も垂れ流しちまってよ。確かにあそこには不動産会社があったな。あそこの秘書か。わかったよ、始末させとくさ。あんたをやってからな。あんたが死んでデ・コスタの化け物の血筋が絶えようと、俺にはどうでもいいことさ」

「……ドン・マルコ……」

　ロージーはデスクから離はなれるように、レストランへ通じる扉の方へ後あと退ずさった。

　バウドはデスクの引き出しに手を入れて、ふと眉まゆを顰ひそめた。たぶん、あると思った場所に銃じゆうがなかったのだ。

　だが、すぐに彼はまた笑えみを浮かべ、背後の壁かべをどんと強く叩いた。

「おい、出てこい」

　そう命じる声に応こたえて、彼の背後で、別室に通じる扉が開く。

　バウドは振り返らず、ロージーをにやにや笑って見つめていた。

「あんたが来るって聞いてちょいと予感があったんでな。うちの若いのを置いてたのさ」

　ロージーは、ゆっくりと壁かべ際ぎわに退いた。

　バウドは腕うでを振り上げて命じる。

「おら、殺せ」

　その彼の首に、細いワイヤーが巻き付いた。

「？」

　自分の首に当たる冷たい感かん触しよくに驚おどろいたのか、バウドは首を見下ろそうとしたけれど、ワイヤーは肉に埋うもれて、ロージーからももう見えない。

　バウドは事態を察して、ワイヤーと肉の間に指を入れようともがいた。

「なっ、なんだこ……っ、ぐっ」

　ぎりぎりという音を立てて、ワイヤーが擦こすれ、いっそう強くバウドの喉のどを締しめ上げる。

　バウドはかろうじて首を動かして、背後を見やった。

　黒い革かわ手て袋ぶくろを嵌めた《クモ》が、無表情にワイヤーを両手で握にぎり、彼の喉を締め上げていた。右の頰ほおは火傷やけどの手当てのためガーゼで覆われていたし、服の下はより凄せい惨さんなことになっているはずだったが、彼の動きからはそれは感じられない。

「てめ……っ！」

　バウドの合図が聞こえた直後、扉を開けて入ってきたのは、バウドの部下ではなく、《クモ》だったのだ。

「あなたの部下に、仕事を替かわってもらったんです」

　ロージーは真っ赤な顔のバウドに、そう告げた。

「あなたが外での用事を済ませている間に、私たちはここで準備をしていたんです。潜ひそんでいたあなたの部下を捕つかまえたら、そのうちの一人が全部喋しやべってくれました。ブラックを殺して死体を絨毯に巻いて捨てさせたんですね。それを聞けば充じゆう分ぶんだった……」

「は！　その可愛い顔で今度は誰に取り入った？　誰の犬になった？　この──」

　バウドが、口を大きく引きつらせて、口くち汚ぎたない言葉でロージーを罵ののしった。直後、《クモ》は込める力を強くする。バウドの顔は紫むらさき色いろに染まって、舌が口から突つき出た。

「おい、その辺にしとけよ」

《クモ》と一いつ緒しよに入ってきたもう一人の男が、そう声をかけた。

《クモ》は名残なごり惜おしそうに力を緩ゆるめ、バウドはそのまま床ゆかに膝ひざを突く。

　咳き込むバウドの前に、処刑を止めた男が立った。

　彼は──ダリオは、冷めた目でバウドを見下ろしていた。

「全部喋っちまったな、バウド。気分はどうだ？　すっきりしたか？」

「……っ、そうか、てめえが、俺を、嵌め……」

「まだわかってねえのか？　そうじゃねえよ」

　ダリオの言葉にバウドは顔を歪ゆがめ、それから、ゆっくりと、ロージーの方を向いた。

　ロージーは、彼を見下ろして、小首を傾かしげた。妖よう精せいのように愛らしいと形容された顔に、どこか稚いとけない残ざん酷こくさを感じさせる、冷たい表情を浮うかべて。

「先さき程ほど申し上げた通りです。私は誰にも入れ知恵なんてされていません。これは私が考えたことです──すべて」

　バウドの目と口が、大きく、虚うつろに見開かれていく。自分が、お人形とバカにした小こ娘むすめに手玉に取られたことを理解し、自尊心がずたずたに切り裂さかれていく。

　ダリオは屈かがみ込み、バウドの耳元で囁ささやいた。

「そう。秘書の証言なんて噓うそっぱちさ。あんたの部下の証言だけじゃ心こころ許もとないんでな、あんたの口から直接喋ってもらったんだよ。ロザベラ相手で油断したな？　俺やエミリオ相手にはやらねぇミスだ。勿もち論ろん──話を聞いてたのは俺たちだけじゃないぜ」

　そう言って、視線を、部屋に最後に入ってきた人物に向ける。

「バウド、貴様……」

　怒いかりに声を震ふるわせているのは、最長老の幹部だった。

　彼と、エミリオ直属の部下である《クモ》の証言があれば、幹部たちも納なつ得とくする。

「証人は充分だ。あんたは、終わりだよ、バウド」

　そう言いながら、ダリオはサイレンサーがついた銃を取り出して、バウドの額に向けた。

「最後に訊きくが、なんだってこんなことをした？」

　バウドはぎらつく目でダリオを見み据すえたまま、笑った。

「決まってるだろう。エミリオより、おまえの方が扱あつかいやすいからだ。幸いノアには上を目指す気き概がいがねえ。あいつがいてもいなくても、おまえが上に立とうとするってのはわかってたさ。おまえを煽おだてて、女と遊びでもあてがっておけば、俺は好きに金を稼かせげたのさ」

　まだ喉が苦しいのか、彼は咳き込み、血の混じった唾つばを吐はき、けれどまた、にいっと笑った。

　ダリオが、引き金を引いた。




　爆ばく弾だん事件から五日が経たった。

　エミリオはまだはっきりとは意識を回復していない。一度ロージーがそばにいた時に目を開けたので呼びかけてみたが、すぐにまた眠ねむりに落ちてしまった。

　エミリオが回復するまでは、ダリオが暫ざん定てい的にボスの地位を引き継つぐことになった。

　慕したっていたバウドの本心を聞いて、ダリオがどう思ったのかはわからない。

　でも、その横顔は少し大人びたように見えた。

　ノアは──まだ、行方ゆくえを晦くらませたままだった。




　今日の会議では、ダリオがボスの代行として幹部の中から正式に選出された。

　勿論、ダリオは若い。今回彼が選ばれたのは、デ・コスタ家の《力》を持つ、二人のうちの一人だからで、実力が伴ともなっているとは言い難がたい。

　それでも、エミリオ暗殺未み遂すいの首しゆ謀ぼう者しやを処しよ刑けいしたことで、彼の就任に異を唱えていた者も黙だまった。

　ロージーは会議の後、カジノに出向いたが、そこを一人で抜ぬけ出し、クイーンズ・ストリート18番地のアパートメントを訪ねた。

　フロントでローラと名乗り、６０１号室の夫人に会いたいと伝え、エレベーターを呼んでもらう。

　ロージーはディーナに同じアパートメントの住人だと名乗っていた。もし本当にアパートメントの住人なら、フロントに行かずとも直接部屋を訪ねることができるから、フロントから連れん絡らくを受けたディーナは不ふ審しんに思ったかもしれない。

　そもそも、ロージーがここの住人ではないと、すでにばれている可能性もある。

（でも、もう我が慢まんできない……）

　ロージーの望みは、一つ。

　ノアが、ここに来ていないか確かく認にんすることだ。

　母には会わないと言っていたけれど、あれから彼は姿を消してしまった。

　もしかしたら、やはりここに来ているのかもしれない。敵対するサルヴァトーレの母だといっても、母であることには変わりがないのだから。

（ノアに……会いたい）

　今もって連絡が取れないノアのことを、組織の幹部たちは、すでに暗殺されたか、さもなければエミリオ暗殺未遂に関かん与よしていて戻もどってこないのではないかと囁いている。

　ロージーは、ノアに会って、何故なぜ、急に姿を消したのか、確かめたかった。

　何より、純じゆん粋すいに、彼が恋こいしかった。

　あの夜、ノアはロージーを強く抱だき締めて、繰くり返し、思いを言葉にしてぶつけてくれた。

　思い出すだけで胸が満たされて、溢あふれて、苦しくなる。

「ノア……」

　エレベーターの中で漏もらした呟つぶやきには、自分で思っていた以上の感情が籠こもっていて、ロージーは余計に悲しくなった。

　そして、ロージーは６０１号室の前にたどり着いた。

　けれど、繰り返し呼び鈴りんを押しても、誰だれも出てこない。

（フロントはディーナに連絡して確認してから通してくれた……ディーナがいるはずなのに）

　ロージーは、念のためノブに手をかけ、捻ひねった。

　……鍵かぎが、かかっていない。

　ディーナに何かあったのか、それとも──罠わなか。

（もう、私のことがばれていて……誰かが、罠を張っている？）

　そう、ロージーは前回の訪問で噓を吐ついた。その噓から、ロージーの正体がばれている可能性もあるのだ。

　ロージーはいつでも逃にげられるように警けい戒かいしながらも、扉とびらをゆっくりと開けた。

　けれど、想像していたようなものは何もなかった。

　待ち伏ぶせしている男も、ディーナの姿もない。

　家具には白い布がかけられて、丹たん精せい込めて育てられた花は消えている。

　何もかもが白い布で覆おおわれた居間に、一点だけ赤い染しみがあった。

　それは、白い陶とう器きの鉢はちに植えられた、アマリリスの花だった。

　そばには、別の黒い影かげが寄り添そっている。

　ダークブラウンの髪かみに、ダークスーツを着た男だった。

　男がゆっくりと立ち上がって、振ふり向むいた。

　青い目が、ロージーを見つめる。

　五日ぶりに、ロージーは彼のその美しい顔を真正面から目にした。

「ノア……」

　よろめくように部屋の中央、アマリリスの鉢とノアがいる方へ近づいたロージーは、居間を見回して尋たずねた。

「ディーナは……？　彼女は、どこへ……？」

「越こした」

「引っ越したの？　急に……どうして……」

　どうして、と問いながら、ロージーの中にはもう答えが生まれつつあった。

　ロージーが母と出会ったことを、ノアが知ったからだ。

「ディーナを……お母様を守るため？」

　ノアは答えなかったけれど、たぶんそうなのだろうと思う。

　ロージーは諦あきらめたように首を振った。

「わかってる。私、デ・コスタの人間だもの。私がエミリオにお母様の居場所を言えば、お母様はエミリオに捕つかまってしまう。だから、場所を移したのね。……あ、あの、もしかして、なんだけど、ノアは、以前にも、お母様に会ったことが……？」

「ああ。一度……」

「ど、どうして、お母様に会ったこと教えてくれなかったのか、訊いても、いい……？」

　そう訊いたものの、ノアの答えを待つ間すら怖こわくて、自分で勝手に喋しやべり出してしまう。

「やっぱり、サルヴァトーレのお母様でもあるから、気まずかった？　でも、ノアにとってはお母様なんだから、それは、仕方ないと……思うよ」

「…………それだけじゃない」

　怖い。

　答えを、教えないで。

　自分から訊いたことなのに、ロージーは耳を塞ふさいでいた。

　それでも、ノアの声は聞こえた。

「サルヴァトーレも母に会いに来ていた。俺は、やつと以前から会っていた。母が生きていると知る、ずっと前からだ。おまえに俺とサルヴァトーレの繫つながりを知られたくなかった。だから、俺が母に会ったことも言わなかった」

　──世界が、壊こわれる。

　ロージーはその場に膝ひざを突ついた。耳を押さえていた手を床ゆかに突いて、かろうじて、身体からだを支える。蜂はち蜜みつ色の金きん髪ぱつが、肩かたから落ちて床に着きそうになっていた。

「会って……いた……って、なんの、ために……！」

「……わかるだろう」

　そう、わかる。想像するのは簡単だ。サルヴァトーレはデ・コスタに敵対する人間だ。彼と会っていて、しかもそれを隠かくしていたということは、ノアはデ・コスタに敵対している。

「俺の目的はデ・コスタを滅ほろぼすことだ」

　優やさしくて、デ・コスタ家を嫌きらってきたノア──自分の兄弟を愛せないと言った彼の苦く悩のう。行き着く先は、一つだったのだ。

　ノアは、エミリオを、ダリオを、組織を、部下を、そしてロージーを、裏切ってきた。

「噓うそ……っ！」

「……真実だ。最後に、おまえにだけは告げるべきだと思った」

　ノアはロージーに手を差し伸のべなかった。触ふれようとしても、ロージーが拒こばんだだろう。

　ノアの声だけが、ただ白い部屋に響ひびいた。

「おまえなら、ここに来るかもしれないと思って、待っていた。今日……それも最後にするつもりだったが、おまえが来た。だから、話したんだ」

　確かにそれが真実なのだろう。これまでの違い和わ感かんや疑念に、ついに本当の答えが出たのだ。

　けれど、それならば余計に、どうして、とロージーは思う。

「……どうして……」

　ロージーは顔を上げた。燃えるような目で、ノアを見上げた。そんな目で誰かを見たのは初めてだった。こんなに強い、自分が引きちぎれそうな憎ぞう悪お、初めてだったのだ。
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「どうして、そんなこと言うの？　それが本当に真実なら、どうして、最後まで私を騙だましきってくれなかったの……!?」

　ノアが秘密を抱かかえていることに、ロージーは薄うす々うす勘かんづいていた。

　でも、このままノアが姿を消せば、ロージーはただノアを思って心配するだけで済んだ。面めん倒どうな真実を知らずに、ノアを愛したまま生きていけた。

「おまえには俺を憎にくむ権利がある。おまえは、俺がデ・コスタを裏切っていたと、知るべきだ」

「そんなものいらなかった!!」

　ノアさえいれば良かった──

　愛情が、逆流する。

　信じたくない、信じられない真実から目を背そむけようとしても、ノア本人が、それが真実なのだとロージーに突きつけるのだ。欲しくもない真実を無む理り矢や理り口の中に詰つめ込まれ、胃液が逆流するように、愛情が逆流して、涙なみだと嗚お咽えつになって溢れ出た。

　愛している──今この瞬しゆん間かんすら、彼を愛している。

　それが、余計にロージーを痛めつける。

　ノアはそれ以上は何一つ告げず、ロージーの横を通り過ぎて、玄げん関かんから外に出ていった。

　ロージーは、赤いアマリリスの鉢とともに、がらんとした部屋に残された。







　エピローグ─Epilogue─







　意識が朦もう朧ろうとしていた。

　泣きすぎて頭が重く、何も考えられない。

　ロージーは地下鉄とバスを乗り継ついで自力でカジノに戻もどり、朦朧としたままなんとか仕事を終え、深夜を過ぎた頃ころに帰宅した。

　玄関から自分の部屋までの距きよ離りが、やたら遠く感じた。

　階段を一段一段上って、ようやく廊ろう下かにたどり着く。

　自分の部屋の前に、ダリオがいた。

　彼はそわそわと落ち着かない様子で廊下を行ったり来たりして、時々ネクタイを直していた。ロージーに気付くと、少年のように顔を赤らめ、駆かけ寄ってくる。

「お、おう、仕事どうだった？」

「……うん、普ふ通つう、かな」

　ロージーの異変に気付いたのか、ダリオが顔を覗のぞき込んできた。

「？　なんか、顔白くね？」

「照明のせいじゃないかな。あの……何か、用事があるの？」

　ノアのことをダリオに告げる気はなかった。組織の誰だれにも、こんな話はできない。

　裏切られていたとわかっても、それでも、まだ──ロージーは、ノアを愛していたから。

（本当は、言うべきなのかもしれない……組織のためには。でも……）

　少なくとも、今は、無理だ。

　よろめきかけたロージーを、ダリオが慌あわてて手を差し出して支えた。

「お、おい、大だい丈じよう夫ぶか？」

「うん、疲つかれて……」

「よし」

　ダリオは、突とつ然ぜんロージーの身体を横よこ抱だきに抱き上げた。

　ロージーは驚おどろいたけれど、抵てい抗こうするほどの力ももう残っていなかった。

　ただ、ダリオの負傷した足の具合が気になって、声をかけた。

「ダリオ、あの、足……」

「足？　平気だって！　それよりロザベラほんっと軽いなー。もうちょっと食おうぜ」

　その後はおとなしく抱かれるままに部屋に運び込まれて、ベッドの上に優しく横たえられる。

　自分はどうなるのだろうと、危機感すらもはや覚えずぼんやりとしていたら、シーツが身体の上にかけられた。

「……？」

　ダリオは、ロージーの靴くつを脱ぬがせてベッドの横に並べて置くと、シーツをかけてくれたのだ。

「あの、ダリオ……」

「なんだよ。あっ、ドレスは自分でなんとかしろよ。そこまで俺の理性保もたねえからな！」

　どうやら、今夜ロージーを襲おそう気はないらしい。

「優しいんだね」

「そりゃ、具合悪そうな女襲えるかよ……って、俺が言っても信用ないんだろうけどよ」

「……ありがとう」

　ダリオはロージーの頭をわしっと摑つかむと、乱暴に撫なでた。ついでに髪かみを押さえていたピンを抜ぬいて、サイドテーブルに置いてくれる。

　そのまま部屋を出ていこうとするダリオの背中に、ロージーは声をかけた。

「待って、あの、何か、私に用があったんじゃ……？」

「あ？　ああ、でも、なんだ、まあ、明日でいいって」

　ボスに選ばれて忙いそがしいダリオが、夜中にロージーの部屋の前でわざわざ待っていたのだ。

　ロージーは、申し訳なくなって、身体をベッドの上に起こした。少し眩暈めまいがしたけれど、枕まくらに身体を預けると安定した。

「お、おい……」

「いいの。話があるのなら、お願い」

　ダリオは気まずそうに頭を搔かいていたが、結局椅い子すを引っ張って、ロージーのそばに戻ってきた。

　椅子に腰こしを下ろして、何度も足を組み替かえたり、落ち着かない様子で身体を揺ゆすったりした後、彼はロージーの顔を見て話し始めた。

「俺、ロザベラにすげえ感謝してるんだ。バウドの親父おやじのこと……ロザベラがいなかったら、あいつが何をやったかもわからないまま、いいように操あやつられていたかもしれねえって思う。俺が、なんとか代行の地位に就つけたのはロザベラのおかげだし、組織がばらばらにならずに済んだのも、ロザベラのおかげなんだ」

「……そんなこと、ないよ」

　ロージーが真相にたどり着けなくても、ダリオはいつかバウドの正体を見み抜ぬくことができたと思う。ダリオは、そこまで愚おろかではないはずだ。

「違ちげえよ、俺はやっぱり、バウドの親父には甘かったんだ。他ほかのやつならともかく、あのおっさんが、あんなことするなんて考えてもいなかった。他の誰かに言われても、信じられなかったと思う。ロザベラが言うことだから、俺は素す直なおに聞けたし、納なつ得とくできたんだ」

「…………」

　持ち上げられすぎて、居い心ごこ地ちが悪い。

　ロージーはなんとなく身じろぎした。

「だから、な」

　ダリオは、真しん剣けんな目でロージーを見つめていた。

「ロザベラにこれからも俺のこと支えて欲しいんだ……その、そばで」

　ロージー自身、そうするつもりだった──数時間前、ノアに再会するまでは。

　ダリオを支えるということは、ノアと決定的に対立することになる。

　それは、あまりに、恐おそろしい想像だった。

　表情を強こわ張ばらせたロージーを見て、ダリオはあからさまに意い気き消しよう沈ちんした。

「……ロザベラが、ノアのことで傷ついているのはわかってる。あいつが、全然連れん絡らく取れなくなって、もう五日になるもんな。ロザベラはノアに懐なついてたし……でも、でもな」

　ダリオが、ロージーの手を握にぎった。

　ロージーは驚いて身を引こうとしたけれど、ダリオは彼女の手を握りしめて、紅潮した顔で訴うつたえた。

「俺、ロザベラのこと必ず大事にする。前みてえなことはしねえ。乱暴にしたりも、怖こわがらせたりもしねえ。絶対に、ロザベラのそばにいる。ノアみてえに、勝手にふらふらどっか行ったりもしねえよ。誓ちかう──だから、」

　ロージーは、これが普通の会話ではないことに気付いた。ダリオの目の輝かがやきが、決意が、普ふ段だんとはまるで違っていた。

　ダリオは、勢いよく、宣言した。

「俺と結けつ婚こんしてくれ！」

　ロージーはダリオに手を握られたまま、呆ぼう然ぜんとしていた。

　ダリオは、プロポーズに来たのだ。

　それを理解した瞬しゆん間かん、頭に浮うかんだのはノアのことだった。彼に強く抱だき締しめられたこと、愛を告げられたこと。妹ではなくても、ノアは愛してくれた。

　でも、ロージーの前から去った。

　ロージーよりも、違う何か、つまり兄のサルヴァトーレとか、母のディーナとか、デスデーリとしての復ふく讐しゆうとかいったものを取ったのだろう。

　ダリオは、そうではないと言う。

　彼の手は汗あせで湿しめって冷たくなっていたし、必死な形相はいつもの飄ひよう々ひようとした彼らしくはなかったけれど、それでも、想おもいは明確にロージーに伝わった。

　言葉で、態度で、その輝く目で。

「そばに……いてくれるの？」

　確かく認にんすると、ダリオは首が取れるのではというくらい力強く頷うなずいた。

　失った愛の欠片かけらが、ロージーの目から、涙なみだになって一ひと粒つぶ零こぼれた。







　あとがき







　こんにちは、喜多みどりです。

　内気で臆おく病びようだったヒロインが悪い男ども相手に謀ぼう略りやくと度胸…………いえ、知ち恵えと勇気で戦っていく『デ・コスタ家の優雅な獣けだもの』、第四巻をお届けいたします。一巻からロザベラも随ずい分ぶん成長して、力関係も変化してきました。もうダリオに襲おそわれるとか想像できませんね！

　ありがたいことにアンケートではたくさんの感想をいただいておりますが、ダリオが前巻でかなり人気を伸のばしたようです。今回も彼は素す直なおにロザベラにぶつかっていくので、その空回りも含ふくめて楽しんでいただけると嬉うれしいです。前回人間らしさ（？）を見せたエミリオも、今回は久々に悪い顔をしていた気がします。相変わらず弟大好き過ぎて色々間ま違ちがっていますが。

　そしてノア！　ついにアレがこうなってしまった彼ですが、今回は彼とロザベラとのシーンをたくさん書かせていただきました。私自身気き恥はずかしいシーンなどもあり、今までで一番「少女小説」を書いているなと感じました。読んでくださった方にちょっとでもどきどきそわそわしていただければ嬉しいです。特にダンスシーンはイラストも描えがいていただけるとのことで、完成が楽しみです。

　イラストといえば、今回も美しい表紙を書いてくださったカズアキ先生、ありがとうございます。恰かつ好こ良い構図とキャラクターの繊せん細さいな表現に人間関係が垣かい間ま見みえ、うっとり＆どきどきしております……！

　そしてそんな私の熱い感想をいつも読まされている担当編集者の安井女史、四巻表紙についても、「ロザベラの背中が！」とかいう暴走気味の感想を送ってしまって申し訳ありません。今回は特に締しめ切きりをかなり待っていただいたりと、ご迷めい惑わくをおかけしました。おかげさまで四巻も無事発売となりました。ありがとうございます！

　さて、次はいよいよ最終巻となります。彼らの物語がどういう結末を迎むかえるのか。見届けていただければ幸いです。ただ、五巻は今秋の発売を予定しておりますので、これまでの刊行ペースからするとちょっとだけお待たせすることになります。申し訳ありません……。

　四巻では少女小説らしいシーンも書けましたが、同時にヒロインはかなり辛つらい目に遭あっています。彼女が果たしてどんな道を歩むのか、組織としての、家族としてのデ・コスタが今後どうなるのか、最終巻ではしっかり書き切れればと思っています。

　四巻までお付き合いくださいましてありがとうございます。皆みな様さまのお力なくして本は出ません。よろしくお願いいたします。

　それでは、涼すずしくなった頃ころに、またお目にかかれますよう。
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